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献
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一
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節
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尊
び
、
教
養
と
情
操
豊
か
な
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備
え
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人
間
性
の
養
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広
い
視
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深
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思
考
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、
豊
か
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表
現
力
の
養
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拓
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心
と
創
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力
の
養
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四
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栄
養
と
運
動
の
両
面
か
ら
健
康
を
支
援
す
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実
践
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指
導
者
の
育
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        【校章】 

 

 

 

 

 

 

緑豊かな環境に恵まれた武蔵丘短期大学。この

マークは自然（グリーン）と本学（M）の調和を

表し、そこで学ぶ若者たちへのメッセージとして、

創造、勇気、慈愛という言葉を３つのリングに  

託しているのです。本学はどんな時にでも健康 

生活のリーダーとして次世代を担う若者たちへ

熱きエールを贈り続けているのです。 

 

 



専攻別の教育目的・教育目標 
 

本学 健康生活学科は、健康栄養専攻と健康スポーツ専攻の２専攻から構成 

される。次に専攻別の教育目的・教育目標をあげる。 

 

(1) 健康栄養専攻の教育目的・教育目標 

① 教育目的 

栄養士免許証、栄養教諭二種免許状の取得を主とした専攻として専門

教科の充実を図り、健康生活を支援する実践的指導者を育成する。 

 

② 教育目標 

● 健康な体と心を食から支える力を養う 

● 実験・実習で実践力・行動力を養う 

● 栄養の幅広い知識やスキルを身につけ、スポーツや健康について学ぶ 

 

 

(2) 健康スポーツ専攻の教育目的・教育目標 

① 教育目的 

スポーツ文化の享受・伝承者として、正しい知識・技能を修得させ、

健康生活を支える実践的指導者を育成する。 

 

② 教育目標 

● スポーツで心身を鍛え、社会に貢献する 

● 健康づくりの実践的指導者を目指す 

● 運動を安全に、楽しく継続するための手法を身につける 

 

 



授業科目及び開講年次配当表（平成23年度・2011年度生）

1. 基礎教育科目等  （健康栄養専攻）

平成23年度・2011年度生

栄養教諭 ピア ｽﾎﾟｰﾂ栄養士 掲載

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 免許状 ヘルパー 共通ⅠⅡⅢ ページ

自己表現とキャリア 2 半期 2 9

人　文 比 較 文 化 入 門 2 半期 2 10

心 理 学 2 半期 2 ○ ○ 11

社会環境とキャリア 2 半期 2 13

社　会 市 民 生 活 と 憲 法 2 半期 2 ○ 14

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門 2 半期 2 15

自 然 環 境 科 学 2 半期 2 16

自  然 情 報 機 器 操 作 2 半期 2 ○ 17

情 報 解 析 2 半期 2 18

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1 2 半期 2 ○ 23

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 2 半期 2

合  計 4 18

卒業要件単位数

  基礎教育科目合計

健康栄養専攻                         10単位以上

健康スポーツ専攻                    10単位以上            

自己表現とキャリア                             2単位

社会環境とキャリア                             2単位

その他 人文･社会･自然･外国語から      6単位以上

保健体育科目

健康栄養専攻         専門教育科目をもってふりかえる

健康スポーツ専攻    専門教育科目をもってふりかえる

  専門教育科目合計

健康栄養専攻                         52単位以上

健康スポーツ専攻                    52単位以上

  卒業要件単位数

健康栄養専攻                      62単位以上

健康スポーツ専攻                 62単位以上

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

必
修
を
含
め
10
単
位
以
上

区
分

単位数 卒業
要件

外国語

１年
開講期

2年



2. 専門教育科目  (健康栄養専攻）

ｽﾎﾟｰﾂ栄養士 掲載

必修 前学期 後学期 前学期 後学期 共通ⅠⅡⅢ ページ

健 康 の ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 33

運 動 生 理 学 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 34

健 康 の 心 理 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 35

健 康 管 理 論 2 半期 2 ○ ○ ○ 36

解 剖 生 理 学 * 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 37

栄 養 学 総 論 * 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 38

食 品 学 * 2 半期 2 ○ ○ ○ 39

競 技 の ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 半期 2 40

運 動 ス ポ ー ツ 基 礎 理 論 2 半期 2 ○ ○ 41

運 動 処 方 論 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 42

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 半期 2 ○ ○ 43

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 半期 2 ○ ○ 44

ス ポ ー ツ 社 会 学 2 半期 2 ○ 45

ス ポ ー ツ 経 営 学 2 半期 2 ○ 46

ス ポ ー ツ 行 政 論 2 半期 2 ○ 47

ス ポ ー ツ 指 導 論 2 半期 2 ○ 48

ス ポ ー ツ 医 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 49

野 外 活 動 論 2 半期 2 ○ 50

生 化 学 * 2 半期 2 ○ 51

栄 養 学 各 論 * 2 半期 2 ○ ○ ○ 52

病態科学（臨床栄養学、病理学含） * 2 半期 2 ○ ○ 53

臨 床 栄 養 学 * 2 半期 2 ○ ○ ○ 54

公 衆 栄 養 学 * 2 半期 2 ○ 55

応 用 食 品 学 （ 加 工 学 含 ） * 2 半期 2 ○ ○ ○ 56

食 品 衛 生 学 * 2 半期 2 ○ ○ ○ 57

公 衆 衛 生 学 * 2 半期 2 ○ ○ ○ 58

栄 養 指 導 論 1 * 2 半期 2 ○ 59

給 食 管 理 * 2 半期 2 ○ 60

調 理 学 * 2 半期 2 ○ ○ 61

生 化 学 実 験 1 半期 1 ○ 62

解 剖 生 理 学 実 験 1 半期 1 ○ 63

運 動 生 理 学 実 習 2 半期 2 ○ ○ 64

ス ポ ー ツ 栄 養 学 実 験 1 半期 1 ○
臨 床 栄 養 学 実 習 1 半期 1 ○ 67

食 品 学 実 験 1 半期 1 ○ ○ 68

応用食品学実験（加工学実習含） 2 半期 2 ○ 69

食 品 衛 生 学 実 験 1 半期 ○ ○ 70

社 会 福 祉 概 論 2 半期 2 ○ 71

栄 養 指 導 論 2 2 半期 2 ○ 72

栄 養 指 導 論 実 習 1 1 半期 1 ○ 73

栄 養 指 導 論 実 習 2 1 半期 ○ 74

給 食 管 理 実 習 1 1 半期 ○ 75

給食管理実習 2（校外実習） 1 集中 ○
調 理 学 実 習 1 1 半期 1 ○ ○ 77

調 理 学 実 習 2 1 半期 ○ ○ 78

調 理 学 実 習 3 1 半期 1 ○ ○ 79

調 理 学 実 習 4 1 半期 1 ○ ○ 80

フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト 論 2 半期 2 ○ 81

食 料 経 済 2 半期 2 ○ 82

フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 2 半期 2 ○ 83

卒 業 研 究 4 通年 2 2 84

栄 養 基 礎 演 習 1 半期 1 85

製 菓 演 習 1 集中 1 86

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 集中 2 △ 87

ス ポ ー ツ 医 学 実 習 1 集中 1 ○ ○ ○ 88

水 泳 1 半期 1 ○ 89

エ ア ロ ビ ク ス 1 1 半期 1 ○ ○ 90

エ ア ロ ビ ク ス 2 1 半期 1 ○ 91

レクリエーションスポーツ実習 1 半期 1 ○ 92

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 1 1 半期 1 ○ 93

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 2 1 半期 1 ○ 94-95

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ 実 習 1 集中 1 96

夏 季 ア ウ ト ド ア 実 習 1 集中 1 97

冬 季 ア ウ ト ド ア 実 習 1 集中 1 98

ア ロ マ テ ラ ピ ー 2 半期 2 2 99

ス ポ ー ツ マ ッ サ ー ジ 2 半期 2 100

ヨ ガ ・ ピ ラ テ ィ ス 2 半期 2 101

フ ィ ッ ト ネ ス 基 礎 理 論 2 半期 2 102

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 半期 2

計 1 各資格において  ○＝必修    △＝選択

1

1

1

1

健康管理

士一般指

導員
ＡＤＩ

１年 ２年 ﾋﾟｱ
ﾍﾙﾊﾟｰ

栄養士
免許証

健康運動
実践指導

者

ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟ
ｼｬﾘｽﾄ

1

区
分

単位数 開講
期

健
康
栄
養
専
攻
 

専
門
教
育
科
目

授業科目の名称

3科目
以上
必修

平成23年度・2011年度生

ﾚｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ･ｲﾝｽﾄﾗ

ｸﾀｰ

ｷｬﾝﾌﾟｲﾝ
ｽﾄﾗｸﾀｰ

１単位
以　上

1単位
以  上

ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

52

選択

113

*
印
の
科
目
か
ら
11
科
目
22
単
位
以
上
必
修

卒業
要件



授業科目及び開講年次配当表（平成22年度・2010年度生）

1. 基礎教育科目等  （健康栄養専攻）

平成22年度・2010年度生

栄養教諭 健康運動 ピア ｽﾎﾟｰﾂ栄養士 掲載

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 免許状 実践指導者 ヘルパー 共通ⅠⅡⅢ ページ

教 養 基 礎 2 半期 2

比 較 文 化 入 門 2 半期 2 10

人　文 心 理 学 2 半期 2 ○ ○ 11

教 育 学 入 門 2 半期 2

現 代 社 会 学 入 門 2 半期 2 12

社　会 市 民 生 活 と 憲 法 2 半期 2 ○ 14

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門 2 半期 2 15

自 然 環 境 科 学 2 半期 2 16

い の ち の 科 学 2 半期 2

データ分析と統計学 2 半期 2

情 報 機 器 操 作 1 1 半期 1 ○

情 報 機 器 操 作 2 1 半期 1 ○ 19

2 20

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1 2 通年 1 1 ○

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 2 通年 1 1 24-25

2 2

保 健 体 育 講 義 1 半期 1 ○ 29

保 健 体 育 実 技 1 半期 1 ○ ○

2

6 22

卒業要件単位数

基礎教育科目等合計

健康栄養専攻                         12単位以上

健康スポーツ専攻                    10単位以上            

教養基礎                             2単位

人文・社会・自然の各分野 2単位以上　 計 6単位以上

外国語科目                          2単位以上

保健体育科目

健康栄養専攻                   2単位以上

健康スポーツ専攻    専門教育科目をもってふりかえる

専門教育科目合計

健康栄養専攻                         52単位以上

健康スポーツ専攻                    52単位以上

卒業要件単位数

健康栄養専攻                      64単位以上

健康スポーツ専攻                 62単位以上

合　　　　計

保健体育科目

　　　　計

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目
　
等

　　　　計

　　　　計

区
分

単位数 卒業
要件

各
分
野
２
単
位
以
上
 

計
６
単
位
以
上

自  然

授業科目の名称
2年

基
礎
教
育
科
目

外国語科目

１年開講
期



2. 専門教育科目  (健康栄養専攻）

ｽﾎﾟｰﾂ栄養士 掲載

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 共通ⅠⅡⅢ ページ

解 剖 生 理 学 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 37

運 動 生 理 学 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 34

栄 養 学 総 論 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 38

健 康 の 心 理 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 35

食 品 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 39

健 康 管 理 論 　 2 半期 2 ○ ○ ○ 36

健 康 の ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 33

競 技 の ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 半期 2 40

運 動 ス ポ ー ツ 基 礎 理 論 2 半期 2 ○ ○ 41

運 動 処 方 論 2 半期 2 ○ ○ ○ ○ 42

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 半期 2 ○ ○ 43

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 半期 2 ○ ○ 44

ス ポ ー ツ 社 会 学 2 半期 2 ○ 45

ス ポ ー ツ 経 営 学 2 半期 2 ○ 46

ス ポ ー ツ 行 政 論 2 半期 2 ○ 47

ス ポ ー ツ 指 導 論 2 半期 2 ○ 48

ス ポ ー ツ 医 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 49

野 外 活 動 論 2 半期 2 2 ○ 50

生 化 学 2 半期 2 ○ 51

栄 養 学 各 論 2 半期 2 ○ ○ ○ 52

病態科学（臨床栄養学、病理学含） 2 半期 2 ○ ○ 53

臨 床 栄 養 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 54

公 衆 栄 養 学 2 半期 2 ○ 55

応 用 食 品 学 （ 加 工 学 含 ） 2 半期 2 ○ ○ ○ 56

食 品 衛 生 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 57

公 衆 衛 生 学 2 半期 2 ○ ○ ○ 58

栄 養 指 導 論 1 2 半期 2 ○ 59

給 食 管 理 2 半期 2 ○ 60

調 理 学 2 半期 2 ○ ○ 61

生 化 学 実 験 1 半期 1 ○ 62

解 剖 生 理 学 実 験 1 半期 1 ○ 63

運 動 処 方 論 実 習 2 半期 2 ○ ○ 65

栄 養 学 実 験 1 半期 1 ○ 66

臨 床 栄 養 学 実 習 1 半期 1 ○ 67

食 品 学 実 験 1 半期 1 ○ ○ 68

応用食品学実験（加工学実習含） 1 半期 1 ○ 69

食 品 衛 生 学 実 験 1 半期 1 ○ ○ 70

社 会 福 祉 概 論 2 半期 2 ○ 71

栄 養 指 導 論 2 2 半期 2 ○ 72

栄 養 指 導 論 実 習 1 1 半期 1 ○ 73

栄 養 指 導 論 実 習 2 1 半期 1 ○ 74

給 食 管 理 実 習 1 1 半期 1 ○ 75

給 食 管 理 実 習 2 1 半期 1 ○
給食管理実習 3（校外実習） 1 集中 ○ 76

調 理 学 実 習 1 1 半期 1 ○ ○ 77

調 理 学 実 習 2 1 半期 1 ○ ○ 78

調 理 学 実 習 3 1 半期 1 ○ ○ 79

フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト 論 2 半期 2 ○ 81

食 料 経 済 2 半期 2 ○ 82

フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 2 半期 2 ○ 83

卒 業 研 究 2 通年 84

中 高 年 の 健 康 科 学 2 集中 2

栄 養 基 礎 演 習 1 半期 1 85

製 菓 演 習 1 集中 1 86

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 集中 2 △ 87

ス ポ ー ツ 医 学 実 習 1 集中 1 ○ ○ ○ 88

水 泳 1 半期 1 ○ 89

エ ア ロ ビ ク ス １ 1 半期 1 ○ ○ 90

エ ア ロ ビ ク ス 2 1 半期 1 ○ 91

レクリエーションスポーツ実習 1 半期 1 ○ 92

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 1 1 半期 1 93

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 2 1 半期 1 94-95

ス キ ー 実 習 1 集中 1

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ 実 習 1 集中 1 96

夏 季 野 外 活 動 実 習 1 集中 1

冬 季 野 外 活 動 実 習 1 集中 1

ア ロ マ テ ラ ピ ー 2 半期 2 2 99

ス ポ ー ツ マ ッ サ ー ジ 2 半期 2 100

ヨ ガ ・ ピ ラ テ ィ ス 2 半期 2 101

フ ィ ッ ト ネ ス 基 礎 理 論 2 半期 2 102

キ ャ リ ア デ ザ イ ン １ 1 半期 1

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ２ 1 半期 1 103

計 12 102 52 各資格において  ○＝必修    △＝選択

健康運動
実践指導

者

ﾋﾟｱ
ﾍﾙﾊﾟｰ

ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟ
ｼｬﾘｽﾄ

健康管理
士一般指

導員

1単位
以上
選択

平成22年度・2010年度生

ﾚｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ･ｲﾝｽﾄﾗ

ｸﾀｰ

ｷｬﾝﾌﾟｲﾝ
ｽﾄﾗｸﾀｰ

１単位
以　上

ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

2

１年 ２年

1

健
康
栄
養
専
攻
 

専
門
教
育
科
目

2単位
以上
選択

授業科目の名称 ＡＤＩ
区
分

単位数 開講
期

卒業
要件

8
科
目
16
単
位
以
上
必
修

栄養士
免許証



3. 教職に関する専門教育科目  （健康栄養専攻） 
平成23年度･2011年度生，平成22年度･2010年度生

教 師 へ の 道 2 半期 2 107

教 育 原 理 2 半期 2 108

発 達 と 学 習 の 心 理 学 2 半期 2 109

道 徳 と 学 習 の 指 導 法 1 半期 1 110

特 別 活 動 指 導 法 1 半期 1 111

生 徒 指 導 2 半期 2 112

教 育 相 談 2 半期 2 113

教 職 実 践 演 習 （ 栄 養 教 諭 ） 2 半期 2 114

食 教 育 実 践 論 2 半期 2 115

栄 養 教 育 実 習 2 半期 2 △ 116

計 18

○

各資格における    ○＝必修    △＝選択

区
分

授業科目の名称

単位数

開講期

教
職
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目

○

○

○

掲載
ページ

教職必修 前学期 後学期 前学期 後学期

1  年 2  年
栄養教諭
免許状

レクリエーション
･インストラクター

○

○

○

○

○

○



 



 
 
 
 
 

基礎教育科目  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 



授業科目名 

[英文名] 

自 己 表 現 と キ ャ リ ア  

[self-expression and careers] 
単位数 ２ 

担当教員名 菊 池 せ つ 子 、 高 橋 勇 一 、 飯 島 賢 志 、 安 藤 福 光  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

日本語力の強化によって、短大での学習における基礎の涵養と、円滑に卒業後のキャリアへ移行

できるための初歩的な力をつけることが目標である。  

授業の概要 本授業は専攻の壁を取り払い、他専攻の学生とともに受講する。 

学生へのメッセージ 積極的、能動的に受講すること 

教科書及び 

参考図書等 
教科書：日本語検定委員会編『ステップアップ日本語講座 中級』東京書籍 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

担当教員によって多少の変動があるが、次のような事項を予定している。 

 

 ・受講上の注意やスケジュールについてのガイダンス 

  

 ・短大のメールシステムについて理解し、短期大学で使う自分の 

メールアドレスを確認する 

  

 ・武蔵丘短期大学図書館について理解し、利用できるようになる 

  

 ・日本語力を強化する（７回〜８回） 

   「敬語」「文法」「語彙」「言葉の意味」「表記」「漢字」の６領域の内容を 

   理解し、言葉の知識と表現力を身につける 

 

 ・新聞・メディアなどを通じた時事問題の把握 

  

 ・一般常識問題を解く 

 

 ・レポート・小論文の書き方 

 

 ・まとめ、総括 

成績評価の 

めやすと方法 
授業の態度・意欲、課題提出状況等で総合的に評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

比 較 文 化 入 門  

[Introduction to Comparative Culture] 
単位数 ２ 

担当教員名 菊 池 せ つ 子  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本講では２０世紀中葉に急速に発展した「比較文化」を、日・英・米の文化を中心に各文化を比

較しながら、様々な文化事象について学び、「比較文化」の貢献度や可能性または問題点を検討する。

今期はイギリスのサッカーチーム「アーセナル招致」を記念して、日・英の文化を比較する。 

授業の概要 

日・米・英の身近な文化的事象〈お茶・食事・家族・人生観・教育・スポーツ・祭りなど〉に焦

点を当て、文化の類似点や相違点についてクラスでディスカッションをし、各自意見をまとめ、さ

らに比較文化の観点から、少子・高齢化社会など現代の社会が抱える問題も検討し考察する。 

学生へのメッセージ 
受講者は、日常生活の中で常に、ニュース・新聞・雑誌などのメディアや色々なジャンルの書籍

を通して、日本だけではなく世界中の出来事や人間の行動に興味を持つことが望ましい。 

教科書及び 

参考図書等 

狐野利休著；『比較文化論』〈北星堂書店〉、菊池せつ子；『「異文化交流」のためのハンドブック』 

（武蔵丘短期大学）＊授業中に適宜指示およびプリントを配布する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 「比較文化」とは 一般的な「比較文化」の定義、授業の進め方、評価の仕方、その他受講上の注意など 

2 日・英の食文化 フィッシュ・アンド・チップス、箸の文化と手食文化、日・英の食事について 

3 日・英のスポーツ文化 フットボール（サッカー）、ベースボールなど 

4 異文化と比較文化 日本文化、異文化摩擦 

5 日・英の音楽 ビートルズ、J-ポップスなど 

6 祭り・儀式 ハロウィン、クリスマス、結婚―『Ｅ．Ｔ．』 

7 コミュニケーション   海外生活に対する日本人の適応性、イギリス人と日本人の心について 

8 少数民族・人種問題 国際化と民族のアイデンティティーについて、自民族主義と摩擦について、グローバルスタンダード

9 教育 名門大学、大学〈大学院〉教育―『ある愛の歌』 

10 福祉 高齢化社会、福祉政策と介護―『黄昏』、『８月の鯨』 

11 消費社会 消費文化、物質主義―『ティファニーで朝食を』『タイタニック』 

12 家族 親子関係、育児 

13 法律・政治 陪審員制度、大統領のスキャンダル 

14 まとめ 課題提示と質問タイム 

15 試験、まとめ 試験、その他 

成績評価の 

めやすと方法 

試験（60％）、出席率を含み、課題の発表（授業中）及びレポートなどを 40％として 

総合的に評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

心 理 学  

[Psychology] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 井 英 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

現代の心理学の研究領域は広範囲にわたっているが、それらはすべて、人の心の仕組みの解明

を目指してきたものである。出来るだけ身近な問題について取り上げ、その心理学的研究方法と

考え方を理解することを目指す。 

授業の概要 
身近で日常的な問題について、心理学的な手法で解明し、理解する。出来るだけ、毎回心理学

的手法や、ワークを取り入れ実体験しながら、理解をうながしていきたい。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 

教科書は特に指定していない。毎回教材を準備し、配布する。 

参考書 「やさしい心理学」水田恵三著 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 心理学とは 心理学の研究法、領域と分野 

2 知覚と認知の理解（１） 形の知覚、錯視図形、反転図形、運動の知覚 

3 知覚と認知の理解（２） 見えに及ぼす社会的影響 

4 行動の理解（１） 欲求と動機付け、欲求と認知の関連、フラストレーションとコンフリクト 

5 行動の理解（２） 感情とは、感情の構造 

6 学習の理解 学習とは、強化と消去、モデリング 

7 記憶の理解 記憶システム、短期記憶と長期記憶、忘却の仕組み 

8 思考の理解 思考と問題解決、問題解決に影響する要因、創造的思考 

9 パーソナリティの理解 パーソナリティとは、パーソナリティのとらえ方 

10 対人関係の理解（１） 対人認知の次元、二者関係・三者関係 

11 対人関係の理解（２） 対人距離と空間、社会的スキルと社会的知能 

12 人間関係の理解（１） 社会的促進と社会的手抜き、同調行動、服従行動と役割行動 

13 人間関係の理解（２） 集団の凝集性、リーダーシップ 

14 自己理解とカウンセリング こころは世界をどう捉えるか、他者の目・自分の目、否定的なこころの枠組み 

15 まとめ・試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験６０％、平常点（提出物など）４０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

現 代 社 会 学 入 門  

[Rudiments of Contemporary Sociology] 
単位数 ２ 

担当教員名 飯 島 賢 志  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

我々の生きる社会を捉え、考えるための基本的な発想を学ぶとともに、自身にも関係し、また現代社

会でとくべき課題の一つでもある社会保障を眺めることが目標。 

授業の概要 

前半は社会現象を捉えるための方法論などを学ぶ予定。社会は皆の生活の場であることから、何も学

んでいない者も語ることができる。しかし、何事もそうであるように、学んでいる者とそうでない者の

間には歴然とした差が出てしまう。本授業は入門のため十分ではないが、まず社会をみるための種を得

ることを目指す。また後半では現代社会の重要な話題の一つである社会保障を扱う予定である。社会保

障は空気がなくなったときの酸素ボンベと同じで、困ったときでないと、その存在やありがたみを知る

ことはない。ただ、社会構成員として生きる、くわえて社会のあり方を考える上で知っておくとよい制

度である。キーワード：モデリング、自由と平等、競争と協力、社会保障 

学生へのメッセージ 
レポートを課すことがあるかもしれないが、ウェブサイトの丸写しの場合は必ず０点にする。それで

単位取得が見込めなくなっても、救済措置をとることは一切ない。また、講義科目であるが、受講者に

質問を投げかけ回答してもらうなど、相互のやりとりを行なう可能性が強い。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』有斐閣 

参考書：C・A・レイブ, G・G・マーチ『社会科学のためのモデル入門』ハ－ベスト社 

小林淳一・木村邦博『考える社会学』ミネルヴァ書房  

M・サンデル『ハーバード白熱教室講義録＋東大特別授業（上・下）』早川書房 

湯浅誠『反貧困-「すべり台」社会からの脱出』岩波書店 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 ガイダンス 受講にあたっての注意事項や全体のスケジュールなどについて話す。 

2 社会科学と社会学の関係 科学とは何か？社会科学・社会学とは何か？を扱う。 

3 社会学の歴史や対象 社会学の歴史や学の構造、対象について話す。 

4 社会学の方法を学ぶ１ 社会をみるためのモデリングの考え方に触れる。 

5 社会学の方法を学ぶ２ 社会をみるためのモデリングの考え方に触れる。 

6 社会学の方法を学ぶ３ 社会をみるためのモデリングの考え方に触れる。 

7 社会のあり方を学ぶ１ 小集団から大きな社会までに関わる自由と平等について学ぶ。 

8 社会のあり方を学ぶ２ 自由と平等にまつわる新自由主義や社会民主主義などを学び共に考える。 

9 現代社会の問題を考える 保険制度等の問題を通して、社会のあり方を考える。 

10 社会制度の一つを学ぶ 社会保障制度の概観を学ぶ。 

11 社会制度としての保険 社会保険と民間保険について学ぶ。 

12 働く人の保障制度を学ぶ1 雇用保険や年金制度を学ぶ。 

13 働く人の保障制度を学ぶ2 医療保険制度について学ぶ。 

14 社会のあり方を考える 所得格差や生活保護について学び考える。 

15 まとめ 受講者の様子をみて、フォローした方がよさそうなところを扱う。 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点や課題によって評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

社 会 環 境 と キ ャ リ ア  

[Social Environment and Career] 
単位数 ２ 

担当教員名 進 路 支 援 委 員 、 ＊ ク ラ ス 担 任  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

社会人として自立できるように、職業に対する意識を高め、自分に適した職業を選択し、就職

するために必要な知識、技能を身につける。 

授業の概要 

自分の適性を知り、各自の能力が活かせるような企業（進路先またはキャリア）を探す方法を

学び、インターネットでのアクセス方法（ナビ登録の仕方、エントリーシートでの応募の仕方な

ど）、就職（及び編入、進学）活動に必要な書類の作成、面接試験対策（模擬個人・グループ面接）

などを行い、就職活動等のキャリアデザインに役立てるようにする。 

学生へのメッセージ 
受講者は、日常生活の中で常に、ニュース・新聞・雑誌などのメディアや色々なジャンルの書

籍を通して、就職（または進路）活動に関して情報の入手、及び一般常識等の習得を心がける。

教科書及び 

参考図書等 
就職活動テキスト、及び必要に応じて教材用のプリントを配布。 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 受講上の注意、ナビ活用方 履修について、 ナビ登録など     

2 働くとは？ 就労観の醸成、就職活動を取り巻く社会状況など    

3 自分を知ろう① 「適性診断検査」―パーソナリティ・価値観分析・職務興味分析など                    

4 自分を知ろう② 「一般常識テスト」―筆記試験対策（一般常識・時事試験・英語ことわざなど）        

5 自分を知ろう③ 「筆記対策セミナー」―SPI、一般・時事常識について、企業の意図を探る 

6 卒業生フォーラム 企業等で働く卒業生の体験談を聞く 

7 グローバルな視点を養う 「異文化交流」について 

8 自分に自信を持とう 「自己分析・PR セミナー」―適性診断結果から知る自分、キャリアプランの構築など 

9 企業情報の集め方 情報ルーツを知る・企業情報ポイント 

10 業界研究セミナー 自分に合う企業探しとは？（業界・職種理解など） 

11 志望動機対策セミナー 志望動機を書く上でのポイントなど                ＊（担任参加） 

12 エントリーシート作成 エントリーシートとは？ 入手・提出方法、書き方のポイントなど ＊（担任参加） 

13 履歴書作成 魅力ある履歴書とは？  履歴書の記入ポイントなど        ＊（担任参加） 

14 面接対策セミナー 面接の種類と目的（個別、グループ）、評価ポイント、模擬面接など  ＊（担任参加） 

15 直前セミナー 就活で活かせるマナー（電話編・メール編・手紙編他） 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点（受講態度等）70％、提出物 30％、として総合的に評価する。 

 





授業科目名 

[英文名] 

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門  

[Introduction to Volunteer Activities] 
単位数 ２ 

担当教員名 高 橋 勇 一  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

この授業では、さまざまなボランティア・ＮＰＯ等の場と活動について学び、学生が在学中ある

いは卒業後にボランティアに参加するための基盤をつくる。また、基本的な知識を身に付けると同

時に、自発的な「ボランティア精神」の養成を目指す。 

授業の概要 
ボランティアの精神と基本的な姿勢、社会福祉・教育・環境ボランティア、企業のＣＳＲ、そして

国際協力などについて学習すると同時に、ボランティアを体験する。 

学生へのメッセージ ボランティア活動に一度以上は参加し、体験レポートを提出すること。 

教科書及び 

参考図書等 

参考文献；『ボランティア・ＮＰＯ』（中央法規）、『ボランティアのすすめ』（ミネルヴァ書房） 

授業中に適宜、紹介する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 授業の概要・評価の方法、履修上の注意点など 

2 事始め（１） 基本用語、“生きる”意味、ボランティア精神について 

3 事始め（２） 家族の倫理、社会起業、成功の哲学について 

4 ボランティアとは（１） ボランティアの歴史と現状、日本・世界の取り組み 

5 ボランティアとは（２） ボランティアの探し方、ボランティアの基本的姿勢 

6 活動状況と課題（１） 学校・教育・ＩＴとボランティアについて 

7 活動状況と課題（２） 自然保護・環境ボランティアについて 

8 活動状況と課題（３） 地域の社会福祉（１）特別授業 

9 活動状況と課題（４） 地域の社会福祉（２）特別授業 

10 活動状況と課題（５） 地域の社会福祉（３）特別授業 

11 事業（１） 企業の社会的責任（ＣＳＲ）、ソーシャルビジネスについて 

12 事業（２） ＮＰＯの設立・運営、活動事例 

13 国際協力（１） 国際連合（ＵＮ）、ユニセフ、青年海外協力隊、ＮＧＯの活動事例 

14 国際協力（１） 国際協力、異文化理解、平和問題（ノーベル平和賞受賞者）等 

15 まとめ  総合・試験 

成績評価の 

めやすと方法 

平常点（授業態度・提出物）30％、試験 40％、ボランティア体験レポート 30％で、 

総合的に評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

自 然 環 境 科 学  

[Natural Environmental Science] 
単位数 ２ 

担当教員名 高 橋 勇 一  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

地球環境問題に関する一般的な知識を習得するとともに、生命や自然を大切にし、環境保全に寄

与する態度を養うことを目標とする。なお、教養教育として、自然科学の基礎力および論理力・思

考力を身に付けることも重要なテーマとする。 

授業の概要 

環境問題の現状について自然科学の観点から学習し、美しい地球を守るために、「宇宙船地球号」

の一員でもある私たちが心がけるべきことやできることについて考察する。 

キーワード：地球温暖化、生物多様性、自然と人間の共生、持続可能な発展  

学生へのメッセージ 今やさまざまな分野でエコリーダーが求められており、積極的な「参加」を期待する。 

教科書及び 

参考図書等 

参考文献；環境・循環型社会・生物多様性白書、Newton の他、授業で紹介する。 

参考 URL；http://www.env.go.jp/ 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 宇宙船地球号 イントロダクションとして、宇宙の中の地球について学習する。 

2 地球と生命の歴史 地球と生命の歴史について学習し、生命の誕生の謎に触れる。 

3 環境と文明・周期性 環境と文明の関係について説明し、周期性や法則について学習する。 

4 現代の地球環境問題 公害問題と現代の地球環境問題の相違点・共通点をさぐる。 

5 生態系（エコシステム） 生態系の仕組み及び物質の循環について学習する。 

6 地球の温暖化 地球温暖化のメカニズム及びその対策について学習する。 

7 オゾン層破壊・酸性雨 水と pＨについて学習し、オゾン層破壊と酸性雨について考える。 

8 食物連鎖・生物多様性 生産者・消費者・分解者の役割及び生物の多様性について考える。 

9 森林劣化・洪水問題 森林の多面的機能について学習し、森林劣化による洪水問題を考える。 

10 砂漠化 カシミヤ人気が砂漠を拡大？ 中国の砂漠化の原因と対策について考える。 

11 環境価値・環境ビジネス 環境はいくらか？ 生態系のサービスの価値と環境ビジネスについて考える。 

12 世界遺産・循環型社会 世界遺産について学習すると同時に、循環型社会について考察する。 

13 環境倫理と環境教育 「沈黙の春」から「ディープエコロジー」まで概説し、環境教育を考える。 

14 持続可能な発展 生命-環境系の「持続可能な発展」について考える。 

15 まとめ  総合・試験 

成績評価の 

めやすと方法 

平常点・小テスト・レポート（30％）および定期試験（70％）で総合的に評価する。 

試験は記述式とし、基礎的知識・表現力・論理力を主に評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

情 報 機 器 操 作  

[Computer Literacy] 
単位数 ２ 

担当教員名 飯 島 賢 志  

授業の方法 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

コンピューターを使って基本的なアプリケーションソフトの操作ができたり、簡単な文書を作成

できるようになることが目標である。どちらというとコンピューターが苦手な人を対象とした授業

内容である。 

授業の概要 
履修者は毎回テーマにしたがって、タイピングの練習をしたり、コンピューターを使って基本的

な文書の作成の仕方を学ぶ。 

学生へのメッセージ 
この授業科目の単位を取得することが各種教員免許取得の必要条件となっている場合がある。各

種免許取得を目指す者はよく確認のこと。 

教科書及び 

参考図書等 
授業時に適宜、指示する。 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 ガイダンス 授業目標やスケジュール、具体的にどのようにすすめるのかなどの説明を行う。 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

ワープロソフト 

の使い方 

文書作成ソフトのいくつかについて紹介した後、主にワープロソフトを使って文書作成

をする。文書作成は段階的に、文字だけの文書、表の入った文書、画像の入った文書、

文字・表・画像からなる文書というように徐々に複雑な文書形体の作成を学んでいく。 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

プレゼンテーションソ

フトの使い方 

文書作成の基本をもとに、主にプレゼンテーションソフトを使ってファイルを作成し、

情報機器を操作して自己表現をする術を学ぶ 

15 まとめ これまでの学習を振り返って到達度が十分でない部分があればそれを再度フォローしたりする。 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 100％（課題の提出状況や発表状況によって判断する） 

 



授業科目名 

[英文名] 

情 報 解 析  

[Analysis of  Information] 
単位数 ２ 

担当教員名 飯 島 賢 志  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 
情報を数字で要約して把握することに慣れる。 

授業の概要 

情報には様々なレベルがあるが、この授業では、コード化された情報を理解、分析するための基礎的な方法

について担当教員が講義し、履修者が練習問題を解く形式ですすめる予定。説明は、履修者の専攻を考慮し、

それぞれの専門で活かせることをある程度念頭において行う予定である。授業ではパソコンを使って計算する

ことがあるが、パソコン利用はあくまで道具としてであり、パソコン操作を学ぶ授業ではない。 

学生へのメッセージ 
一方的に私がお話をする授業ではなくて、受講者の参加を促す授業にしたいと思っています。

内容は受講生の様子によって、早めるかもしれません。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：廣瀬毅士・寺島拓幸共編『社会調査のための統計データ分析』オーム社 

参考書：西岡康男『単位が取れる統計ノート』講談社、ボーンシュテッド＆ノーキ『社会統計学』ハーベスト社、ダレル・ハフ『統計でウソをつく

法』講談社ブルーバックス、豊田秀樹・前田忠彦・柳井晴夫『原因をさぐる統計学』講談社ブルーバックス 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 ガイダンス 実習の目的および目標を示し、授業スケジュールを説明する。 

2 
要約された情報を理解 

する（1) 
度数分布や中央値、最頻値、平均値などについて理解する。 

3 
要約された情報を理解 

する（2） 
分散、標準偏差、標準化などについて理解する。 

4 情報のとり方を理解する 母集団と標本の違いと確率密度について学ぶ。 

5 情報の傾向を理解する 確率分布について学ぶ。 

6 
情報分析の確かさを 

理解する（１） 
検定の考え方を学ぶ。 

7 
情報分析の確かさを 

理解する(２) 
検定の種類を学ぶ。 

8 
情報分析の確かさを 

理解する(３) 
検定の種類を学ぶ。 

9 
基礎的な情報解析を 

学ぶ(1) 
クロス表や散布図に親しむ。 

10 
基礎的な情報解析を 

学ぶ(2) 
相関関係、因果関係などの考え方を学ぶ。 

11 
基礎的な情報解析の仕組

みを理解する(１) 
共分散、相関係数、オッズ比など統計数値の仕組みを理解する。 

12 
基礎的な情報解析の仕組

みを理解する(２) 
共分散、相関係数、オッズ比など統計数値の仕組みをさらに理解する。 

13 
やや発展的な情報解析を

学ぶ(1) 
エラボレーション、間接効果、などを理解し、回帰分析に触れる。 

14 
やや発展的な情報解析を

学ぶ(2) 
回帰分析を理解する。 

15 まとめ 受講者が苦手としていると思われる点について再度、説明を行なう。 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 10％、 成績評価試験 90％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

情 報 機 器 操 作 ２  

[Computer Literacy 2] 
単位数 １ 

担当教員名 飯 島 賢 志  

授業の方法 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 
情報機器操作２では、コンピューターを使ってアピールする術を学ぶことが目標。 

授業の概要 
コンピューターを使ってアピールする術を学ぶとともに、簡単なコンピュータープログラミング

を学ぶ。 

学生へのメッセージ 
この授業科目の単位を取得することが、各種教員免許取得の必要条件となっている場合がある。

各種免許取得を目指す者はよく確認のこと。 

教科書及び 

参考図書等 
授業時に適宜、指示する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 授業目標やスケジュール、具体的にどのようにすすめるのかなどの説明を行う。 

2 

3 

4 

5 

プレゼンテーション 

ソフトの操作 

主にマイクロソフト社のパワーポイントを使って、プレゼンテーション資料作成のための

操作法について学ぶ。 

6 

7 

8 

9 

10 

プレゼンテーション 

ソフトの実践 

具体的なテーマにしたがって、プレゼンテーション資料を作成し、発表を行うことで、文

章を書いたり計算したりといったことに終わらないパソコンの使い方を経験する。 

11 

12 

13 

14 

コンピューターを 

使ったその他の表現 

簡単なウェブコンテンツの作成：ウェブページは現在、記述言語HTMLを意識することなく

作成することができる。この授業ではより高度なウェブサイトの構築への抵抗感を減らす

ためHTMLの初歩を意識したウェブページを作成したり、ウェブページに載せる画像などを

作成したりすることを考えている。また可能なら簡単なコンピュータープログラミングの

基礎を学ぶことも考えている。 

15 まとめ  

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 100％（課題の提出状況、発表等） 

 



 



 
 
 
 
 

外国語科目  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



授業科目名 

[英文名] 

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1（ 健 康 栄 養 専 攻 ）  

[English Communication 1] 
単位数 ２ 

担当教員名 菊 池 せ つ 子  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

異文化コミュニケーション時代に対応した、国際人の役割・意義を理解し、日本と英語圏の文化、

健康生活、栄養などに焦点を当てながら、英語の基本的な知識の習得を主眼とする。さらに視聴覚

教材、TOEIC、英検関連の教材などを利用し、多角的な英語の運用能力の向上を目指す。 

授業の概要 

ビデオ教材を使い、アメリカ文化や社会の本質を考えるきっかけを提供し、映像を見ながら英語

を聞き、その内容のポイントをつかんで正しく理解できる能力を全員参加型の演習によって養う。

さらに TOEIC 教材によって、コミュニケーションに必要な基本的な文法力や語彙力を身に付ける。

学生へのメッセージ 受講者は、必ず予習をして授業に臨むこと（辞書を持参）。 

教科書及び 

参考図書等 

Akira Morita 他; Kaleidoscope U.S.A「最新のアメリカ文化を映す」(SEIBIDO)、 

Setsuko Kikuchi; Basic English Grammar for Communication 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 受講上の注意など 授業の方針・進め方、評価方法などの説明。「異文化交流会」の開催について 

2 At-Home Dad ＜ビデオ教材＞Preview （内容の予測と背景知識の活性化）、Vocabulary Check （語彙） 

3      〃 Second Viewing(ビデオクリップの視聴）、Partial Dictation (書き取りの練習) 

4 Dutch Oven Contest ＜ビデオ教材＞Preview （内容の予測と背景知識の活性化）、Vocabulary Check （語彙） 

5      〃 Second Viewing(ビデオクリップの視聴）、Partial Dictation (書き取りの練習) 

6   Lesson 1  「英和辞書の使い方」―辞書と仲良くすることも英語上達の近道だ―英文読解 

7     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

8   Lesson 2 基本文 1 （5文型）―自己紹介をしてみよう―英文読解 

9     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

10 Self-Introduction 「モデル・自己紹介文」の作成および音読練習 

11     〃 「モデル・自己紹介文」のスピーキング、および暗唱、クラスメートとのペアワーク 

12 Speech & Presentation 既成のスピーチの音読練習、日本語訳およびオリジナル・スピーチの作成・音読練習 

13         〃 スピーチの暗唱・発表（ネイティブによる指導） 

14 異文化交流会 リハーサル（自己紹介、スピーチ、プレゼンテーション） 

15 試験、まとめ 筆記試験、その他 

成績評価の 

めやすと方法 

筆記試験 60％、ノート提出、「異文化交流会」の参加・発表点、平常点（出席率を含み、授業の態度・

意欲）40％を総合的に評価（希望者には TOEIC、英検のスコアも加味）する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

英語コミュニケーション２（健康栄養専攻） 【前期】 

[English Communication 2] 
単位数 １ 

担当教員名 菊 池 せ つ 子  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本講は、「英語コミュニケーション 1」を修了したものの選択科目であることを踏まえ、一段レベ

ルアップした英語の読解力の養成と生きた英語の運用能力を高めることを主眼とし、異文化コミュ

ニケーションのための文化的背景などの知識の習得を目指す。「異文化交流会」の開催。 

授業の概要 

TOEIC 教材などによって、コミュニケーションに必要な基本的な文法力や語彙力を身に付ける。

さらに編入学試験などにおいて、過去に出題された問題を取り上げ、長文読解力のアップを目指す。

必要に応じて英作文のドリルも行う。「異文化交流会」の開催。 

学生へのメッセージ 
受講者は、必ず予習（辞書で英単語句の意味を調べ、さらに日本語訳や問題の解答なども）をし

て授業に臨むこと（辞書を持参）。 

教科書及び 

参考図書等 

Setsuko Kikuchi; Basic English Grammar for Communication, A Handbook for Cross-Cultural 

Exchange (Musashigaoka Junior College) 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 受講上の注意など 授業の方針・進め方、評価方法などの説明。 

2   Lesson 1  「英和辞書の使い方」―辞書と仲良くすることも英語上達の近道だ―英文読解 

3     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

4   Lesson 2 基本文 1（5文型）―自己紹介をしてみよう―英文読解 

5     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

6   Lesson 3 基本文 2（第 5文型の応用）―合宿国に根強く残る人種差別―英文読解 

7     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

8   Lesson 4 関係詞（関係代名詞・関係副詞）―合衆国は広いなぁ、いろんな文化圏がある―英文読解 

9     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

10 Self-Introduction 2 「オリジナル・自己紹介文（2）」の作成・音読練習、クラスメートや教員とのペアワーク 

11     〃 「趣味・部活・将来の夢など」の作成・音読練習・暗唱など、 

12 Speech & Presentation 「オリジナル・スピーチ」の作成・音読練習など 

13        〃 「オリジナル・スピーチ」の暗唱、発表（ネイティブによる指導） 

14 「交流会」のリハーサル 「異文化交流会」の最終リハーサル、定期試験の説明と質問タイム 

15 前期の試験、まとめ 筆記試験、その他 

成績評価の 

めやすと方法 

筆記試験（前期）60％、ノート提出、「異文化交流会」の参加・発表点、平常点（出席率を含み、授業

の態度・意欲）40％を総合的に評価（希望者には TOEIC、英検のスコアも加味）する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

英語コミュニケーション２（健康栄養専攻） 【後期】 

[English Communication 2] 
単位数 １ 

担当教員名 菊 池 せ つ 子  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本講は、「英語コミュニケーション 1」を修了したものの選択科目であることを踏まえ、一段レベ

ルアップした英語の読解力の養成と生きた英語の運用能力を高めることを主眼とし、異文化コミュ

ニケーションのための文化的背景などの知識の習得を目指す。「異文化交流会」の開催。 

授業の概要 

「異文化交流」のための、スピーチなどによるプレゼンテーションの方法の習得、また TOEIC 教

材などによって、コミュニケーションに必要な基本的な文法力や語彙力を身に付ける。さらに編入

学試験などにおいて、過去に出題された問題を取り上げ、長文読解力のアップを目指す。 

学生へのメッセージ 
受講者は、前期の授業への取り組み方や試験結果を反省し、必ず予習をして授業に臨むこと 

（辞書を持参）。 

教科書及び 

参考図書等 

Setsuko Kikuchi; Basic English Grammar for Communication, A Handbook for Cross-Cultural 

Exchange (Musashigaoka Junior College) 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 受講上の心構えなど 前期のテストの返却と総評、後期の授業の注意、「異文化交流会」の開催などについて 

2 スピーチ原稿の作成 スピーチ・プレゼンテーション課題―「歓迎会」「開会・閉会の挨拶」「外国人ゲスト紹介」

3      〃 「大学生活の紹介」（部活、サークル、授業、資格、将来の夢など）を英語で行う 

4 スピーチ原稿の暗記・練習 暗記の仕方・総論、スピーチの速度・ポーズ・抑揚などについて 

5      〃  スピーチに臨むにあたって、自然な話し振りの工夫など 

6 スピーチ発表会 各自のテーマをクラスで発表し、お互いに評価し合う 

7 「交流会」リハーサル   「アーセナル招致交流会」（11 月 20 日）のリハーサル 

8   Lesson 5 準動詞（不定詞）―セーターをほめるとき使う表現は―英文読解 

9     〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

10    Lesson 6 準動詞（～ing 形・過去分詞）―アメリカ人は時間に几帳面ですか―英文読解 

11     〃  Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

12    Lesson 8 基本動詞の特性 1―レストランでチップを出さないときはどんな場合―英文読解 

13         〃 Comprehension Check, Exercise (Step 1 ～ Step 3 ) 

14 後期のまとめ 定期試験の説明と質問タイム 

15 後期の筆記試験、まとめ 筆記試験とまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 

筆記試験（後期）60％、ノート提出、「異文化交流会」の参加・発表点、平常点（出席率を含み、授業

の態度・意欲）40％を総合的に評価する（希望者には、TOEIC、英検のスコアも加味）する。 

 



 



 
 
 
 
 

保健体育科目  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 



授業科目名 

[英文名] 

保 健 体 育 講 義  

[Health and Physical Education (Lecture)] 
単位数 １ 

担当教員名 小 林 臻  

授業の方法 講 義 （ 実 技 も 含 む ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 
保健体育に関連した身体の構造と機能を理解させる。 

授業の概要 講義を主体とするが、必要に応じ実技の時間も含む。 

学生へのメッセージ 骨・筋肉およびＡＴＰ（アデノシン三リン酸）についての知識をつけておくこと。 

教科書及び 

参考図書等 
講義資料は適宜配布する。参考文献：スポーツ医科学 中野昭一編 杏林書店 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 身体の構造と機能 運動に関連した身体の構造と機能 

2 運動と体の諸器官 運動と循環器系、骨格系、神経系、内分泌系との関係 

3 運動と筋力 筋の働きと筋の構造、筋収縮とエネルギーについて 

4 健康増進と運動 有酸素的運動と体力トレーニング 

5 運動と安全 運動や体力トレーニングを安全に行うための注意点 

6 運動と神経 随意運動と反射運動、調整力について 

7 復習とまとめ 特に重要な部分のまとめ 

8 試験 筆記試験 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

成績評価の 

めやすと方法 
試験（70％）、平常点（30％） 

 



 



 
 
 
 
 

専門教育科目  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



授業科目名 

 [英文名] 

健 康 の ス ポ ー ツ 栄 養 学   

[Nutrition for Health and Fitness] 
単位数 ２ 

担当教員名 堀 川 昭 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

スポーツ時に起こる様々な生化学的変化と栄養の関連性について学び、活動量に応じた効果的な

食事内容や摂取方法を学ぶ。 

授業の概要 

青少年や中高年者が運動・スポーツをする際の望ましい栄養・食事の摂り方、水分補給の方法につい

て学ぶ。また、健康づくりのために必要な運動量と食事や体重のコントロールについて理解する。 

キーワード  ダイエット、メタボリックシンドローム、健康づくり 

学生へのメッセージ 健康はすべての基本です。積極的な姿勢で授業に取り組みましょう。 

教科書及び 

参考図書等 

プリント配付。 参考図書： 五訂増補 新ビジュアル食品成分表 

新食品成分表 東京法令出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 健康づくりと食生活 健康づくりのためのスポーツと食事・栄養の意義について 

2 エネルギー代謝 食事と運動による体重コントロール１ 肥満の定義と測定法、メタボリックシンドローム

3 エネルギー代謝 食事と運動による体重コントロール２ 消費エネルギー測定法、健康的なダイエット 

4 スタミナアップ 糖質の摂取と持久力について     グリコーゲンと運動エネルギー 

5 筋力アップ たんぱく質の摂取と筋肉づくりについて 筋肉づくりとタンパク質、アミノ酸 

6 骨づくり ミネラルの摂取と骨づくりについて  カルシウムと骨代謝 

7 疲労回復 ビタミンの摂取と体調管理について  抗酸化ビタミンと運動 

8 水分補給 水分摂取の種類とタイミングについて  効果的な水分摂取法 

9 ライフスタイル、環境 年代、性別、食環境別の食事とスポーツの関わり  スポーツと貧血、スポーツと食環境

10 サプリメント サプリメントと食事、サプリメントの種類と使い方  

11 学童期、青年期の特徴 青年期までのスポーツと食事の現状と課題  ダイエット、やせ、肥満 

12 成人期、老年期の特徴 成人～高齢期までのスポーツと食事の現状と課題 メタボ、低栄養、骨粗鬆症 

13 健康教育の実際 スポーツと食事に重点をおいた健康づくりの意義と方法  スポーツ食育 

14 健康づくりの実際 市町村及び民間企業での健康づくり事業のケーススタディ 

15 試験 まとめと学期末試験の実施 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 60％ 提出物 30％、平常点 10％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

運 動 生 理 学  

[Exercise Physiology] 
単位数 ２ 

担当教員名 玉 木 啓 一  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

生理学的な知識を基本として、健康のための運動、スポーツ競技力の向上について、理解し指導

できる能力を養うことを目標とする。 

授業の概要 

運動中の生体内現象を、神経系・筋系ならびにエネルギー供給に関連した生理学的観点から解説

する。また、体力向上の生理学的基礎について、トレーニングによる身体適応の変化を生理学的に

明らかにしていく。 

学生へのメッセージ 教科書は指定しないが、配布資料は毎時間すべて持参すること。 

教科書及び 

参考図書等 

参考書：コーチと選手のためのスポーツ生理学 フォックス 大修館書店 

参考書：スポーツ生理学 青木・佐藤・村岡編著 市村出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 筋の構造と機能 筋の構造、筋収縮のメカニズム、筋収縮の様式 

2 神経の興奮と運動 神経の興奮、神経と運動、神経の発達とトレーニング 

3 エネルギー代謝 1 筋収縮のエネルギー、筋収縮のエネルギーとスポーツ 

4 エネルギー代謝 2 運動のエネルギー消費量、運動強度とエネルギー代謝、酸素負債 

5 呼吸器 呼吸と酸素、スポーツと酸素毒 

6 循環器 ポーツと心臓、運動と血圧、脳血管疾患、心臓病 

7 内分泌 運動とホルモン、生活習慣病とホルモン 

8 発育発達 発育期とスポーツ 

9 加齢とスポーツ スポーツと老化 

10 女性とスポーツ 妊娠とスポーツ 

11 環境と運動 様々な環境下での身体活動 

12 体力向上の生理学 体力の分類と体力要素 

13 トレーニング理論 トレーニングの原理、原則、トレーナビリティ 

14 トレーニング方法 各体力要素に合わせたトレーニング方法 

15 まとめ・試験 全体の総括と評価 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験９０％、平常点及び提出物など１０％。理由のない遅刻・欠席は減点。 

 



授業科目名 

[英文名] 

健 康 の 心 理 学  

[Health Psychology] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 井 英 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

健康は単に病んでいない状態ではなく、より積極的に、よりよく生きることと捉える。しかし、健康とは多様

な切り口を持つものであるため、ある意味では非常に主観的概念でもある。ここでは一人ひとりが自己理解を

深めること、他者との円滑な関係を得ること、現実生活の中でのよりよい適応を図ることを目指す。 

授業の概要 
自己理解と心の問題に対する知識を深めるために、具体的事例の中からの考察や、時には心理学

的な手法を使ってのワークを試みる。毎回何らかの作業を用意している。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 

教科書は特に使用しない。適宜資料及びプリント配布する。 

参考書： [健康心理学] 島井哲志編、[自分さがしの心理学] 川瀬正裕他編 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 よりよく生きるために 健康なパーソナリティとは 

2 自己を見つめる（その１） ライフサイクルを知る 

3 自己を見つめる（その２） 行動のそこにあるもの 

4 自己を見つめる（その３） 性格の理解（１） 

5 自己を見つめる（その４） 性格の理解（２） 

6 自己を見つめる（その５） 人間関係のあり方 

7 心の問題（その１） 生きがい －獲得と喪失－ 

8 心の問題（その２） 性格の改善 －対人関係の調整－ 

9 心の問題（その３） 悩みー家族、友人、異性に対しての悩みー 

10 心の問題（その４） ストレスとストレスマネジメント 

11 心の問題（その５） 不安とメンタルマネジメント 

12 援助の方法（その１） 行動療法を中心とした心理療法 

13 援助の方法（その２） 精神分析法を中心とした心理療法 

14 援助の方法（その３） その他の心理療法 

15 まとめ・期末テスト  

成績評価の 

めやすと方法 
試験６０％、平常点（提出物など）４０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

健 康 管 理 論  

[Health Care Theory] 
単位数 ２ 

担当教員名 田 中 忍  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

健康管理に関する基礎知識を習得し、自身の生活に役立てるだけでなく、周囲に応用できる基盤

を作る。 

授業の概要 

健康の概念（健康の定義、集団の健康度、健康阻害要因、疾病予防の考え方等）、国民の健康水

準（寿命、死亡の原因、傷病の状況、健康水準の国際比較等）、健康増進施策（健康増進の考え方、

健康増進の三原則）、国民の健康づくり（第一次・二次・三次国民健康づくり対策、老人保健事業

等）に関する幅広い知識を習得する。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 
参考図書：健康運動実践指導者 養成テキスト 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 授業計画 授業計画の説明 

2 健康の概念（１） 健康の定義 

3 健康の概念（２） 健康の追求、健康管理 

4 健康の概念（３） 集団における健康度、健康阻害要因 

5 健康の概念（４） 疾病予防の考え方 

6 人口統計 国勢調査の概要、主な人口指標、わが国の人口特性 

7 保健統計指標 人口動態統計、平均寿命、傷病統計、その他の保健統計 

8 健康づくり（１） 健康づくりとは 

9 健康づくり（２） 健康づくり施策（第一次・第二次・第三次国民健康づくり対策） 

10 健康づくり（３） 健康づくりの推進体制（組織・マンパワー） 

11 健康づくり（４） 運動関連施策（健康づくりのための運動基準・指針、休養・睡眠指針） 

12 健康づくり（５） 健康増進法（概要、国・都道府県・市町村の役割、受動喫煙の防止） 

13 健康づくり（６） 特定健診・特定保健指導、「健やか生活習慣国民運動」 

14 まとめ 健康の定義から健康づくりの課題までの総括。 

15 試験 学期末試験（持ち込み無しの筆記試験）。 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点（40%、授業態度等）、筆記試問（60%、基礎的な専門知識の確認等） 

 



授業科目名 

[英文名] 

解 剖 生 理 学  

[Anatomy and Physiology] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 林 臻  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

栄養学を正しく理解するために必要な人体のかたち（解剖学）とはたらき（生理学）

の基本的な知識を習得する。 

授業の概要 
講義が主体であるが、必要に応じて視聴覚的教材および資料等を活用し、病態科学・

臨床栄養学の基本となる知識を習得させる。 

学生へのメッセージ 次回の講義の内容をしっかり予習しておくこと。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：境 章『新訂 目で見るからだのメカニズム』（医学書院） 
参考書：安藤幸夫監修「人体の不思議」（ナツメ社） 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 人体の概観 人体の各部分の名前と関連用語 

2 細胞・組織・器官 細胞についての理解、組織や器官の種類 

3 骨と関節 主な骨や関節の名前、関節の働き 

4 筋 主な筋の種類と働き、筋収縮と代謝 

5 感覚 感覚器の種類、伝達神経と中枢のつながり 

6 神経系 中枢神経と抹消神経、体性神経と自律神経 

7 内分泌系 内分泌による体の調節、内分泌臓器の位置と構造 

8 循環器系 血管系とリンパ系、体循環と肺循環など 

9 血液 血液のでき方と種類、血液の種類とそのはたらき 

10 呼吸 酸素・二酸化炭素の摂取と排泄、気管支と肺の働き 

11 消化・呼吸 消化器官の名前と働き、消化腺とその作用 

12 泌尿器系 腎臓の構造、尿の生成、水と電解質の排泄 

13 免疫とアレルギー 白血球の種類と働き、免疫グロブリン、免疫とアレルギー 

14 生殖と発生 生殖器の構造とその働き、遺伝とＤＮＡ、ＡＲＴやＩＰＳ細胞など近年のトピックスについて

15 試験 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験（70％）、平常点（30％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 学 総 論  

[Basic Nutrition] 
単位数 ２ 

担当教員名 永 島 伸 浩 ・ 岡 﨑 英 規  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（到達目標）栄養に関わる諸問題につて対処できる能力を養う。 

（テーマ）栄養学の基礎知識の取得。 

授業の概要 
本講義は食質の面や栄養素の生体での働きについて現代科学に即した内容で展開する。

キーワード：evidence-based nutrition、 分子生物学 

学生へのメッセージ 栄養士に必要な基礎知識である。しっかりと学習して欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 栄養とは何か 栄養についての考え方、栄養学の歴史 

2 消化器系の形態と機能（1） 消化管の形態と機能、付属消化器の形態と機能 

3 消化器系の形態と機能（2） 各栄養素の消化吸収 

4 炭水化物の化学と機能(1) 糖質の化学的性質、グルコースの酸化とエネルギー産生、血糖調節 

5 炭水化物の化学と機能(2) グリコーゲン代謝、糖新生、食物繊維の化学的性質と機能 

6 脂質の化学と機能(1) 脂質の化学的性質、脂質の体内運搬、脂肪酸の酸化と合成 

7 脂質の化学と機能(2) コレステロールの代謝、多価不飽和脂肪酸の機能、エイコサノイドの機能 

8 タンパク質の化学と機能（1） タンパク質の化学的性質、タンパク質の機能 

9 タンパク質の化学と機能（2） タンパク質の合成と分解、タンパク質の栄養価 

10 ミネラルの働き(1) ミネラルの成分と一般的機能の概要、常量元素の機能と摂取基準 

11 ミネラルの働き(2) 微量元素の機能と摂取基準 

12 ビタミンの働き(1) ビタミンの定義と分類、脂溶性ビタミンの働き 

13 ビタミンの働き(2) 水溶性ビタミンの働き 

14 エネルギー代謝 生体の利用エネルギー、エネルギー代謝の測定 

15 まとめ 栄養学総論の総括 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 １００％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 品 学  

[Food Science] 
単位数 ２ 

担当教員名 茗 荷 尚 史  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本講義は個々の食品成分に着目して、食品全体を理解することに主眼を置く。適宜、高等学校ま

でに学習した内容の復習と食品成分表の扱いについても触れ、栄養士としての専門知識の基礎を磐

石にする。 

授業の概要 

健康な生活を論ずる上で、エネルギーは食品から得ていることを考えれば、食品に関する基本的

な知識を得ることは必須である。本講義では食品各成分の栄養特性について学ぶとともに、最近の

知見を取り入れながら、健康な生活を食品とのかかわりの中で考える。 

学生へのメッセージ 
栄養士として必要な知識の基礎となる科目の一つなので、その日に学習した知識を定着させるた

めに自宅で復習するくらいの心構えで臨んで欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 

教 科 書：食べ物と健康 －食品の栄養成分と加工－ 國﨑直道 編著  同文書院 

参考図書：イラスト食品学総論 種村安子他 著  東京教学社 

          食べ物と健康 食品学・食品機能学・食品加工学 長澤治子 編著  医歯薬出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 人間と食品 1.食物連鎖 2.食品と栄養 3.食糧と環境問題 4.食品の分類 

2 
食品の栄養素と成分表 

(その 1)水 
1.水の構造と性質 2.水の存在状態 3.水分活性 

3 
食品の栄養素と成分表 

(その 2)炭水化物 
1.生体内での役割 2.構造 3.分類 

4 
食品の栄養素と成分表 

(その 3)脂質 
1.生体内での役割 2.構造と分類 3.食品中の主要脂質 4.脂肪酸の分解と合成 

5 
食品の栄養素と成分表 

(その 4)タンパク質 
1.構成成分 2.構造 3.等電点 4.アミノ酸と味 5.栄養素としてのタンパク質 

6 
食品の栄養素と成分表 

(その 5)ビタミン その 1 
1.定義 2.脂溶性ビタミン 

7 
食品の栄養素と成分表 

(その 6)ビタミン その 2 
1.水溶性ビタミン 2.その他ビタミン様物質 

8 
食品の栄養素と成分表 

(その 7)無機質 その 1 
1.主要無機質 

9 
食品の栄養素と成分表 

(その 8)無機質 その 2 
1.主要無機質(続き) 2.その他人体に必要な微量無機質 

10 
食品の栄養素と成分表 

(その 9)食物繊維  
1.定義および目標摂取量 2.効果 3.食品添加物としての使用基準 

11 
食品の嗜好成分 

(その 1) 
1.色素 2.香気成分 

12 
食品の嗜好成分 

(その 2) 
1.呈味成分 2.毒性成分 

13 食品の変化 1.褐変反応 2.でんぷんの反応 3.油脂の反応 4.食品の物性 

14 食品の機能性 1.強調表示 2.保健機能食品 3.特別用途食品 4.栄養補助食品 

15 まとめ・期末試験 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点(発言、態度等) 30％、試験 70％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

競 技 の ス ポ ー ツ 栄 養 学  

[Sports Nutrition for Athlete] 
単位数 ２ 

担当教員名 堀 川 昭 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 
競技特性やトレーニング、食環境などに応じた効果的な食事内容や摂取方法がアドバイスできる。

授業の概要 

競技のスポーツを行う上で大切なコンディション維持のために必要な栄養・食事の重要性につい

て学習する。また、栄養不良による疾病予防と種目特性やトレーニング状況に応じた具体的、実践

的な栄養・食事のとり方について学ぶ。  

キーワード  アスリート、栄養サポート 

学生へのメッセージ 
授業時に配布するプリントが多いので、欠席は少なめに。競技選手やサポート経験のある関連ス

タッフによる特別講義を通して、スポーツ現場への理解を深めましょう 

教科書及び 

参考図書等 

公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト⑨「スポートと栄養」財団法人日本体育協会  

参考図書：「スポーツ栄養の科学的基礎」杏林書院、「アスリートのための栄養・食事ガイド」第一出版

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 競技スポーツと食生活 競技スポーツと食事・栄養の意義、スポーツにおける栄養の役割と関係する栄養素

2 トレーニング期の食事 ① スポーツ選手の身体活動とエネルギー、トレーニングとエネルギー消費量 

3 トレーニング期の食事 ② 競技特性とエネルギー摂取量、トレーニング期の食事 

4 競技特性別の食事 ① 糖質の摂取と持久力の関係、グリコーゲンローディング 

5 競技特性別の食事 ② たんぱく質の摂取と筋肉づくりについて、効果的な摂取タイミング 

6 遠征、合宿時の食事 合宿、遠征時の食事のポイント、摂取タイミング 

7 試合期の食事・栄養 試合前、試合中、試合後の食事と水分補給のポイント、摂取タイミング 

8 アスリートの抱える問題と食事 ① 競技スポーツと貧血、摂食障害、骨粗鬆症 

9 アスリートの抱える問題と食事 ② 競技スポーツとウエイトコントロール、増量 

10 環境とアスリートの食事・栄養 ① 暑熱環境下での食事・栄養と水分補給 

11 環境とアスリートの食事・栄養 ② 寒冷環境下および低気圧環境下での食事・栄養について 

12 サプリメントについて サプリメントの種類、効果的な利用方法、摂取上の注意点 

13 スポーツ選手の栄養教育 アスリートに対する栄養教育の基礎と具体的な食事支援の方法 

14 栄養サポートの実際 現場での栄養サポートのケーススタディと実践のポイント 

15 まとめと試験 まとめと試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 60％、提出物 30％、平常点 10％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

運 動 ス ポ ー ツ 基 礎 理 論  

[Basic Theory of Physical Exercise and Sport] 
単位数 ２ 

担当教員名 杉 山 仁 志  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

成人を対象とする社会体育指導者として必要な知識を、運動・スポーツ指導に関連

付けて学習する。 

授業の概要 
社会体育指導者として、必須の項目を扱い、テーマに応じた授業を行う。又、競技

指導者として必要な知識を学習する。 

学生へのメッセージ 運動・スポーツの指導において、基礎となる部分なので、確実に習得してほしい。 

教科書及び 

参考図書等 

参考書：フィットネス Q&A 宮下充正編（南江堂） 

健康運動実戦指導者用テキスト （財 ）健康・体力づくり事業財団 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 授業概要を説明する。 

2 各運動の基礎知識（1） トレーニング理論１ 

3 各運動の基礎知識（2） トレーニング理論２ 

4 各運動の基礎知識（3） トレーニング理論３ 

5 各運動の基礎知識（4） 運動指導法１ 

6 各運動の基礎知識（5） 運動指導法２ 

7 各運動の基礎知識（6） 運動指導法３ 

8 各運動の基礎知識（7） 運動指導法４（競技指導を含む） 

9 各運動の基礎知識（8） 運動指導法５（競技指導を含む） 

10 各運動の基礎知識（9） ジョギング・ウォ－キング指導法 

11 各運動の基礎知識（10） 水泳・水中運動指導法 

12 各運動の基礎知識（11） エアロビックダンス指導法 

13 各運動の基礎知識（12） マシーントレーニング理論１ 

14 各運動の基礎知識（13） マシーントレーニング理論２ 

15 まとめ・期末試験 運動指導法のまとめ・試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 ９０％、 平常点 １０％、 

 



授業科目名 

[英文名] 

運 動 処 方 論  

[Exercise Prescription] 
単位数 ２ 

担当教員名 玉 木 啓 一  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

ライフスタイルを改善し生活習慣病を予防するために不可欠な運動を、安全で効果的にしかも楽

しく継続させるために必要な体力医科学的運動処方理論に、行動科学的な理論を加味することで、

より実践的な手法として日常生活に応用できる能力とその具体的な方法を習得させる。 

授業の概要 

運動処方総論（運動処方の基本。運動の効果等）、健康チェックシステム（オリエンテーション、メディカ

ルチェック、形態・体力測定、総合判定等）、運動処方箋作成基準（処方タイプ、運動種目・強度等）、運動

処方箋・プログラム（健常・肥満・有疾患者用、施設・家庭・職場用）に関する幅広い知識を習得させる。 

学生へのメッセージ 配布資料は、毎回、必ず持参すること。 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 授業計画 授業計画の説明。 

2 運動処方総論（１） 運動処方とは。運動の効果。 

3 運動処方総論（２） 運動をバックアップする条件。 

4 運動処方総論（３） 運動処方の基本的考え方（運動処方の３条件）。 

5 運動処方総論（４） 運動処方の基本的考え方（運動処方の６原則）。 

6 運動処方総論（５） 運動処方の基本的考え方（運動処方の６要素）。 

7 健康チェックシステム（１） アンケート調査。関係スタッフ。被検者に対する心配り。 

8 健康チェックシステム（２） オリエンテーション（インフォームドチョイス）。メディカルチェック。 

9 健康チェックシステム（３） 形態・体力測定。メディカルチェック。 

10 健康チェックシステム（４） 特別体力テスト。総合健康・体力判定。カウンセリング。 

11 体力レベルの判定基準 体格指数、肥満度。体力レベル。最大酸素摂取量の推定。 

12 運動処方箋作成基準 処方タイプと優先順位。体力要素の組み合わせ。運動種目・強度などの選択。 

13 運動処方箋・プログラム 健常・肥満・有疾患者用。高・中体力レベル者用。施設・家庭・職場用。 

14 まとめ 運動処方箋・プログラム作成のための理論に関する総括。 

15 試験 学期末試験（持ち込み無しの筆記試験）。 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験（９０％）  平常点（１０％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論  

[Recreation] 
単位数 ２ 

担当教員名 福 島 邦 男  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

レクリエーションの基本原理と意義を理解し、レクリエーション支援の理念とその必要性、支援

者の役割について学びます。 

授業の概要 

レクリエーションが必要とされてきた歴史・社会的な背景について学び、生活における生きがい

づくりとしてのレク支援活動を理解します。ホスピタリティトレーニングやアイスブレーキングに

ついて知識を深め、障害形態別のレクについても学ぶことで、豊かな人生を築くために必要な知識

を身につけます。 

学生へのメッセージ 
 本授業はレクリエーションインストラクター、障害者スポーツ初級指導員、ピアヘルパー資格

取得のための必修科目となっています。 

教科書及び 

参考図書等 

参考図書  レクリエーション支援の基礎，（財）日本レクリエーション協会． 

その他   必要に応じて資料を配付します 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 レクリエーションとは 授業概要 用語の定義とレクリエーションの基礎理論 

2 レクとレジャー 労働と遊び、レジャーとレクリエーションについて 

3 労働・余暇・レク レクリエーション・余暇の現状と課題 余暇と自由時間 

4 レクリエーション運動 1 レクリエーション運動の歴史と概念 砂場づくり運動から興亜厚生大会 

5 レクリエーション運動 2 戦後のレクリエーションの変遷と制度 

6 レクリエーション支援 レクリエーション支援者の目標と理念について 

7 日常生活とレク ライフスタイルとレクリエーション並びにホスピタリティトレーニングについて 

8 障害とレクリエーション1 障害者スポーツとノーマライゼーションについて 

9 障害とレクリエーション2 障害者のスポーツ大会について 

10 市区町村のとりくみ 少子高齢社会におけるレクリエーション協会と市民参加の活動につて 

11 レクリエーション組織 レクリエーション運動を支える組織とレクリエーション行事について 

12 集団と個人 集団を介して個人にアプローチする事業を中心にして 

13 レクと環境問題 身近な生活環境の問題と世代間問題について 

14 レクの事故と責任 シーズンスポーツの事例を中心として 

15 まとめ この講義で取り上げたレクリエーション理論のまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 30％、毎回のミニレポート 70％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 心 理 学  

[Sport Psychology] 
単位数 2 

担当教員名 山 村 伸  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

スポーツ心理学の基礎的な知識を理解し、スポーツ場面において起こる様々な問題点を心理的

な側面から考えることができるようになる。また、それらをプレイヤーとしてあるいは指導者の

立場から実際のスポーツ現場に生かす態度を身につける。 

授業の概要 
講義形式で行い、スポーツにおいて心理的要因がどのように影響を及ぼすかを実際の事例や科

学的な根拠を基に学習していく。 

学生へのメッセージ 
解らない箇所はどんどん質問するようにして下さい。「聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥」 

但し、私語は厳重に注意します。 

教科書及び 

参考図書等 

「スポーツ心理学の世界」杉原隆・船越正康・工藤孝幾・中込四郎編著 福村出版 
「運動心理学入門」松田岩男・杉原隆編著 大修館書店 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
ガイダンス 

スポーツ心理学とは？ 
評価に関する説明、これから学習する領域についての説明 

2 運動とパーソナリティ 運動の好き嫌い、一流選手のパーソナリティを学習する 

3 あがり・不安 あがりや不安に対する対処法・予防法について学習する 

4 心理テスト１ 心理テストを行い自分自身の性格の傾向を知る 

5 
スポーツ傷害における 

心理サポート 
怪我発生後の心理的変容のメカニズムを学習する 

6 
スポーツ選手の 

バーンアウト 
バーンアウトの症状、その対処法・予防法について学習する 

7 動機づけ 動機の種類、やる気を高める指導法について学習する 

8 運動学習１ 運動の制御について学習する 

9 運動学習２ 運動の制御について学習する 

10 集中力 注意の集中及びそのモデルについて学習する 

11 心理テスト２ 心理テストを行い自分自身の性格の傾向を知る 

12 
スポーツ集団の形成と 

人間関係１ 
チームワーク、リーダーシップについて学習する 

13 
スポーツ集団の形成と 

人間関係２ 
チームワーク、リーダーシップについて学習する 

14 
スポーツ 

カウンセリング 
カウンセリングに関する知識・手法について学習する 

15 試験  

成績評価の 

めやすと方法 
2/3 以上出席した学生のみを評価の対象とする。受講態度（20％）期末テスト（80％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 社 会 学  

[Sports sociology] 
単位数 ２ 

担当教員名  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

スポーツの指導者を目指すものとして必要な知識の中で、特に本授業は社会的文化的概念を 

中心にスポーツを理解することを目指す。 

授業の概要 

スポーツと社会の関わりを理解するため、スポーツの歴史的変遷から生活や文化の中でスポー

ツがどのように変化して来たかを理解し、様々な社会的要因がスポーツに影響を与えるなかで 

スポーツ指導者に必要とされる知識を習得する。 

学生へのメッセージ スポーツの指導者を目指す学生の受講を希望する。 

教科書及び 

参考図書等 
公認スポーツ指導者養成テキスト 共通科目Ⅰ、Ⅱ 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 スポーツの概念 スポーツとは何かを理解する。 

2 スポーツの歴史（1） 古代ギリシャ・ローマ時代のスポーツについて理解する。 

3 スポーツの歴史（2） 中世ヨーロッパのスポーツについて理解する。 

4 スポーツの歴史（3） 近代イギリスにおけるスポーツと教育について理解する。 

5 現代のスポーツ 歴史的変遷をへて現代スポーツを理解する。 

6 スポーツ文化（1） 文化について理解する。 

7 スポーツ文化（2） スポーツの文化的特性について理解する。 

8 スポーツ文化（3） スポーツ文化の内容について理解する。 

9 スポーツ文化（4） スポーツ文化から発生した価値（フェアプレイ）について理解する。 

10 社会とスポーツ（1） 現代社会とスポーツについて理解する。 

11 社会とスポーツ（2） 政治とスポーツの関わりについて理解する。 

12 社会とスポーツ（3） 経済とスポーツの関わりについて理解する。 

13 社会とスポーツ（4） 教育とスポーツの関わりについて理解する。 

14 スポーツ指導者 現代社会で必要とされているスポーツ指導者について理解する。 

15 まとめ 期末試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 ８０％  平常点 ２０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 経 営 学  

[Sports Management] 
単位数 ２ 

担当教員名 太 田 あ や 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

健康、フィットネス、スポーツ、体育の管理運営に関する現状を把握し、当該業界のモノ、  

サービス、人、金、情報の流れを分析し、経営学的な側面を理解する。 

授業の概要 
業界を「フィットネス・スポーツ産業」、「公共スポーツ施設の管理運営」、「スポーツマーケ  

ティング」の３分野を中心に扱う。 

学生へのメッセージ 
スポーツの仕事を通して社会の仕組みを理解していく授業であり、自らの進路や社会生活と結

びつけた積極的な取り組みが望まれる。 

教科書及び 

参考図書等 
公認スポーツ指導者テキスト（財）日本体育協会 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 授業計画、スポーツ経営学の対象領域とその意味 

2 フィットネス業界(1) 産業の概要と現況を把握し、産業界発展の社会・経済的背景 

3 フィットネス業界(2) プログラムのデザインと施設機器の管理 

4 フィットネス業界(3) 営業システム 

5 フィットネス業界(4) 人材と資格、組織運営 

6 公共のスポーツ経営(1) 公共フィットネス・スポーツ経営の概要とその役割。 

7 公共のスポーツ経営(2) 公的機関の行政の施策 

8 公共のスポーツ経営(3) 学校体育の経営管理 

9 スポーツマーケティング(1) マーケティングミックスの４Pプロダクト（製品）開発 

10 スポーツマーケティング(2) プロダクト（製品）開発 

11 スポーツマーケティング(3) プライス（価格）の意味と決定の理論 

12 スポーツマーケティング(4) プレイス（流通）の意味と決定の理論 

13 スポーツマーケティング(5) プロモーション（販売促進）の意味と決定の理論 

14 スポーツマーケティング(6) スポーツマネジメントの事例 

15 試験・まとめ 筆記試験・まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 70％、平常点 30％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 行 政 論  

[Public Administration of Sports] 
単位数 ２ 

担当教員名 太 田 あ や 子   

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

国のスポーツ行政について、「スポーツ振興法」、「スポーツ振興基本計画」を中心に学び、公共性

にもとづくスポーツのあり方を考える。 

授業の概要 

「スポーツ振興基本計画」を中心とした「競技スポーツの振興」、「総合型地域スポーツクラブ」、

「子どもの体力低下」の 3項目への国取り組みを、事例を用いて学習する。アシスタントマネジャー

として総合型地域スポーツクラブで活動できる基礎知識を扱う。 

学生へのメッセージ 
スポーツリーダーや公認スポーツ指導者をめざすための授業である。スポーツ活動を支える公共の

制度を理解し、アシスタントマネジャー資格にも挑戦できる。レポート課題が３テーマ以上課せられる。

教科書及び 

参考図書等 
公認スポーツ指導者テキスト（財）日本体育協会 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 授業計画の確認、スポーツ行政論の対象領域とその意味 

2 スポーツ行政の組織 スポーツ行政組織や機構制度 

3 スポーツ振興施策(1) スポーツ振興法等関係法令 

4 スポーツ振興施策(2) スポーツ振興基本計画 

5 スポーツ団体の育成 国、(財)日本体育協会の育成事業 

6 地域におけるスポーツ振興 地域における方策と行政の役割、都道府県体育協会の役割 

7 総合型地域スポーツクラブ(1) 総合型地域スポーツクラブの機能と役割 

8 総合型地域スポーツクラブ(2) 総合型地域スポーツクラブ事例 

9 地域スポーツ指導者育成(1) 指導者の役割と育成システム 

10 地域スポーツ指導者育成(2) クラブマネジャーの役割と育成システム 

11 競技力向上の指導者の役割(1) 競技チームのマネジメント（スポーツマンシップ） 

12 競技力向上の指導者の役割(2) 競技集団のマネジメント、集団組織の構造論 

13 市町村のスポーツ行政 地域のスポーツ施策の現状と課題 

14 スポーツの事故と法 指導者の法的責任、(財)日本体育協会の倫理規定、セクシュアルハラスメント 

15 クラブ運営のまとめ レポート作成の方法、情報収集 

成績評価の 

めやすと方法 
レポート 70％、平常点 30％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 指 導 論  

[Sports Instruction Method] 
単位数 ２ 

担当教員名 川 合 武 司 ・ 河 合 一 武  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 
スポーツ指導を目指す者にとって、実際の場で役立ち、活かせるように授業を進めていく。

授業の概要 
１、各種スポーツの持つ特性、スポーツ指導法等について学ぶ。 

２、スポーツ指導に関する映像を観て、感想文を書いてもらう。 

学生へのメッセージ 向上心を持つ。 

教科書及び 

参考図書等 
参考 公認スポーツ指導者養成テキスト 共通科目 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 授業計画 授業計画の概要 

2 スポーツの現状 日本と諸海外とのスポーツシステムの比較 

3 スポーツ指導者とは スポーツ指導者に望まれる資質 

4 指導者の心構え よき指導者となるためには 

5 各年齢層のスポーツ 各年齢層におけるスポーツ指導者の要点 

6 競技者育成プログラム 長期的な視野にたった競技者の育成 

7 指導計画のたて方 スポーツ指導計画の立案と実際 

8 スポーツと安全管理 スポーツ活動と安全管理、施設用具の点検 

9 対象別スポーツ指導 中高年者とスポーツ、障害者とスポーツ 

10 プレイヤーと指導者 望ましいプレイヤーと指導者の関係 

11 ミーティングの方法 ミーティングの必要性と方法 

12 競技者育成と評価 評価の必要性、評価の方法 

13 競技者育成システム 競技者育成システムにおける指導計画 

14 スポーツの原点 スポーツの原点から現在へ、まとめ 

15 試験 学期末試験 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験 ５０％、レポート ２０％、平常点 ３０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 医 学  

[Sport Medicine] 
単位数 ２ 

担当教員名 丸 山 正 董 ・ 田 中 忍  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 
スポーツ傷害の予防、対応 

授業の概要 

スポーツは現代社会において、人々の健康を維持・向上する上で必要であるとの認

識が高く、生活習慣病等の疾病対策にも応用されている。しかし、反面、スポーツ傷

害も存在する。指導者として、現場での救急対策、いろいろな疾患に対するスポーツ

等基礎的知識をおさめる。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 

参考図書：スポーツ指導者のためのスポーツ医学 
     スポーツ医学研修ハンドブック 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
スポーツ医学について

心肺機能の概略 

一次救命救急処置について 

呼吸・循環・ヘモグロビンの役割・栄養 

2 運動とメディカルチェック 内科系  その基礎と考え方 

3 心疾患と運動 
中高年の運動  心疾患のためのメディカルチェック 

心疾患とリハビリテーション 

4 生活習慣病と運動 肥満症、高脂血症、糖尿病、高血圧とは  運動療法・栄養療法 

5 発育期のスポーツ医学 発育期のスポーツ活動と意義  発育期のスポーツ外傷と障害 

6 特殊環境のスポーツ医学 高所対策・高圧対策・熱さ対策 

7 特殊環境のスポーツ医学 特殊環境のスポーツ医学、低温対策、貧血・蛋白尿等の運動処方 

8 運動とメディカルチェック 整形外科的スポーツ障害予防の観点から 

9 
スポーツ外傷・障害 

の統計的観察 
スポーツ外傷・障害の統計的観察 

10 運動と外傷Ⅰ 疲労性スポーツ障害 

11 運動と外傷Ⅱ 骨・関節の外傷 

12 運動と外傷Ⅲ 軟部組織の外傷 

13 
運動療法と 

リハビリテーション 
メディカルリハビリテーションとアスレチックリハビリテーション 

14 まとめ 特に重要テーマをおさらい 

15  まとめ・期末試験 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点（30%）、授業態度（10%）、筆記試問（60%、基礎的な専門知識の確認等） 

 



授業科目名 

[英文名] 

野 外 活 動 論  

[Outdoor Activity] 
単位数 ２ 

担当教員名 福 島 邦 男  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

今日、価値観の多様化や直接体験の減少等が指摘され、生きる力が重要視されて来ている中に

あって、野外活動の重要性が高まってきています。ここでは、野外活動の理論的背景を中心に理解

を深め、自己や環境に対する興味、関心を高めます。 

授業の概要 

 この授業では野外活動を安全に楽しむために必要な基礎的知識や指導法について学習していき

ます。さらに、組織キャンプを中心に、野外での危険予知や危険回避の具体的方法についても学習

することで、いろいろな野外活動にチャレンジできる知識を身につけます。 

学生へのメッセージ 
 自然の中での活動に少しでも興味があるのであれば、是非受講して下さい。 

 なお本授業はキャンプインストラクター資格取得のための必修科目となっています。 

教科書及び 

参考図書等 

参考図書 野外活動 その考え方と実際，日本野外教育研究会編，杏林書院． 

     キャンプテキスト 日本野外教育研究会編，杏林書院． 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 野外活動とは 1 授業概要 用語の定義と「屋外」スポーツとの違いについて 

2 人間と自然 自然とのかかわり 野外活動の目的と意義について 

3 さまざまな野外活動 野外で親しまれる、さまざまな活動について 

4 野外活動の基礎知識 1 野外活動のルールとマナー 環境への配慮について 

5 野外活動の基礎知識 2 野外活動の健康への効果について 

6 野外活動の基礎知識 3 地図の種類と読図について 

7 野外活動の基礎知識 4 ロープワークの理論と実際 

8 野外活動とキャンプ キャンプの意義と目的、その歴史について 

9 組織キャンプ 1 教育キャンプについて民間団体の活動や環境教育をとりあげる 

10 組織キャンプ 2 キャンプにおけるコミュニケーションスキル 

11 指導者の役割と機能 キャンプを中心にした、野外活動における指導者の役割 

12 野外活動の安全管理 1 水辺活動中の事故を事例として 

13 野外活動の安全管理 2 登山活動やキャンプ中の事故を事例として 

14 野外活動の安全管理 3 冬季の活動を事例として 

15 野外活動とは 2 この講義で取り上げた内容のまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 30％、毎回のミニレポート 70％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

生 化 学  

[Biochemistry] 
単位数 ２ 

担当教員名 岡 﨑 英 規  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 正常な人体の仕組みを、遺伝子レベル、細胞レベルについて理解する。 

 栄養指導のために重要な基礎知識として、摂った食べ物は体内でどうなるのか、絶えず体内で

起こっている様々な物質の合成や分解について、恒常性の維持について理解する。 

授業の概要 

 全ての生物は細胞から成り立ち、その細胞の中では、さまざまなドラマが生まれている。 

 この様な数々のドラマが集約されて私たちは「生きて」いる。 

 生化学ではこの数々のドラマについて理解する。 

学生へのメッセージ 
 管理栄養士国家試験において難関となる科目である。 

 管理栄養士国家試験対策にも対応した内容であることを念頭に置いて欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：NEXT 生化学  講談社サイエンティフィク 

参考図書：イラストでまなぶ生化学 医学書院 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 人体の成り立ち 細胞の基本構造と機能 

2 タンパク質の化学 タンパク質・アミノ酸の化学的特徴（構造、種類および性質） 

3 タンパク質の代謝 タンパク質・アミノ酸の合成や分解 

4 酵素 酵素のはたらきや化学的特徴、補酵素 

5 糖質の化学 糖質の化学的特徴（構造、種類および性質） 

6 糖質の代謝 1 ブドウ糖がエネルギーになるまで（解糖系、TCA サイクル、電子伝達系） 

7 糖質の代謝 2 糖質の合成や分解（グリコーゲンの合成と分解、ペントースリン酸回路） 

8 脂質の化学 脂質の化学的特徴（構造、種類および性質） 

9 脂質の代謝 脂質（中性脂肪、脂肪酸、コレステロール）の合成と分解 

10 エネルギー代謝 生体エネルギー、各代謝経路のつながり 

11 ビタミンとミネラル ビタミン、ミネラルの種類とはたらき、欠乏症や過剰症 

12 核酸の化学 核酸の化学的特徴と代謝、遺伝の仕組み 

13 ホルモンの化学 ホルモンの特徴とはたらき 

14 免疫の化学 身体を守る防衛反応とアレルギー 

15 まとめ 生化学のまとめ 

成績評価の 
めやすと方法 

試験 １００％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 学 各 論  

[Nutrition in life Stage] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 河 原 佳 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（到達目標）妊娠期から高齢期までの身体的・生理的特徴に見合った栄養のありかたを理解する。

（テーマ）成長・発達・加齢と栄養 

授業の概要 
妊娠期から高齢期の身体的・生理的な変化を知り、そのライフステージや環境下の特徴を理解し、

適性な栄養ケアのありかたについて学ぶ。 

学生へのメッセージ 栄養士として的確な栄養指導を行なうために科学的根拠に基づいた知識を身につけてほしい。 

教科書及び 

参考図書等 
教科書：日本人の食事摂取基準 2010 年版 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 
栄養マネジメント 

発育・発達・加齢変化 

栄養マネジメント 

エイジングと食にまつわる機能変化 

2 妊娠期の栄養 妊娠の成り立ち・維持 妊娠期の病態・疾患と栄養ケアのありかた 

3 授乳期の栄養 授乳期の女性の生理的特徴と栄養ケアのありかた 

4 乳児期の栄養 乳児の生理的特徴と栄養ケアのありかた 

5 幼児期の栄養 幼児期の特性と栄養ケアのありかた 

6 学童期の栄養 学童期の特性と栄養ケアのありかた 

7 思春期の栄養 思春期の特性と栄養ケアのありかた 

8 成人期の栄養 生活習慣と生活習慣病 

9 閉経期（更年期）の栄養 身体の変化と栄養ケアのありかた 

10 高齢期の栄養 高齢期の生理的特徴と栄養ケアのありかた 

11 運動・スポーツと栄養 健康増進と運動と栄養補給 

12 特殊環境下の栄養 高温・低温・高圧・低圧環境下での生理的特徴と栄養 

13 ストレス ストレス 生体リズムについて 

14 休養と睡眠 睡眠 休養について 

15 まとめ まとめ 栄養のトピックス 

成績評価の 

めやすと方法 
期末試験 60％ 小テスト 20％（毎回） 授業態度 20％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

病態科学（臨床栄養学、病理学を含む） 

[Condition Science(including Pathology and clinical Nutrition)] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 林 臻 ・ 石 井 正 紀  

授業の方法 講 義 

授業の到達目標 

及びテーマ 

解剖生理学、生化学で学んだ正常な人体の形態と機能にどのような歪みが起こり病気

になるのかを、病理学、病態生化学の見地をもとに理解し、併せて歪みを正常に戻す

ための基本的な臨床栄養学の知識と方法を体得する。 

授業の概要 
講義を中心に進めるが予習を徹底させて、複雑な内容については復習を兼ねて課題を

課す。 

学生へのメッセージ 理解を深めるために必要に応じて資料も用意するので、必ず目を通すこと。 

教科書及び 

参考図書等 

教 科 書：後藤昌義・瀧下修一『新しい臨床栄養学』（改訂五版） 
参考書等：図書館に揃えてある専門書や関係書籍 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 日本人に多い疾病と死因 死因統計（人口動態統計）・患者調査など 

2 生活習慣病 成人病との関係、種類 

3 動脈硬化 病変の組織学的異常、成因、判定基準、危険因子、合併症 

4 虚血性心疾患 狭心症・心筋梗塞・その病理・判定基準、危険因子、合併症 

5 脳血管障害 脳梗塞・脳内出血・クモ膜下出血・その病理、病理、判定基準、危険因子、合併症 

6 高血圧症 一時性・二次性後血圧、その成因、判定基準、危険因子、合併症 

7 肥満とやせ 成因、判定基準、危険因子、合併症、代謝症候群（内臓脂肪肥満） 

8 糖尿病 成因、判定基準、危険因子、合併症、糖尿病性昏睡と代謝異常 

9 高脂血症 リポタンパクの異常、成因、判定基準、危険因子、合併症 

10 高尿酸血症 代謝異常と通風発作・尿路結石、その成因、判定基準、危険因子、合併症 

11 アミノ酸代謝異常症 先天性代謝異常の種類と病態 

12 血球の異常 貧血（鉄・ビタミンＢ12・葉酸欠乏、溶血・造血障害）、凝固異常、白血病 

13 炎症・腫瘍・免疫 

炎症：臨床（感染・急性・慢性炎症）、病理（変質性・滲出性・増殖性炎症）感染疫病 

病理：（良性・悪性、浸潤と転移、異型度・分化度・悪性度、進行度と病理）、腫瘍免疫 

免疫：免疫病（アレルギー（Ⅰ～Ⅳ方と食物アレルギー）、自己免疫（膠原病） 

14 
吸収排泄臓器の疾患 

消化器、腎、呼吸器 

消化器：消化性潰瘍、炎症性腸疾患、肝炎・肝硬変、膵炎など 

腎：糸状体腎炎、ネフローゼ症候群 

呼吸器：肺炎、閉塞性肺疾患・拘束性肺疾患など 

15 まとめ・筆記試験  

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験（70％）、平常点（30％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

臨 床 栄 養 学  

[Clinical Nutrition ] 
単位数 ２ 

担当教員名  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

増加する生活習慣病の予防と改善を実践できる栄養士としての専門知識を身に付けることを

目標とする。 

授業の概要 

さまざまな疾患、病態の成因進展治癒に、栄養学がどのようにかかわっているか、疾患、病態

に対してどのような栄養ケアが必要か 生活習慣病を中心に学びます。 

キーワード ： メタボリックシンドローム 糖尿病 肥満 脂質異常症 高血圧 腎臓病 

学生へのメッセージ 病態科学で学んだことが必要です。しっかり復習しておきましょう。 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 臨床栄養学とは 治療の一環としての栄養療法 栄養管理 疾病と検査 

2．

3・4 
代謝疾患と栄養 

代謝疾患の診断、治療、栄養・食事療法について 

糖尿病 肥満 痛風  

5． 

6 
消化器疾患と栄養 

消化器疾患の診断、治療、栄養・食事療法について  

胃炎 消化性潰瘍 肝炎 脂肪肝 肝硬変 胆石 胆のう炎 膵炎 炎症性腸疾患

7．

8・9 
循環器疾患 

循環器疾患の診断、治療、栄養・食事療法について  

高血圧 脂質異常症虚血性心疾患 心不全 脳血管障害 メタボリックシンドローム

10 血液疾患 貧血の診断、治療、栄養・食事療法について 

11．

12 
腎臓疾患 

腎臓疾患の診断、治療、栄養・食事療法について 

慢性腎臓病 腎炎 腎不全 ネフローゼ症候群 透析 糖尿病性腎症  

13 その他の疾患 アレルギー疾患 骨粗しょう症 呼吸器疾患 内分泌疾患 小児疾患  

14 栄養補給方法 薬剤 栄養補給方法 術前術後について   薬と食物の相互作用  

15 まとめ・試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験 ８０％、 授業態度等 平常点 ２０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

公 衆 栄 養 学  

[Public Health Nutrition] 
単位数 ２ 

担当教員名  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

個人や集団の健康の保持・増進を目的とする公衆栄養活動について総合的な理解を深め、栄養士

として公衆栄養活動に必要な基本的な力をつける。 

授業の概要 

公衆栄養の概念、公衆栄養活動について、健康・栄養の現状と課題と公衆栄養プログラム、健康・

栄養行政を中心に学ぶ。 キーワード：栄養士、健康日本 21、国民健康・栄養調査、食糧需給表、

人口と食糧、健康増進法、栄養士法、日本人の食事摂取基準 

学生へのメッセージ 栄養士として実践力修得のため、他授業で身に付けた知識もどんどん使い学習しましょう。 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1.2 公衆栄養学の概念 
公衆栄養学とは 

公衆栄養活動の歴史 

3.4 公衆栄養プログラム 

公衆栄養マネジメント 

公衆栄養アセスメント 

公衆栄養プログラムの計画と実施および評価 

5.6.7 公衆栄養の現状と課題 

わが国の食生活の変遷 

国民健康・栄養調査  

わが国の健康・栄養問題の現状と課題について  

8.9. 

10.11.12 
わが国の栄養政策 

栄養士・管理栄養士制度 

関連法規 

健康日本 21 

中間評価 

栄養・健康指導のためのガイドラインについて  

13 日本人の食事摂取基準 日本人の食事摂取基準の概念と活用について 

14 
諸外国の健康・ 

栄養政策 

世界の健康・栄養問題の現状と課題 

人口と食料・栄養問題 

15 まとめ・試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験 ８０％、 平常点 ２０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

応 用 食 品 学 ( 食 品 加 工 学 を 含 む )  

[Applied Food Science] 
単位数 ２ 

担当教員名 茗 荷 尚 史  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本講義では個々の食材に着目して、食品全体を理解することに主眼を置く。各食材の概要、品質

の鑑別、栄養特性、加工や調理などを系統的に学ぶことにより、各食品の特徴、季節、栄養バラン

ス、嗜好性、経済性等を加味した食品選択を可能にする。 

授業の概要 

食品の種類は非常に多く、現在食品成分表に記載されたものだけでも 1000 品目以上、さらに世界各地よ

り食材や加工品が入り、その種類は増加しつづけている。また魚類の中には稚魚から成魚になるときに名称

が変化したり、地方により呼称が異なるものもある。野菜・果実などは年々改良されている。本講義ではこ

れら詳細を食材ごとに解説するとともに、近年増えつづけているバイオ食品についても概説する。 

学生へのメッセージ 
本講義では一部の時間を使って、各種資格試験の対策講座を行う。隔週でレポート課題を課す

ので、日頃から学習したことをまとめる習慣を身につけて欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 

教 科 書：食品学Ⅰ・Ⅱ(第 2版) 菅原龍幸・福澤芙喜男 編著  建帛社 
食品の官能評価・鑑別演習(第 3版) (社)日本フードスペシャリスト協会 編  建帛社 

参考図書：食品学各論 加藤保子 編  南江社、食品加工学 露木英男・田島 眞 編  共立出版 
     分子栄養学 金本龍平 編  化学同人 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
食品の貯蔵・加工 

による変化 
1.褐変反応 2.ミオグロビンの変化 3.クロロフィルの変化 

2 穀類と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 

3 イモ類、豆類と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.機能性 

4 
種実類、野菜類 

と加工品 
1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.機能性 

5 果実類と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.機能性 

6 キノコ類、藻類 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.機能性 

7 肉類と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.機能性 

8 乳、卵と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.乳加工品と殺菌法 4.鶏卵の構造 5.機能性 

9 魚介類と加工品 1.種類と性状 2.成分と栄養価 3.加工品 4.鮮度判定 5.機能性 

10 油脂食品 1.種類と性状 2.食用油脂の製造工程 3.油脂の酸化 4.加工品 5.機能性 

11 
甘味料、調味料、 

香辛料、嗜好飲料 
1.種類と特性 2.成分 3.機能性 

12 微生物利用食品 1.発酵乳製品 2.漬け物 3.みそ、しょう油 4.アルコール飲料 5.食酢 6.納豆 

13 
新しい加工法 

による食品 
1.レトルトパウチ食品 2.超高圧処理食品 3.凍結乾燥食品 4.コピー食品 

14 バイオ食品 
1.遺伝子工学を用いたバイオ食品 2.発生工学を用いたバイオ食品 

3.バイオリアクターを利用したバイオ食品 

15 まとめ・期末試験 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点(発言、態度等) 25%、 レポート 25%、 試験 50% 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 品 衛 生 学  

[Food Hygiene] 
単位数 ２ 

担当教員名 岡 﨑 英 規  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 食中毒予防のために、食品の取り扱いだけでなく食に関わる全ての環境に対して衛生的な配慮が

できるように幅広い知識を身につける。 

授業の概要 

 食品はヒトの生命を維持し、健康の保持、増進に欠かせないものであるが、ときには健康障害を

引き起こし生命を脅かす原因となることもある。食中毒を起こさない、または被害に遭わない様、

飲食に関わる有害なものや国の施策について解説する。 

学生へのメッセージ 
 栄養士の仕事として、従業員への衛生指導がある。しっかりと指導できるように学習して欲しい。

 また、栄養士の就職試験では必ず出題される分野であると思い、集中して授業に取り組むこと。

教科書及び 

参考図書等 

教科書：食品衛生学 ー食の安全性ー   学文社 

参考図書：食中毒予防必携 第２版  日本食品衛生協会 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 食品衛生とは 食品衛生の重要性、食品衛生行政の概要 

2 食品衛生と微生物 微生物について、生育条件、汚染指標細菌 

3 食品の変質とその防止 腐敗とその判定、食品の変質防止方法 

4 食中毒について 食中毒の定義、発生状況、年内変動の周期性 

5 細菌性食中毒各論 1 
食中毒菌の特徴と予防方法 

（サルモネラ、病原大腸菌、カンピロバクター、腸炎ビブリオ、NAG ビブリオ） 

6 細菌性食中毒各論 2 
食中毒菌の特徴と予防方法 

（ブドウ球菌、ウエルシュ菌、セレウス菌、ボツリヌス菌、リステリア、ノロウイルス）

7 自然毒食中毒 自然毒食中毒の特徴と予防方法 

8 化学物質食中毒 有害化学物質による食品汚染の特徴と過去の事例 

9 食中毒のまとめ 細菌性食中毒、自然毒食中毒、化学物質食中毒のまとめ 

10 
食品による感染症 

人畜共通感染症 
経口感染症や人畜共通感染症の特徴と予防方法 

11 寄生虫症 おもな寄生虫症の特徴と予防方法 

12 食品添加物１ 食品添加物の分類、用途、規格基準 

13 食品添加物２ 食品添加物の安全性と毒性試験、毒性の指標 

14 食品衛生管理 HACCP（危害分析重要管理点）、マスターテーブル法 

15 
器具・容器包装 

まとめ 

食品に使用される器具や容器包装の素材と衛生 

まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 １００％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

公 衆 衛 生 学  

[Public Health] 
単位数 ２ 

担当教員名 岡 﨑 英 規  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

生態系の中の人間について考え、社会や環境の変化が健康に与える影響を理解する。 

疫学の基礎知識を身につけ、科学的根拠（エビデンス）に基づく保健対策について理解する。 

授業の概要 

公衆衛生学は、人々の疾病予防、健康の保持増進をはかるため、国や自治体など組織的な取り

組みにより推進していくことを目的としている。衛生行政、衛生統計について解説し、日本の保健

衛生を世界各国と比較し、現在と将来の公衆衛生上の問題を認識させる。 

学生へのメッセージ 
［公衆衛生学］は、管理栄養士国家試験において「社会・環境と健康」の一部である。 

［健康管理論］および［社会福祉概論］とも関連づけて学んでもらいたい。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：社会・環境と健康 改訂第３版 南江堂 

参考図書：国民衛生の動向 厚生統計協会 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 健康と公衆衛生 健康の定義、公衆衛生の定義と目標 

2 環境と健康１ 生態系の中の人間生活、環境汚染と健康 

3 環境と健康２ 環境衛生（大気汚染、上下水道、居住・衣服環境） 

4 統計資料１ 保健統計の概要、人口静態統計、人口動態統計 

5 統計資料２ 生命表、疾病統計、その他の保健統計 

6 疫学１ 疫学の概念、疫学の指標と方法 

7 疫学２ バイアスと交絡、スクリーニング、ＥＢＭ、リスクアナリシス 

8 主要疾患の疫学１ 生活習慣病の概念、がん、循環器疾患（脳血管疾患、虚血性心疾患） 

9 主要疾患の疫学２ 代謝疾患（肥満、糖尿病、脂質異常症）、骨・歯科疾患 

10 感染症予防、精神保健 感染症、精神疾患、自殺 

11 母子保健 母子保健の目的や活動 

12 産業保健 労働災害、労働安全衛生、ＴＨＰ 

13 学校保健 学校保健の目的や活動、児童生徒の健康 

14 国際保健、衛生法規 国際保健の意義、機関、活動、栄養関連法規、一般衛生法規 

15 まとめ 公衆衛生活動のまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 １００％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 指 導 論 １  

[Nutrition Education 1] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 河 原 佳 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（達成目標）栄養指導に必要なアセスメントの方法や指導方法の習得 

（テーマ）栄養指導に必要な基礎知識を系統的に学ぶ 

授業の概要 
個人・集団・地域での栄養指導に必要な基本的役割を知り、指導の意義を明確にし、栄養指導に

必要な基礎知識を系統的学ぶと共にアセスメントの方法や指導方法について身につける   

学生へのメッセージ 授業はしっかりノートを取り、復習をすること 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：新版 栄養教育論 岡崎光子編集 光生館 

参考書：新ビジュアル食品成分表 ・ 日本人の食事摂取基準 ２０１０年版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 栄養指導の概念 栄養指導の意義・目的・必要性を学ぶ。望ましい“食生活”の考え方を学ぶ 

2 栄養指導の沿革 栄養指導の歴史、食生活を取りまく環境と食事の実態を知る 

3 栄養指導の現状と展望 
歴史的な栄養政策をふまえ、栄養政策の取り組みやこれからの食生活のあり方、問題、関連

法規について学ぶ 

4 栄養マネジメント 栄養マネジメントの概要。意義・目的について学ぶ 

5 アセスメントの方法 栄養アセスメントの方法。食生活・栄養などの諸調査について学ぶ 

6 食行動変容と栄養指導 食生活の規制している因子などについて学び、食に対する食行動変容とその技法について 

7 栄養指導計画の立案（１） 計画の基本的考え方、計画の目標設定 

8 栄養指導計画の立案（２） カリキュラム立案   

9 栄養指導計画の立案（３） 栄養教育方法と学習形態 

10 栄養指導計画の立案（４） 教材・媒体の活用の意義、種類などについて学ぶ 

11 カウンセリングと栄養教育 指導者と被指導者の関係。カウンセリング技法について 

12 栄養指導の実施 対象者に合わせた指導 教育の連帯 

13 栄養教育の評価（１） 評価の基本的な考え方、評価方法 

14 栄養教育の評価（２） 栄養状態の判定、指導方法の評価 

15 まとめ・期末テスト まとめ・期末テスト 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験 ６０％、小テス（毎回） ３０％、授業態度 １０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

給 食 管 理  

[Institutional Food Service Management] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 板 由 美 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

給食管理は病院・学校・事業所・福祉施設において、栄養管理された食事を計画的、継続的に

供与するためのあり方を考究する教科である。給食計画論、給食実務論に沿って栄養教育を進めて、

必要な基礎知識、技術を学ぶ。 

授業の概要 
給食の意義と沿革を理解し、給食業務を行うために必要な食事計画や、給食提供に関する知識と

技術を学習する。 

学生へのメッセージ 他の科目と関連付けながら給食管理について学ぶこと。 

教科書及び 

参考図書等 
給食経営管理・運営論   藤沢良知(編著) 同文書院 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 給食計画論１ 給食管理の目的・技能・管理業務の進め方 

2 給食計画論２ 集団給食における組織の成り立ちと運営管理の実際 

3 給食計画論３ 給食業務における法規と行政体系 

4 給食計画論４ 集団給食における栄養管理の意義と目的・方法 

5 給食実務論１ 購買管理の目的・購入計画・方法 

6 給食実務論２ 衛生・安全管理の目的(HACCP・食中毒) 

7 給食実務論３ 作業管理の意義・大量調理の特徴 

8 給食実務論４ 集団給食における調理計画・調理操作 

9 給食実務論５ 集団給食における栄養計算 

10    〃   〃 

11 給食実務論６ 集団給食における献立作成 

12    〃   〃 

13    〃 コンピュータを活用しての栄養士業務 

14 給食実務論７ ライフサイクルにおける各集団給食施設の重要性について 

15 まとめ 総まとめと試験対策 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 70％  平常点 30％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

調 理 学  

[Cookery Science] 
単位数 ２ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

調理の目的（衛生的に安全で栄養効率を高め、嗜好性を向上させること）を前提に人間が  

食物を摂取する最終段階としての調理を学習する。 

授業の概要 

食品から食物へ作り上げていく過程を中心に食品のこれらの過程での変化、日本と国外の 

食文化、献立の考え方、調理操作方法、人間と嗜好など解説する。 

キーワード：味覚、食文化、献立・供食、調理操作、食品の調理性、調理環境 

学生へのメッセージ テキストに頼るだけでなく、現在の食の問題点に前向きに勉強していく姿勢を持つこと。 

教科書及び 

参考図書等 
時代とともに歩む新しい調理学 川端・永島他共著 学建書院 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 調理学序論 調理学で扱う範囲。調理と食文化の概要など。 

2 食事設計（献立・供食論） 食事設計の考え方、献立・供食、食文化などからみた食事について考える。 

3 美味論（1） 食物のおいしさとその要因、味覚の相互作用など。 

4 美味論（2） おいしさの評価法：理化学的検査法（食品物性）、官能検査法など。 

5 調理システム（1） 調理操作論。調理操作の意義、非加熱調理操作、加熱調理操作、調味操作など。 

6 調理システム（2） 調理システム（厨房設備、真空低温調理クックチルドシステム）。 

7 調理システム（3） 調理機器、調理用計器・非加熱用器具・加熱用器具・食器。容器など。 

8 食材の調理機能（1） 調理機能論、植物性食品の調理機能（穀類）など。 

9 食材の調理機能（2） 植物性食品の調理機能（豆類、いも類、野菜類、果実類）など。 

10 食材の調理機能（3） 動物性食品の調理機能（食肉・魚介・卵・乳類）など。 

11 食材の調理機能（4） 抽出食品素材の調理機能（でん粉・油脂・ゼラチン・寒天）など。 

12 食材の調理機能（5） 調味料・香辛料の調理機能。調味料の役割と種類など。 

13 調理環境論（1） 調理環境とは？調理行動からみた食生活の特徴、食情報など。 

14 調理環境論（2） 外食産業（内食・中食・外食）、エコクッキング、調理と衛生。 

15 まとめ 管理栄養士国家試験対策などの解説。 

成績評価の 

めやすと方法 
試験(筆記)80％、平常態度等 20％で採点します。試験時に資料の持ち込みは不可。 

 



授業科目名 

[英文名] 

生 化 学 実 験  

[Experimental Biochemistry] 
単位数 １ 

担当教員名 堀 川 昭 子  

授業の方法 実 験  

授業の到達目標 

及びテーマ 

中和や分析など基礎的な実験を通じて、物事を科学的に捉える基礎を養う。 

栄養管理に関係する栄養素と疾病やからだの関係について理解を深める。 

授業の概要 

体内で起こっている様々な現象を、実験上で再現し、からだの働きを理解してもらう為、 

三大栄養素に関する消化や代謝に関する実験を身近な食品を通じて行う。 

キーワード  酵素、消化、代謝 

学生へのメッセージ 積極的に実験に参加し、実験結果が何を意味しているかを考えてみること。 

教科書及び 

参考図書等 

生化学実験ノート 堀川、浅香著 

参考図書：NEXT 生化学（講談社サイエンティフィック）、栄養科学イラストレテッド生化学（羊土社） 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 生化学実験における諸注意、実験の基礎、濃度計算の基礎 

2 酸と塩基-１ 酸・塩基の意味、そして中和の意味を知ろう ～代表的な酸と塩基を使って中和反応～ 

3 酸と塩基-２ スッパイ！！の秘密  ～果汁を使った中和反応～ 

4 定量分析の基本 分光光度計を使って、量・反応関係を観察しよう ～分析実験の基礎を学ぶ～ 

5 酵素の実験-１ 基質特異性って何？  ～補酵素の有無とブドウ糖代謝に関わる酵素反応～ 

6 酵素の実験-２ pＨ依存性って何？  ～ｐH とブドウ糖の代謝に関わる酵素反応～ 

7 酵素の実験-３ 温度依存性って何？  ～温度とブドウ糖代謝に関わる酵素反応～ 

8 糖質の実験-１ でんぷんを食べるとどうなる？？①  ～炭水化物の種類と消化～  

9 糖質の実験-２ でんぷんを食べるとどうなる？？②  ～消化酵素の違いと消化～ 

10 たんぱく質、脂質の実験１ 卵の白身 食べるとどうなる？ ～タンパク質の基本的性質について～ 

11 たんぱく質、脂質の実験２ ヨーグルトの秘密       ～タンパク質と消化酵素の働き ～ 

12 たんぱく質、脂質の実験３ 卵の黄身 食べるとどうなる？ ～脂質の種類と消化酵素の働き～ 

13 たんぱく質、脂質の実験４ 牛乳とサラダ油の違い     ～ 脂質の種類、乳化と消化 ～ 

14 まとめとテスト対策 これまでの実験の総まとめとテスト対策 

15 試験 レポート回答、筆記・実技試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験（筆記 60％ 実技 20％） 提出物 10％ 平常点 10％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

解 剖 生 理 学 実 験  

[Experimental Physiology and Anatomy] 
単位数 １ 

担当教員名 小 髙 鐵 男  

授業の方法 ＰＰＴ講義・実験・レポート類 

授業の到達目標 

及びテーマ 

講義では体験できない「人体の不思議」の一端を、「解剖生理学実験」を通して学習する。なお、

体験実験には、諸君自身の身体を使用するため安全な方法を用いる。また、「顕微鏡」を使用して、

生物のミクロの世界とその構造からくる機能（働き）との相互関係を理解する。 

授業の概要 

「解剖生理学」は、一般的には馴染みが薄い。しかし、解剖生理学は私達が生きている基本を学

ぶ学問である。ここでは、諸君自身の身体および顕微鏡を使用して日常に体験している出来事の一

端（循環器、消化器など）を履修する。Key Words:簡便な生体実験、顕微鏡、循環器系、消化器系

学生へのメッセージ 

実験なので、必ず白衣は着用する。帽子類やサンダルなどは厳禁。筆記用具：定規と鉛筆（ＨＢ以上を

使用）などは持参する。なお当然ながら、ガイダンス（ＰＰＴ）時の私語は厳禁である。 

服装は、下記の実験（４と７）は前腕が、実験（６）は手首と足首が容易に出る服装をする。 

教科書及び 

参考図書等 

「目でみるからだのメカニズム」：境 章著、医学書院（前期講義で使用した教科書） 

他に、PPT の配布プリント、図書館の解剖生理学の単行本など 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 生物と顕微鏡の使用法 身近にある観察試料（紙、葉など）を用いて、顕微鏡の操作方法（検鏡）を履修する。 

2 頬粘膜上皮と唾液小体 頬粘膜上皮の剥離層細胞と唾液小体の検鏡し、その形と由来を学ぶ。 

3 ヨウ素デンプン反応 ヨウ素デンプン反応を利用して、咀嚼と唾液でデンプンの変化を理解する。 

4 反射弓とニ点閾値 様々な反射弓（脳幹反射と脊髄反射）の理解、およびニ点閾値（皮膚感覚）の違いを知る。

5 身長変化と浮腫変化 朝と夜（同日）の身長変化と足の浮腫変化をグラフ化・考察する（事前の自宅検査が必須）。

6 心電図の測定 看護師の指導で各自の心電図と心拍数を測定する（手首と足首が容易に露出する服装）。 

7 血圧と脈拍の測定 看護師の指導で各自の血圧と脈拍数を測定する（前腕が容易に露出する服装）。 

8 味覚の実験 味覚（甘味など）の程度を理解する。また、味覚を補佐する視覚と嗅覚の関係を体験する。

9 胃粘膜の構造と機能 胃粘膜を検鏡し、その構造と胃粘膜の機能（消化）を理解する。 

10 小腸粘膜の構造と機能 小腸粘膜を検鏡し、その構造と小腸粘膜の機能（消化と吸収）を理解する。 

11 肝臓の構造と機能 肝臓を検鏡し、その構造と肝機能（三大栄養素の代謝、胆汁生産など）を理解する。 

12 膵臓の構造と機能 膵臓を検鏡し、外分泌（膵液）と内分泌（ランゲルハンス島）の機能を理解する。 

13 血液塗抹標本の観察 ヘマトクリット値（赤血球、白血球、血小板）を理解する。また血液塗抹標本を検鏡する。

14 白血球の分類と機能 血液塗抹標本で白血球を検鏡して、分類・比率を調べ、それらの働きを理解する。 

15 筆記試験 上記（1～14）の実験を基準にした筆記試験（100 問）。 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点と実験レポート[1/3]、平常点（演習問題と彩色レポート）[1/3]、筆記試験[1/3] 

 



授業科目名 

[英文名] 

運 動 生 理 学 実 習  

[Practice of Exercise Physiology] 
単位数 ２ 

担当教員名 玉 木 啓 一 ・ 山 村  伸 ・ 熊 崎  昌  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

安静および運動中の生理学的変量を実際に測定することによって、運動生理学の知識を実際に

確認することと、その測定方法を体得・理解することを本実習の目的をしている。 

授業の概要 

本科目は実習科目であり、学生諸君が互いに測定者被測定者となり実習を進めていき、健康と

運動について生理学との関連で学んでいく。遅刻には特に厳しく対処し、各実習毎にレポートの

提出を予定している。 

学生へのメッセージ 
1 年生は、前期開講の科目を履修すること。後期開講科目は、最履修者および 2 年生での履修

希望者だけが履修可能とする。 

教科書及び 

参考図書等 

参考書：「身体運動の生理学」猪飼道夫編 杏林書院、「コーチと選手のためのスポーツ生理学」 

フォックス 大修館書店、「スポーツ生理学」青木・佐藤・村岡編著 市村出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 運動生理学的測定の意義 運動生理学の分野の測定意義と、スポーツへの応用について解説する。 

2 生体現象・機器 ヒトにおける生体現象の特徴を解説し、それらを測定する機器等を説明する。 

3 体力測定 文部科学省、新体力テストの測定方法を実習し、そのデータの解釈方法を学ぶ。 

4 安静代謝 ヒトのエネルギー消費量を、酸素摂取量を用いて測定する。 

5 血圧 健康と血圧の関係を学習し、安静時の血圧の測定を実習する。 

6 まとめ１ ここまでの実習とその意義について学習する。 

7 心電図 運動と心臓の働きを学習し、心臓の動きを捉える心電図の実習を行う。 

8 まとめ２ 循環器と健康について学ぶ。 

9 筋電図 運動が筋の働きによって起こることを筋電図の測定によって学習する。 

10 筋パワー 力とパワーの関係をしり、人体のパワー出力について学ぶ。 

11 まとめ３ 筋の動き、力、パワーについてまとめる。 

12 反応時間 反射運動、随意運動について学び、スポーツと反応時間について学ぶ。 

13 心拍数 運動強度の指標としての心拍数を理解し、測定・実習する。 

14 まとめ４ 運動生理学と、健康、スポーツについて学習する。 

15 スポーツと情報 スポーツのための情報収集、活用について考える。 

成績評価の 

めやすと方法 
レポートおよび平常点 １００％  理由のない欠席は減点とする。 

 



授業科目名 

[英文名] 

運 動 処 方 論 学 実 習  

[Practice of Exercise Prescription] 
単位数 ２ 

担当教員名 玉 木 啓 一  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

安静および運動中の生理学的変量を実際に測定することによって、運動生理学の知識を実際に

確認することと、その測定方法を体得・理解することを本実習の目的をしている。 

授業の概要 

本科目は実習科目であり、学生諸君が互いに測定者被測定者となり実習を進めていき、健康と

運動について生理学との関連で学んでいく。遅刻には特に厳しく対処し、各実習毎にレポートの

提出を予定している。 

学生へのメッセージ 
1 年生は、前期開講の科目を履修すること。後期開講科目は、最履修者および 2年生での履修

希望者だけが履修可能とする。 

教科書及び 

参考図書等 

参考書：「身体運動の生理学」猪飼道夫編 杏林書院、「コーチと選手のためのスポーツ生理学」

フォックス 大修館書店、「スポーツ生理学」青木・佐藤・村岡編著 市村出版 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 運動生理学的測定の意義 運動生理学の分野の測定意義と、スポーツへの応用について解説する。 

2 生体現象・機器 ヒトにおける生体現象の特徴を解説し、それらを測定する機器等を説明する。 

3 体力測定 文部科学省、新体力テストの測定方法を実習し、そのデータの解釈方法を学ぶ。 

4 安静代謝 ヒトのエネルギー消費量を、酸素摂取量を用いて測定する。 

5 血圧 健康と血圧の関係を学習し、安静時の血圧の測定を実習する。 

6 まとめ１ ここまでの実習とその意義について学習する。 

7 心電図 運動と心臓の働きを学習し、心臓の動きを捉える心電図の実習を行う。 

8 まとめ２ 循環器と健康について学ぶ。 

9 筋電図 運動が筋の働きによって起こることを筋電図の測定によって学習する。 

10 筋パワー 力とパワーの関係をしり、人体のパワー出力について学ぶ。 

11 まとめ３ 筋の動き、力、パワーについてまとめる。 

12 反応時間 反射運動、随意運動について学び、スポーツと反応時間について学ぶ。 

13 心拍数 運動強度の指標としての心拍数を理解し、測定・実習する。 

14 まとめ４ 運動生理学と、健康、スポーツについて学習する。 

15 スポーツと情報 スポーツのための情報収集、活用について考える。 

成績評価の 

めやすと方法 
レポートおよび平常点 １００％  理由のない欠席は減点とする。 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 学 実 験  

[Experiments of Nutrition] 
単位数 １ 

担当教員名 堀 川 昭 子  

授業の方法 実 験  

授業の到達目標 

及びテーマ 

実験を通じてからだの様々な指標と栄養状態の関連性を理解する。また、身体活動が生体に

及ぼす変化を理解し、栄養士として、身体活動や栄養状態を考慮した献立作成や調理等への応用力

を身につける。 

授業の概要 

環境の変化及び代表的な生化学検査項目と栄養・食事内容との関係について学ぶ。その上で、

学生自身が諸条件下での身体組成や血圧、体温、味覚等の変化を観察し、ヒトの栄養状態を評価

する手法と食品や料理選択のための知識を身につける。 

学生へのメッセージ テーマごとに実験し、結果をまとめて提出するため、積極的に取り組みましょう。 

教科書及び 

参考図書等 
プリント配付  参考図書：栄養学総論教科書、健康のスポーツ栄養学配付物 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 履修に関する注意点と実験の概要説明、栄養素と食品の基礎実験 

2 
摂取エネルギーと 

消費エネルギー 
食事の摂取エネルギーと運動の消費エネルギー評価法 

3 ヒトの栄養状態の評価 栄養状態の評価 体重、ＢＭＩ、腹囲、上腕囲、上腕筋面積、身体組成、体脂肪率 

4 呼吸とエネルギー代謝 基礎代謝量、安静時の呼吸数、血圧、体温 

5 ヒトのからだと栄養状態 尿、血液と栄養状態の関連 

6 ヒトのからだと栄養状態 唾液、汗と栄養状態の関連 

7 ヒトのからだと栄養状態 朝食と血糖値コントロール、生体リズム、ＧＩ 

8 生化学検査と食事 栄養素の基礎実験  糖質、脂質、タンパク質 

9 生化学検査と食事 栄養素の基礎実験  ビタミン、ミネラル  

10 味覚と身体活動 味覚と栄養状態、身体活動の種類、時間と味覚の変化 

11 身体活動と生体変化 安静時と身体活動時の血圧、体温、脈拍、呼吸数、味覚等の変化 

12 身体活動と生体変化 身体活動の種類及び強度と血圧、体温、脈拍、呼吸数、味覚等の変化 

13 ヒトのからだと水分補給 スポーツドリンクの特徴、身体活動レベルと補給成分の関係 

14 水分補給と身体活動 様々な条件下における身体活動時の水分補給 

15 まとめ・試験 実験の総まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 40％、レポート提出 40点、平常点 20％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

臨 床 栄 養 学 実 習  

[Clinical Nutrition Practice] 
単位数 １ 

担当教員名  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

治療の一環としての栄養療法の基本を身につける。各疾患に適した食事づくり・栄養指導ができる

よう既得の知識と実技をいかして実践即応力を身につけることを目的とする。 

授業の概要 

形態別・成分別の栄養管理について順を追って学習します。臨床調理と一般調理の違いを体得する。

キーワード：「エネルギーコントロール食」「たんぱく質コントロール食」「塩分コントロール食」

 「臨床調理」 

学生へのメッセージ 
健康人の食事との違いはどこにあるのか、積極的に参加しましょう。臨床調理実習の際はきちんと

身支度を整えて受講すること。 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 実習の目的と栄養療法を理解する。成分別・形態別栄養管理について、献立作成の基本復習

2 成分別栄養管理（１） 糖尿病食献立作成 

3 成分別栄養管理（２） 肝臓病食献立作成・発注表作成 

4 臨床調理実習（１） 
流動食調理実習 ブレンダー食・自助食器体験 流動食の意義と実際について理解を深める。

常食・軟食(形態別の食事)について理解を深める。 

5 臨床調理実習（２） 糖尿病食調理実習 糖尿病食の意義と実際について理解を深める。 

6 成分別栄養管理（３） 食塩制限食献立作成・発注表作成 

7 臨床調理実習（３） 肝臓病食調理実習 肝臓病食の意義と実際について理解を深める。 

8 成分別栄養管理（４） 鉄欠乏性貧血食献立作成・発注表作成 

9 臨床調理実習（４） 食塩制限食調理実習 食塩制限食の意義と実際について理解を深める。 

10 栄養管理（1） 栄養指導案を考える。（糖尿病） 

11 臨床調理実習（５） 鉄欠乏性貧血食調理実習 鉄欠乏性貧血食の意義と実際について理解を深める。 

12 成分別栄養管理（５） 腎臓病食献立作成 治療用特殊食品の使い方 

13 臨床調理実習（６） 腎臓病食調理実習 腎臓病食の意義と実際について理解を深める。 

14 栄養管理（２） 病院における栄養管理システムとその実際について （外部講師による講義を含む） 

15 まとめと試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験 ５０％、 提出物・実習態度（身支度等含む）５０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 品 学 実 験  

[Experimental Food Science] 
単位数 １ 

担当教員名 茗 荷 尚 史  

授業の方法 実 験  

授業の到達目標 

及びテーマ 

食品の一般成分分析に関する実験を通して、食品学実験の基本操作と基礎知識を習熟し、食品

成分分析の技術を体得するとともに、食品成分表の理解を深める。 

授業の概要 

栄養士が現場で献立作成や栄養指導を行う際、常に食品成分表を参考し、使いこなさなければ

ならない。しかし実際の食品成分表を見ると実に多くの数字が羅列されており、これを自在に活

用するためにはそれらのデータが出された過程および方法を熟知しておく必要がある。そのため

本授業では実験を通して食品成分分析法を学ぶとともに、自らデータを出す体験をする。 

学生へのメッセージ 
各実験の意味をよく理解し、率先して操作に関わる積極性が求められる。なお本授業科目は、評価

に占めるレポート点の比重が大きいため、期限に遅れずにレポートを提出するよう心がけて欲しい。

教科書及び 

参考図書等 

教科書：食品学実験書(第 2版) 藤田修三・山田和彦 編  医歯薬出版 

    食品の官能評価・鑑別演習(第 3版) (社)日本フードスペシャリスト協会  建帛社 

＊単元ごとに詳細を板書する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 食品学実験の概説 1.一般的諸注意 2.実験器具の種類と使用法 3.分析法 

2 
食品中の水分の定量 

 （その 1） 
1.概説 2.常圧加熱乾燥法 3.恒量の求め方 

3 
食品中の水分の定量 

 （その 2） 
1.試料の調製 2.採取 3.定量条件の検討 

4 
食品中の粗灰分の定量 

 （その 1） 
1.概説 2.るつぼの恒量を求める 3.試料の調製 4.試料の灼熱 

5 
食品中の粗灰分の定量 

 （その 2） 
1.恒量を求める 2.計算 3.小麦粉の種類、等級およびその鑑別 

6 
食品中の粗脂肪の定量 

 （その 1) 
1.概説 2.ソックスレー抽出法 3.定量びんの恒量測定 4.脂肪の抽出 

7 
食品中の粗脂肪の定量 

 （その 2） 
1.脂肪の恒量測定 2.計算 

8 
食品成分の分離 

 （その 1） 
1.小麦粉からのデンプンとグルテンの分離 

9 
食品成分の分離 

 （その 2） 
1.グリアジンの分離 2.グルテニンの分離 

10 タンパク定量 1.ローリー法 2.計算 

11 
ポリアクリルアミドゲル 

電気泳動 （その1） 
1.タンパク質の SDS 処理 2.SDS-PAGE 3.染色 

12 
ポリアクリルアミドゲル 

電気泳動 （その2） 
1.脱色 2.分子量の算出 

13 
食品中のビタミンＣ 

の定量 
1.概説 2.インドフェノール滴定法 

14 食品の色、褐変 1.試料採取 2.処理および操作 3.着色状態の確認と定量. 

15 まとめ 学習内容の総括 

成績評価の 

めやすと方法 
日常点(出席、取り組み姿勢、発言) 40％、レポート 60％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

応 用 食 品 学 実 験 (食 品 加 工 学 実 習 を 含 む ) 

[Experimental Applied Food Science] 
単位数 １ 

担当教員名 茗 荷 尚 史  

授業の方法 実 験 ・ 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

食品学や食品加工学に関するより高度な実験・実習を行うことにより、応用力と考察力を養う。

なお、本授業科目では、アルコール発酵や一塩基多型解析を題材にした長期の実験に取り組むこと

により、試薬調製からデータ解析までの一連の流れを体験させ、能動的な実験姿勢も養いたい。 

授業の概要 

食品学実験で習熟した実験の基本操作や基礎知識を発展させて、食品学や食品加工学に関する実

験・実習を行う。内容は、スポーツドリンクを題材にした商品開発体験、細胞融合技術を用いた品

種改良、バイオリアクター技術の応用、パンや人工イクラ作りの実習、DNA 判定、油脂や鶏卵の品

質・鮮度鑑定等多岐にわたる。 

学生へのメッセージ 
各実験の意味をよく理解し、率先して操作に関わる積極性が求められる。なお本授業科目は、評価

に占めるレポート点の比重が大きいため、期限に遅れずにレポートを提出するよう心がけて欲しい。

教科書及び 

参考図書等 

教 科 書：なし ＊単元ごとに詳細を板書し、プリントを配布する(但し単元 14,15 のみ参考図書①,②を使用)。
参考図書: ①食品学実験書(第 2版) 藤田修三・山田和彦 編  医歯薬出版 
     ②食品の官能評価・鑑別演習(第 3版) (社)日本フードスペシャリスト協会  建帛社 

③食品加工実習・実験書 吉田企世子 編  医歯薬出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 応用食品学実験の概説 1.一般的諸注意 2.データ整理とレポート作成 3.実験計画の概説 

2 
自家製スポーツドリンク 

作り 
1.概説 2.作製 3.甘味料・酸味料の官能評価 

3 
食品の細胞組織学的実験

(その1)  

1.食品の組織に関する概説 2.顕微鏡の構造と扱い方 3.プレパラートの作製 

4.塩蔵・糖蔵・酢漬中の変化 5.観察 

4 
食品の細胞組織学的実験

(その2) 

1.プロトプラスト作製法・応用例の概説 2.ナスとアロエのプロトプラスト 

3.細胞融合 4.観察 

5 
簡易バイオリアクター 
システムを用いた 
アルコール生産 (その1) 

1.概説 2.試薬調製 

6 
簡易バイオリアクター 
システムを用いた 
アルコール生産 (その2) 

1.概説 2.固定化酵素の作製 3.人工イクラの作製 

7 
簡易バイオリアクター 
システムを用いた 
アルコール生産 (その3) 

1.アルコール定量 2.アルコール飲料の種類と鑑別 

8 一塩基多型解析 (その1) 1.概説 2.試薬調製 3.DNA 抽出 

9 一塩基多型解析 (その2) 1.概説 2.DNA の定量 3.DNA の純度検定 4.計算 

10 一塩基多型解析 (その3) 1.概説 2.PCR 法によるアルデヒドデヒドロゲナーゼ 2遺伝子の増幅 

11 一塩基多型解析 (その4) 1.概説 2.アガロースゲル電気泳動 3.判定 

12 まとめ・小テスト 一塩基多型解析の総括および筆記試験 

13 
電子レンジを用いた 

パン作り 
1.概説 2.パン生地の調製 3.一次発酵 4.二次発酵 5.焼成 

14 油脂の酸化 1.概説 2.過酸化物価の定量 

15 鶏卵の鮮度判定 1.概説 2.ハウユニット、pH、卵黄係数、気室径、比重の測定 

成績評価の 

めやすと方法 
日常点(出席、小テスト、取り組み姿勢、発言) 40％、レポート 60％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 品 衛 生 学 実 験  

[ Experiments in Food Hygiene ] 
単位数 １ 

担当教員名 岡 﨑 英 規  

授業の方法 実 験  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 

 食品の細菌検査法、鮮度判定や食品添加物の検出法など品質管理の基礎的技術を習得する。 

 

授業の概要 

 食品衛生学で学んだ内容について、実体験により知識を深める。 

 微生物に関する基礎的実験により、普段は見えない微生物がとても身近なものであること、どの

ような特徴があるのか体験する。 

学生へのメッセージ 
実験の内容上、火や酸、アルカリなどの化学薬品を使用する機会が多いため危険が多い。必ず、頭髪の長い

学生は頭髪をまとめ、実験用白衣を着用する事。靴は運動靴とし、サンダルやヒールでの入室は認めない。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：食品衛生学実験ノート 岡﨑、浅香 著 

参考図書：新版 明解食品衛生学実験  三共出版, 衛生試験法・注解2010 日本薬学会編  金原出版 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 
オリエンテーション 

手指の洗浄消毒効果 

食品衛生学実験における諸注意 

集団給食における手指の洗浄消毒効果の大切さを体得させる 

2 
手指の洗浄消毒効果観察 

様々な消毒方法 

手指の洗浄消毒効果について観察をする 

様々な消毒方法や滅菌方法について学習する 

3 細菌観察 グラム染色により細菌の形態に関する知識を高める 

4 食品衛生のビデオ学習 食中毒事例の再現映像により、衛生管理の重要性を認識する 

5 生菌数の測定 市販食品を用いて、衛生指標である生菌数測定法を体得する 

6 加熱温度と生菌数 
50℃から 100℃まで加熱した時の生菌数の変化を観察する 

加熱殺菌の意義と耐熱芽胞の存在について認識する 

7 大腸菌群の測定 食品の衛生指標である大腸菌群の測定方法を体得する 

8 
ブドウ球菌検査 

空中落下細菌検査 

各人のブドウ球菌汚染実態と検査方法を学ぶ 

調理場などの環境衛生指標とされる大気中の細菌について認識する 

9 糞便系大腸菌群検査 食品の衛生指標である糞便系大腸菌群（E.coli）の測定方法を体得する 

10 細菌検査のまとめ これまで行った細菌検査法に関するまとめと補足（講義） 

11 合成着色料検査 1 合成着色料タール色素について市販食品より抽出、分離する 

12 
合成着色料検査 2 

漂白剤の定性実験 

使用されていたタール色素を確認し、表示に誤りがないか確認する 

漂白剤である亜硫酸塩について、簡易検査法を体得する 

13 魚介類の鮮度判定 短時間で結果の出る鮮度判定の検査法（揮発性窒素測定）を体得する 

14 
魚介類のヒスタミン検査 

腸炎ビブリオ検査 

アレルギー様食中毒の原因物質ヒスタミンの検査法を体得する 

市販魚介類を用い、身近に腸炎ビブリオがいることを認識する 

15 
飲料水検査 

まとめ 

水道水の塩素濃度を測定し、安全性の確認方法を体得する 

本実験の総まとめ（講義） 

成績評価の 

めやすと方法 
試験１００％（但し、レポートの提出状況などにより加点、減点する） 

 



授業科目名 

[英文名] 

社 会 福 祉 概 論  

[Outline of Social Welfare] 
単位数 ２ 

担当教員名 種 村 剛  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

社会福祉は私たちの生活のあらゆる側面に密接にかかわっている社会のしくみである。社会福祉

の理念や法律や制度のあり方を学ぶことで、日常生活における社会福祉の役割を理解する。 

授業の概要 
毎回、テーマを定め、板書を用いて要点を整理する。国家試験の過去問をフォロウすることで、

国家試験の対策になるようにする。毎回、小テストを行ない、テーマの理解の確認を行なう。 

学生へのメッセージ しっかり板書をとり、自分なりの「社会福祉ノート」を完成させる。私語を慎むこと。 

教科書及び 

参考図書等 

基礎からの社会福祉編集委員会編、2009『シリーズ・基礎からの社会福祉① 社会福祉概論 

[第２版]』ミネルヴァ書房 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 社会福祉の概念 「福祉」とは何かについて理解し、福祉の理念について学ぶ。 

2 社会福祉の歴史 日本における社会福祉の歩みを理解する。 

3 社会福祉関連法 社会福祉に関係する法律と社会学の基礎について学ぶ 

4 公的扶助 貧困と生活保護制度について学ぶ。 

5 社会保障 社会保障のしくみと種類について学ぶ。 

6 高齢者福祉① 高齢化社会の現状と高齢者福祉について学ぶ。 

7 高齢者福祉② 介護保険法について学ぶ。 

8 少子化対策 少子化社会の現状と対策について学ぶ。 

9 障害者福祉 障害者福祉の現状と課題について理解する。 

10 自殺対策 日本の自殺の現状と対策について考察する。 

11 専門職とその役割 社会福祉の専門職とその役割について学ぶ。 

12 社会福祉援助技術 社会福祉援助技術の概略を理解する。 

13 地域福祉 地域福祉のあり方とＮＰＯについて学ぶ。 

14 まとめ 講義のまとめをおこない、それぞれの分野の関連を理解する。 

15 試験  

成績評価の 

めやすと方法 
毎回行なう小テストの成績（60％）、期末試験（40％）。 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 指 導 論 ２  

[Nutrition Education 2] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 河 原 佳 子  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（達成目標）ライフステージ・ライフスタイル別の特性、栄養上の問題点や指導のポイント等を

知り、指導方法を身につける。 

（テ ー マ）対象者に合わせた指導方法を身につける 

授業の概要 

栄養指導論１を基礎に発展させ、“人”のライフステージ・ライフスタイル別に、それぞれの特

性、栄養上の問題点や指導のポイント等を知り、指導方法を学ぶ。また食環境づくりや交際的動向

についても学ぶ。 

学生へのメッセージ １年次の栄養指導論１および同実習をふまえ、毎回、復習すること 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：新版 栄養教育論 岡崎光子編集 光生館 

参考書：新ビジュアル食品成分表増補版・日本人の食事摂取基準 ２０１０年版 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 オリエンテーション、復習 栄養指導の基礎知識の復習 

2 
ライフステージ別栄養指導

（１） 
妊娠・授乳期の特性と栄養指導 

3 
ライフステージ別栄養指導

（２） 
乳児期の特性と栄養指導 

4 
ライフステージ別栄養指導

（３） 
幼児期の特性と栄養指導 

5 
ライフステージ別栄養指導

（４） 
学童期の特性と栄養指導 

6 
ライフステージ別栄養指導

（５） 
思春期の特性と栄養指導 

7 
ライフステージ別栄養指導

（６） 
成人期の特性と栄養指導 

8 
ライフステージ別栄養指導

（７） 
高齢期の特性と栄養指導 

9 ライフスタイル別栄養指導 単身者や障害者などの特性と栄養指導 

10 食物アレルギーと栄養指導 食物アレルギーの子どもや親への栄養指導と対策方法について 

11 生活習慣病と栄養指導 肥満・メタボリックシンドローム・生活習慣病などの栄養指導 

12 栄養指導と運動、休養 運動・休養指導と栄養指導 

13 食環境と栄養指導 食物へのアクセス、情報へのアクセスと栄養指導 

14 栄養教育と国際的動向 先進国・発展途上国における栄養教育について 

15 まとめ・期末テスト まとめ・期末テスト 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験６０％、小テスト（毎回）３０％、授業態度１０％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 指 導 論 実 習 １  

[Practice in Nutrition Education 1] 
単位数 １ 

担当教員名 小 河 原 佳 子  

授業の方法 実 習 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（達成目標）栄養指導を行なうための必要な知識とテクニックの習得 

（テーマ） 栄養指導に必要な判断力、企画力、実践力、指導力を養う 

授業の概要 

望ましい食生活のあり方を指導するための知識と方法を学ぶ。特に学生自身の食生活実態や栄養

状態等の情報収集、栄養評価を行ない、正しい食事内容について検討する。対象者を想定し、指導

計画作成方法、実施方法、教材作成の方法、およびそれらの評価方法などについて学ぶ。 

学生へのメッセージ 授業の積極的な参加と授業態度、レポートの提出などを重視する。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：新版 栄養教育論 岡崎光子編集 光生館  改定 栄養教育論実習書 岡崎光子編集 光生館 

参考書：新ビジュアル食品成分表  ・ 日本人の食事摂取基準 ２０１０年版   

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 栄養教育方法の基礎実習 オリエンテーション・栄養指導の指導方法を学ぶ 

2 食事実態調査方法 調査方法学ぶ（食事記録，生活活動記録の方法について） 

3 食事評価方法（１） 食事記録の評価方法、栄養価計算と摂取量評価 

4 食事評価方法（２） コンピュータによる栄養評価。食事記録の評価・考察 

5 生活活動調査方法 生活活動記録の消費エネルギー量の評価・考察 

6 情報収集と集計方法 集計方法（統計処理方法を学ぶ。平均値、度数分布表および図、分散標準偏差など） 

7 食事調査基礎実習 食事調査に必要な基礎実習 

8 指導案作成（１） 対象者の特徴把握、目標設定 

9 指導案作成（２） 栄養指導計画の立案 と 中間発表 

10 媒体・教材づくり（１） 指導案に基づく教材（媒体）作成計画 

11 媒体・教材づくり（２） 教材（媒体）作成 

12 献立作成 指導案に沿った献立作成 

13 栄養指導の実施（１） グループ毎の栄養指導実施（ロールプレイング）と評価① 

14 栄養指導の実施（２） グループ毎の栄養指導実施（ロールプレイング）と評価② 

15 評価とまとめ 栄養指導の評価 と まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
レポート等の提出状況とレポートの内容（７０％） 発表内容（１０％） 授業態度（２０％）

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 指 導 論 実 習 ２  

[Practice in Nutrition Education 2] 
単位数 １ 

担当教員名 小 河 原 佳 子  

授業の方法 実 習 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（達成目標）対象者に合った栄養指導計画、実施、評価を行なう能力の習得 

（テーマ） 企画力、管理能力、指導力、判断力、洞察力を養う 

授業の概要 

栄養指導論１・２で学んだ基礎知識（栄養指導の歴史、関係法規、指導計画・実施・評価方法な

ど）また、ライフステージ別や対象特別特性についての知識、栄養場上の問題点や指導のポイント

などを基に、各対象者に合った栄養指導を計画、実施、評価の方法を学ぶ。 

学生へのメッセージ 出席・実習の取り組み態度とレポート提出を重視 

教科書及び 

参考図書等 

教科書：新版 栄養教育論 岡崎光子編集 光生館 改定 栄養教育論実習書 岡崎光子編集  光生館 

参考書：新ビジュアル食品成分表増補版・日本人の食事摂取基準２０１０年版 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 実態把握方法 オリエンテーション・対象者の実態把握方法を学ぶ 

2 
調査方法と問題発見の

方法 
新聞などマスコミから食生活に関する時事問題の読解を試みる 

3 
栄養指導の実施（１） 

（表現方法） 
要点のまとめ方、解説の方法、３分間スピーチの演習 

4 
栄養指導の実施（２） 

（表現方法） 
要点のまとめ方、解説の方法、３分間スピーチの演習と評価 

5 対象者別栄養指導 乳幼児を対象とした献立例とその実習（離乳食と食物アレルギー対応食） 

6 
栄養指導の実施と評価

（１） 
栄養指導情報収集の方法（ディベート実習） 

7 
栄養指導の実施と評価

（２） 
栄養指導情報収集の評価（ディベート実習） 

8 
対象別栄養指導の計画

立案（１） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導計画作成 

9 
対象別栄養指導の計画

立案（２） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導計画作成と献立作成 

10 
対象別栄養指導の計画

立案（３） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導媒体作成 

11 
対象別栄養指導の計画

立案（４） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導計画案の評価 

12 
対象別栄養指導の実施

と評価（１） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導・献立例発表と評価（ロールプレイング）

13 
対象別栄養指導の実施

と評価（２） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導・献立例発表と評価（ロールプレイング）

14 
対象別栄養指導の実施

と評価（３） 
単身者、妊婦、運動選手・幼児・高齢者などの栄養指導・献立例発表と評価（ロールプレイング）

15 栄養指導実施とまとめ 栄養指導及び評価（カウンセリング実習）とまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
レポート等の提出状況及びレポート内容（６０％） 発表内容（２０％） 授業態度（２０％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

給 食 管 理 実 習 １  

[Food Service Management Practical 1] 
単位数 １ 

担当教員名 小 板 由 美 子  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

給食管理で学んだ給食の管理運営の方法と技術を学内の集団給食実習室で具現化させ、基礎的

実務の実習を展開する。 

授業の概要 
給食実習をとおして学生相互が自主的に行動し、作業の役割を各自の責任で機能的に行い、 

給食管理のあり方を体得する。 

学生へのメッセージ 計画・実習・評価まで自主的な態度で臨んでほしい。 

教科書及び 

参考図書等 

給食管理・同実習用献立表(武蔵丘短大) 

食品成分表(実教出版)  献立作成マニュアル(医歯薬出版) 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 オリエンテーション 概要説明・グループ配分・作業分担 

2 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成) 

3 指示献立実習１ 担当者より指示された献立の実施 

4 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成) 

5 指示献立実習２ 担当者より指示された献立の実施 

6 講 義 レポート作成及び反省会 

7 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成)  

8 指示献立実習３ 担当者より指示された献立の実施 

9 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成) 

10 指示献立実習４ 担当者より指示された献立の実施 

11 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成) 

12 指示献立実習５ 担当者より指示された献立の実施 

13 講 義 事前準備(栄養価計算・献立表食材発注日計表・作業工程表の作成) 

14 指示献立実習６ 担当者より指示された献立の実施 

15 まとめ 総まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 50％  平常点 30％  提出物 20％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

給 食 管 理 実 習 ３ ( 校 外 実 習 )  

[Food Service Management Practical 3] 
単位数 １ 

担当教員名 小 板 由 美 子  

授業の方法 校 外 実 習 ( 集 中 )  

授業の到達目標 

及びテーマ 

校外実習は、本学を離れて指定された施設で、所属の責任者の指導により栄養士として  

具備すべき知識や技術全般を習得させることを目的としている。 

授業の概要 
学内で学んだ知識・技術を各自で整理のうえ、この校外実習で実践、応用力を身につける。 

また、社会人としての勤労の精神・責任感・積極性・実践力の大切さを学ぶ。 

学生へのメッセージ 大変貴重な経験です。責任と自覚を持って臨んでください。 

教科書及び 

参考図書等 
校外実習ノート 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 校外実習セミナー 校外実習先の実態と心構え 

2 校外実習事前ガイダンス１ 校外実習の事前準備 

3 校外実習事前ガイダンス２ 校外実習の心構え 

4 校外実習 各実習施設において校外実習 

5  学習内容 

6   ・給食の概要を知る 

7   ・業務の概要を知る 

8   ・現場作業、施設整備及び衛生管理の実際を知る 

9   ・栄養士業務の概要を知る 

10   ・給食の運営・喫食者の意見を知る 

11   ・実習日誌の記録をする 

12   ・グループで課題を設定する 

13   ・感想及び反省 

14   ・レポート作成 

15 校外実習報告会 校外実習終了後、グループごとに研修発表 

成績評価の 

めやすと方法 
実習実施評価 50％  ガイダンス等 30％  提出物 20％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

調 理 学 実 習 １  

[Food Preparation 1] 
単位数 １ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

調理学の理論をもとに体験学習する。調理のブロックダイヤグラムに沿って非加熱・加熱調理

操作を中心に基礎調理技術の習得を目指して実習する。 

授業の概要 

日常の日本料理の献立を中心に非加熱調理操作（切り方など）、加熱調理操作（ゆで方、煮方、

焼方など）の組み立てを実習する。 

キーワード：切り方、だしの取り方、煮物、焼き物、揚げ物など。 

学生へのメッセージ テキストのほかに白衣・帽子・前掛け・包丁セット・試食セットを持参のこと(毎回使用します)。

教科書及び 

参考図書等 

応用自在な調理の基礎（日本料理篇）川端・永島他共著 家政教育社 

新しい調理学 川端・永島他共著 学建書院 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 調理学実習 1総論 
調理学実習の目的、実習時の身支度、調理のブロックダイヤグラム、フローチャートによる

系統的調理の説明、味覚テストなど。 

2 調理と計量 副次的調理操作の中により、計量について学習する。 

3 
包丁法の理論と切り方

の実習 
包丁の種類と用途・扱い方の実際、植物性・動物性食品より数種類選び切り方の実習を行う。

4 調理材料の前処理法の実習 非加熱調理操作(洗う・浸すなど)や加熱調理操作（ゆで方）について実習する。 

5 Unit operation (1) 加熱調理操作のうち、だしの種類と取り方の実際など実習する。 

6 Unit operation (2) 煮方の種類と煮物、調理器具の選び方、調味料の種類と使い方、白米の炊き方など実習する。

7 Unit operation (3) 湿式加熱法：煮方の種類と煮物：その 2 

8 Unit operation (4) 湿式加熱法：蒸し方の種類とポイント、和え方の種類と利用法、調味酢の作り方など学習する。

9 Unit operation (5) 湿式加熱法：蒸し方：その 2 

10 Unit operation (6) 乾式加熱法のうち、焼き方の種類と利用法について学習する。 

11 Unit operation (7) 乾式加熱法：焼き方：その 2 

12 Unit operation (8) 乾式加熱法：揚げ物（炒め物）についての理論と利用法について学習する。 

13 Unit operation (9) 乾式加熱法：揚げ物（炒め物）：その 2 

14 Unit operation (10) 誘電加熱（マイクロ波加熱）についての理論と実習。 

15 まとめ 基礎調理と日本料理のまとめをおこなう。 

成績評価の 

めやすと方法 

単元ごとにレポートの提出があります。学期末にポートフォリオの形式でファイルを提出。

ポートフォリオ 80％、日常の実習態度 20％（身支度、実習準備など）で採点します。 

 



授業科目名 

[英文名] 

調 理 学 実 習 ２  

[Food preparation 2] 
単位数 １ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

前半は日本料理の様式別料理（本膳、茶懐石、会席など）についての理論と実習、後半は世界

三大様式別料理のうち、中国料理について正餐の献立構成に従っての理論と実習を行い、正しい

調理技術の習得と応用献立に発展するように進める。 

授業の概要 

前半は日本料理の供応食の献立構成に沿った実習を行い、まとめで学外において日本料理食卓

作法を実施する。後半は中国料理の供応食（前菜、頭菜、大菜、点心など）、に沿った実習を行い、

まとめで学外において中国料理テーブルマナーを実施する。 

キーワード：本膳、膾、向付け、一汁三菜、中国四大料理、点心など 

学生へのメッセージ テキストのほかに白衣・帽子・前掛け・包丁セット・試食セットを毎回持参のこと。 

教科書及び 

参考図書等 
応用自在な調理の基礎（各日本料理・中国料理篇）川端・永島他著 家政教育社 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
（二）総論・ 

日本① 供応食① 

実習（二）の概要、 

日本料理供応食①：本膳料理の献立構成とこれに基づく料理を実習する。 

2 
日本② 

供応食② 
日本料理供応食②：茶懐石・会席料理の献立構成とこれに基づく料理を実習する。 

3 
日本③ 

供応食③ 
日本料理供応食③：精進料理の献立構成とこれに基づく料理を実習する。 

4 
日本④ 

日常食 
日本料理④：日本料理様式のうち、日常食の献立構成の理論とこれに基づく料理を実習する。

5 
日本⑤ 

学外実習 
日本料理食卓作法を学外において実施する。 

6 
中国① 

総論・湯菜の実習 
中国料理①：中国料理総論（献立構成、器具など）と湯菜の実習。南方系料理の解説。 

7 
中国② 

炒・炸菜の実習 
中国料理②：炒菜・炸菜の理論と献立実習を行う。東方系料理の解説。 

8 
中国③ 

蒸菜の実習 
中国料理③：蒸菜の理論と献立実習を行う。西方系料理の特徴の解説。 

9 
中国④ 

うえい菜・溜菜の実習 1 
中国料理④：うえい菜・溜菜の理論と献立実習を行う。北方系料理の特徴の解説。 

10 
中国⑤ 

うえい菜・溜菜の実習 2 
中国料理⑤：うえい菜・溜菜の実習：その 2 

11 
中国⑥ 

前菜の実習 
中国料理⑥：前菜の理論と献立実習を行う。 

12 
中国⑦ 

小吃・点心の実習1 
中国料理⑦：小吃・点心の種類と献立の中の位置付けの理論と実習を行う。 

13 
中国⑧ 

小吃・点心の実習2 
中国料理⑧：小吃・点心：その 2 

14 
中国⑨ 

学外実習 
中国料理テーブルマナーを学外において実施する。 

15 まとめ 日本・中国料理供応食の特徴と融合、日常食への発展についてまとめをする。 

成績評価の 

めやすと方法 

単元ごとにレポートを提出。学期末にポートフォリオの形式でファイルを提出。 

ポートフォリオ80％、日常の実習態度20％（身支度、実習準備、片付けなど）で採点します。

 



授業科目名 

[英文名] 

調 理 学 実 習 ３  

[Food Preparation 3] 
単位数 １ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

実習（三）では、前半は世界三大様式別料理のうち、西洋料理について、正餐の献立構成に

従っての理論と実習を行う。後半は（一）（ニ）からの応用で和洋中折衷料理の考え方と特別

料理編を行い、正しい調理技術の習得と応用献立に発展するように進める。 

授業の概要 

前半では、西洋料理（フランス）の献立構成（オウドーブル、ポタージュなど）に従って実習を行う。

後半では日本の行事食（おせち料理）や最終で現在の日本の食事様式の中心である和洋中折衷料理に展開

し実習を進める。また、特別料理編として、薬膳料理、イタリア料理など応用実践実習として行う。 

キーワード：フランス料理、ブイヨン、折衷料理、おせち料理。キーワード：食品物性、官能検査、健康料理。

学生へのメッセージ テキスト以外にプリントを多用する。白衣・帽子・前掛け・包丁セット・試食セットは毎回持参のこと。 

教科書及び 

参考図書等 
応用自在な調理の基礎（西洋料理篇・日本料理篇）、プリントなど 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
（三）の総論・ 

西洋① 総論 

実習（三）の総論、 

西洋料理①：献立構成、だしの取り方などの理論と実習を行う。 

2 
西洋② 

フォン・ソースの実習 
西洋料理②：フォンとソースの理論と献立実習を行う。 

3 
西洋③ 

フォン・ソースの実習 2 
西洋料理③：フォンとソースの理論と実習：その 2 

4 
西洋④ 

前菜・卵・魚介料理の実習 
西洋料理④：前菜・鶏卵・魚介料理の分類と利用材料の理論を学び献立実習を行う。 

5 
西洋⑤ 

前菜･卵･魚介料理の実習2 
西洋料理⑤：前菜・鶏卵・魚介料理の理論と実習：その 2 

6 
西洋⑥ 

獣鳥肉料理の実習 
西洋料理⑥：クリスマス用正餐献立、獣鳥肉料理の分類などの理論を学び献立実習を行う。

7 
西洋⑦ 

獣鳥肉料理の実習 2 
西洋料理⑦：獣鳥肉料理の調理法を中心に実習を行う（その 2） 

8 
西洋⑧ 

野菜・菓子・穀物料理の実
西洋料理⑧：野菜・アントルメ・パティスリーなどの料理の理論と献立実習を行う。 

9 
西洋⑨ 

学外実習 
西洋料理テーブルマナーを学外において実施する。 

10 和洋中折衷料理の実習 折衷料理の歴史的展開と生成過程、様式、調理操作、供食別などの理論と献立実習を行う。

11 
特別料理① 

餅の調製 
日本の伝統食である餅についての理論と臼杵・機械で餅を調製し、比較を行う。 

12 
特別料理② 

おせち料理 
｢おせち｣の意味と今昔の違い、おせちの食材と料理の組み方の理論と献立実習を行う。 

13 
特別料理③ 

イタリア料理 

イタリア料理（日本で知られている料理とイタリア本国との違い、献立構成とその実習）

の実習を行う。 

14 
特別料理④ 

薬膳料理 
薬膳料理の理論（陰陽五行説と体質との関係、食材の扱いと調理法など）と実習を行う。

15 まとめ 調理学実習（三）の総括 

成績評価の 

めやすと方法 

単元ごとにレポート提出があります。学期末にポートフォリオの形式でファイルを提出。 

ポートフォリオ 80％、日常の実習態度 20％（身支度、実習準備、片付けなど）で採点します。

 



授業科目名 

[英文名] 

調 理 学 実 習 ４  

[Food Preparation 3] 
単位数 １ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 実 験 お よ び 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

実習４では、前半は実習（一）～（三）で行った食品の調理上での変化や新しい食品開発を踏ま

えた上での調理科学的な事象の探求。後半は応用実践調理学実習とし、健康的な食生活の基盤とな

る調理法や植物・動物性食品の鑑別を行いながら知識を深めることを目標にする。 

授業の概要 

前半では、食品の調理上での特性の把握や食品の鑑別法（食品物性や官能検査）の実験を通じて

行う。後半では、応用実践実習として、テーマごとに健康づくりのための調理実習を行う。 

キーワード：食品物性、官能検査、健康料理。 

学生へのメッセージ テキスト以外にプリントを多用する。白衣・帽子・前掛け・包丁セット・試食セットは毎回持参のこと。 

教科書及び 

参考図書等 

身近な調理の科学実験 長野・永島他共著 地人書館、食品の官能検査・鑑別論 日本フードスペ

シャリスト協会編 建ぱく社など。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 総論・折衷料理 2 実習（三）の総論、折衷料理の現代での受け入れられ方の解説と実習（タルト、和菓子など）

2 調理科学実験① 実験①（調理と計量、食品の色の判定、調理と温度、調理上で発生する香りの生成など）

3 調理科学実験② 実験②（調理と物性：食品の粘度測定、テクスチャー測定、破断測定など） 

4 調理科学実験③ 実験③（食品の官能検査法：配偶法、順位法、評点法の実際と統計解析） 

5 調理科学実験④ 実験④（植物性及び動物性食品の調理上の特性変化：肉の軟化法、魚のK値、加熱による色の変化）

 ６ 応用実戦①・食品鑑別① 後半の実習の説明。課題実習（予め課題のテーマを決め、それに基づいて実習を行う）。 

7 応用実戦②・食品鑑別② 前回の課題実習の総括と課題テーマの例題とその実習 

8 応用実践③・食品鑑別③ 健康づくりのための実習①（食生活指針からみた献立実習） 

9 応用実践④・食品鑑別④ 健康づくりのための実習①（市販の調理済み食品と実際に調理したものとの比較および応用）

10 応用実践⑤・食品鑑別⑤ 健康づくりのための実習②（カレーパウダーと市販カレールウーとの比較） 

11 応用実践⑥・食品鑑別⑥ 健康づくりのための実習③（小麦粉製品（麺）の市販品との比較） 

12 応用実践⑦・食品鑑別⑦ 健康づくりのための実習④（小麦粉製品（パン）・イチゴ加工品の市販品との比較） 

13 応用実践⑧・食品鑑別⑧ 健康づくりのための実習⑤（エコクッキングとしての理論と実習、郷土料理の実習） 

14 応用実践⑨・食品鑑別⑨ 健康づくりのための実習⑥（立食式パーティ等の会場・料理づくりの理論と実習） 

15 まとめ 調理学実習の総括 

成績評価の 

めやすと方法 

単元ごとにレポート提出があります。筆記試験時には、自身で作成したレポートの持ち込みを認めます。

レポート 50％、筆記試験 40％、日常点 10％で採点します。 

 



授業科目名 

[英文名] 

フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト 論  

[Theory of Food Specialist] 
単位数 ２ 

担当教員名 永 島 伸 浩  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

フードスペシャリストの資格について総論的に認識させることを目標とする。現在の世界と日本

を取り巻く食環境の中で、安全で豊かな食生活・食文化を推進する役目を担う立場や生産者（加工

を含む）と消費者の間を取り持つ役割の魅力について学んでいく。 

授業の概要 

食品の品質評価技術、食品のおいしさ、調理と食味、食環境と嗜好、食品の流通と消費、食文化と料

理・心理、フードスペシャリストの将来と展望について述べる。 

キーワード：食の資格、食の企画、食文化、味覚生理学、食の品質管理、フードマイレージ、トレーサビリティー。

学生へのメッセージ 
予習・復習はもとより、新聞・テレビ情報など積極的に取り入れ勉強すること。授業内容は

きちんとノートをとり、キーワードを整理すること。毎回小テストを行う。 

教科書及び 

参考図書等 
フードスペシャリスト論（三訂） 日本フードスペシャリスト協会編 建ぱく社 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 フードスペシャリストとは 食とは何か。専門職の成立。食の専門職の現状。 

2 フードスペシャリストとは フードスペシャリストの概念・業務とその専門性・養成と資格・活躍分野。 

3 おいしさの追求 おいしさの生理・心理・健康・文化。食欲と嗜好性。 

4 食生活の変遷と消費行動 食生活の変遷。戦中・戦後の食糧。食物消費行動の特徴。 

5 食の消費現場と食産業 食の消費現場。食生活を供給する内食・外食産業。食品産業。 

6 食品の品質規格 食べ物の品質とは。食品の品質規格。日本農林規格（JAS）とは。 

7 食品の品質規格 食べ物の安全性に関する法律。食品添加物とは。製造物責任法（PL法）とは。 

8 食品の鮮度・鑑別検査 食品の鮮度。食品の熟成。食品検査法の進歩。鑑別検査。 

9 食品の安全性・消費者保護 食物の安全性と衛生管理。国民生活・消費者センター（消費者庁）。 

10 食の情報とその活用 フードスペシャリストの仕事・情報。食関係の情報・収集・活用。 

11 現代の食卓の課題 フードコーディネートの必要性。ミール・ソリューション。食卓と雰囲気。 

12 人種と食環境 風土・文化と食環境。食習慣の定着。食と教育。 

13 フードスペシャリストの展望 フードスペシャリストの知識および期待と食生活について。 

14 協会資格試験演習 フードスペシャリスト論の出題・解説（その 1） 

15 まとめ フードスペシャリスト論の出題・解説（その 2） 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験 80％、教室での授業態度・取り組み方等 20％。 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 料 経 済  

[Food Economics] 
単位数 ２ 

担当教員名 横 田 茂 永  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

到達目標：食生活と食品流通における基本的な知識の修得 

テーマ：上記目標について、背後にある食料生産との関係を含めて理解できるようにすること 

授業の概要 
教科書よりも若干幅を広げ、日本の食料生産やマスコミなどで取り上げられているトピックス

も紹介しながら講義をする。 

学生へのメッセージ 授業時にレジュメを配布しますが、試験まで保存しておいて下さい。 

教科書及び 

参考図書等 
日本フードスペシャリスト協会編『新版食品の消費と流通』建帛社 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 食生活と食品産業の変化 1960 年代から現代までの食生活と食品産業の変化について、社会背景を踏まえて解説する。

2 量販店と商店街 量販店の出店戦略の変化と商店街に与えた影響について解説する。 

3 ＣＶＳの展開 中食の担い手として台頭してきたコンビニエンスストアの展開と現在の経営戦略について解説する。

4 外食産業の展開 ファミリーレストランなど外食産業でのチェーン店の展開と現在の経営戦略について解説する。

5 ファストフードとスローフード ファストフードとこれに対抗する形で生まれてきたスローフードについて解説する。 

6 生協の共同購入 共同購入を軸として発展した生協の展開と現在の経営戦略について解説する。 

7 卸売市場と生鮮食料品流通 卸売市場と生鮮食料品流通の概要、市場外流通の拡大について解説する。 

8 食品製造業と加工食品流通 食品製造業と加工食品流通の概要について解説する。 

9 食料と環境 食料の生産・流通・消費過程における環境面へのプラスマイナスの影響について解説する。

10 食料自給率と農産物貿易1 食料自給率の低下と食の洋風化の関係等について解説する。 

11 食料自給率と農産物貿易2 食料自給率と農産物の自由貿易体制の関係等について解説する。 

12 日本農業の現状 日本の食料生産の現場で起きている変化について解説する。 

13 有機農業と有機食品の流通 有機農業とその産物である有機食品の流通・認定制度などについて解説する。 

14 都市と農村の交流 グリーンツーリズムや田舎暮らし等食生活の周辺で出てきている新しい動きについて解説する。

15 まとめ・試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験（70％）、授業態度（30％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論  

[Theory of Food Coordinate] 
単位数 ２ 

担当教員名 永 島 伸 浩 ・ 小 河 原 佳 子  

授業の方法 講 義 （ 演 習 含 む ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

食事を提供する時、単においしいものを出すだけでなく、食空間（環境）が充足し、サービス

も最良で、人と人とが心豊かに食事ができる要素も重要である。フードコーディネートのターゲ

ットは食のアメニティの創造とホスピタリティを持つことであり、講義のほかに演習を組み合わ

せてこれらが実践できることを目標とする。 

授業の概要 

最初にフードコーディネートの基本理念、現代の食事文化と課題、メニュープランニング、テ

ーブルウエアーと食卓の演出、サービスなどを講述などした後、テーブルセッティング、サービ

ス法など演習してより実践に近い形で進めていく。 

キーワード：アメニティ、ホスピタリティ、テーブルコーディネートなど。 

学生へのメッセージ 
新しい情報や解説など含め、テキスト以外にプリントも使用する。また、演習時には実習用  

白衣、試食セットなどを持参のこと。毎回、簡単な小テストを行う。 

教科書及び 

参考図書等 
フードコーディネート論（第 2版） 日本フードスペシャリスト協会編 建ぱく社、ビデオなど。

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 
フードコーディネート

総論と基本理念 

フードコーディネートで学ぶ内容の説明、アメニティ、ホスピタリティの概念、フード

コーディネートのための６Ｗ１Ｈの考え方など。 

2 
現代の食事文化と 

その課題 
世界（日本・諸外国）の食事文化の実際、現代日本の食事文化の創造と変容など。 

3 メニュープランニング メニュープランニングとは？（要件、配慮など）。料理様式別のメニューの実際など。 

4 
テーブルウエアーと 

食卓の演出 

食器・食具、食卓とテーブルウエアー、テーブルセッティングの基礎理論(一部演習も取り

入れる)について学ぶ。 

5 食卓のテーブルマナー 食卓のホスピタリティ、サービスとマナーの実際、食事マナーの伝承と現代的課題など。

6 食空間のコーディネート 食事空間およびキッチンのコーディネートや環境について学ぶ。 

7 フードマネージメント フードマネージメントの概念と事業の構想（計画立案、遂行、展開）。 

8 
フードコーディネート

の情報と企画 
食情報とリテラシー、食企画の基本、演出、評価まで。 

9 食環境とフードシステム 
食環境の条件と選択、循環型社会における食環境、食の安全性・品質確保とフードシステム

の改革について。 

10 フードコーディネートと食育 
新しい食環境と食育の課題、食育と人間形成の基本的な考え方、食育の多面的な展開と

課題、食育運動の展開と国民的課題など。 

11 
サービスマナー・その1 

（演習） 
システムサービスなどの実際、ワイン・スープなどのサービスの実際、コーディネートなど。

12 
サービスマナー・その2 

（演習） 

テーブルセッティングなどの実際。食事の提供側と喫食側の関係、西洋における果物など

のカットサービスの実際。 

13 
フードコーディネートの企画

（演習） 

食企画の実際。ある団体からのパーティの依頼について課題を設定し、その企画立案まで

の内容について演習を行う。 

14 まとめ・総括 
フードスペシャリストとなってフードコーディネートをどう活用するか？和洋中テーブル

マナー体験後の総括。 

15 まとめ 資格試験対策・フードスペシャリスト論の出題・解説。 

成績評価の 

めやすと方法 
筆記試験 80％、教室での授業態度・取り組み方等 20％。 

 



授業科目名 

[英文名] 

卒 業 研 究  

[Graduation Study] 
単位数 ２ 

担当教員名 永 島 ・ 茗 荷 ・ 小 河 原 ・ 堀 川 ・ 岡 崎 ・ 小 板  

授業の方法 実 験 ・ 実 習 お よ び 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

（到達目標）卒業研究の完成 

（テーマ）研究を通して人と人の調和や協調性・積極性などを養う 

授業の概要 各担当者によって異なる。 

学生へのメッセージ 積極的に活動することを心がけること。 

教科書及び 

参考図書等 
各担当者によって異なる。 

授業内容 

テーマ 内容 

それぞれのテーマは

各担当者によって

異なる 

 

健康栄養専攻の研究室は８つの分野から構成されている。各研究室の具体的な研究テーマは年度開始

時のオリエンテーションにて説明される。 

 

（概略） 

１．調理学研究室；吉見町農産物の利用と食物（料理）開発に関する調理科学的研究を行う。前期は

吉見町農産物の収穫や加工調理実習、後期は全員で前述の研究テーマを扱い、中間発表として学園

祭に出展する。  

２．食品学研究室；食品に関する今日的なテーマや問題点に焦点をあて実験や調査を行う。過去の年度

では遺伝子組換え食品の解析、コーヒー由来の美白成分、イチゴ萎黄病に対する微生物農薬の開発

について調査・研究を実施した。 

３．臨床栄養学研究室；栄養療法の中で、食事療法の大切な疾患について美味しく食べやすい食事を

探求する。 

４．栄養指導論研究室；健康の維持・増進を目指したライフスタイルの追求。特に地域社会との交流に

より、食生活を始めとする生活の実態を知り、問題点の発見方法や対策について検討する。 

５．健康・スポーツ栄養科学研究室；健康づくりや競技のスポーツに関わる栄養士にとって必要な実践

的な活動や調査研究を行う。 

６．食品衛生学研究室；社会的に注目されている食品衛生上の問題点を取り扱う。これまでは、寄生虫、

着色料、健康食品の被害、食肉の大腸菌汚染、ノロウイルス汚染、ビタミンB1分解酵素などについ

て調査研究をおこなった。 

７．給食管理研究室；「健康生活の向上」の実践に相応しい集団調理（給食）を通じて毎日の食生活の

正しい理解と習慣を体感してもらう教育実践を行う。（例）献立の作成、喫食者の嗜好及び栄養学的

特性、調理方法等の研究を通じ、給食計画を検討する。 

成績評価の 

めやすと方法 
研究テーマに関するレポート提出および研究発表会の結果から評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 基 礎 演 習  

[Basic Seminar for Nutritionists] 
単位数 １ 

担当教員名 
茗 荷 尚 史 ・ 永 島 伸 浩 ・ 小 河 原 佳 子 ・ 飯 島 賢 志 ・

堀 川 昭 子 ・ 岡 﨑 英 規 ・ 小 板 由 美 子  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

栄養士課程における専門教育は、小・中学校および高等学校における教育内容を基礎に展開 

される。すなわち確たる基礎が築かれていなければ、より高度な内容を理解することは困難で 

あり、本授業科目は基礎力を徹底的に補填することを目的とする。 

授業の概要 
I 回目はガイダンスを行うが、2回目以降は基本的に練習問題を解くこと等の作業を含む講義・

演習(約 70分)と習熟度確認のための小テスト(約 20分)の組み合わせで知識の定着を図っていく。

学生へのメッセージ 
基礎学力に不安を抱える学生は、自分のために開講される授業科目であると認識して、積極的に

参加するよう心がけて欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書及び参考図書：なし 

＊各単元ごとに教材となるプリントを配布する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス (茗荷) 講義を受ける心構え、ノート作成・定期試験対策勉強の実習 

2 
専門教育に必要な基礎

数学 その 1 (永島) 
四則演算(計算順序、括弧を含む式)、小数・分数・割合・百分率の意味と相互関係 

3 
専門教育に必要な基礎

数学 その 2 (飯島) 
数値処理(切り上げ、切り捨て、四捨五入、有効数字、平均) 

4 
専門教育に必要な基礎

数学 その 3 (堀川) 
容積・重量の単位(k, d, m, μ, n)、比重、溶質と溶媒、指数 

5 
専門教育に必要な基礎

化学 その 1 (岡﨑) 
元素記号と周期律表、原子の構造(陽子、電子、中性子、オービタル)、 

化学結合(イオン、共有、水素、(配位)) 

6 
専門教育に必要な基礎

化学 その 2 (茗荷) 
分子量とモルの概念、濃度(重量％、モル濃度)、水素イオン濃度(pH)、 

簡単な官能基 

7 
専門教育に必要な基礎

生物    (堀川) 
細胞の構造、オルガネラの種類と機能、主な臓器と機能 

8 
まとめ・総括テスト 

 (小河原・小板) 
筆記試験 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 50%、小テスト(6回分) 25%、総括テスト 25% 

 



授業科目名 

[英文名] 

製 菓 演 習  

[Pastry Preparation] 
単位数 １ 

担当教員名 高 橋 貴 彦  

授業の方法 演 習 （ 集 中 授 業 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 
デザートに役立てる基礎としての西洋における製菓（アントルメ）を習得する。 

授業の概要 
ここでは給食管理実習や調理学実習で扱うデザートに役立てる基礎として西洋に 

おける製菓（アントルメ）の演習を行う。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 
プリント・資料等を適宜配布。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 西洋の製菓の総論（種類） 温菓、冷菓、凍菓の分類、砂糖の調理特性 

2 パティスリー (1) 折りパイ、ねりパイ、半ねりパイ 

3 パティスリー (2) スポンジケーキ、スフレー 

4 パティスリー (3) シュー生地、発酵生地（サバラン等） 

5 パティスリー (4) タルト、クッキー、サブレ等 

6 チョコレート菓子 チョコレートケーキ、シェルチョコレート、ザッハトルテ等 

7 ゼリー類 ババロア、ムース、プディング等 

8 氷菓 アイスクリーム、ソルベ等 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

成績評価の 

めやすと方法 

演習で行った内容をレポートにまとめ、提出する。 

注）集中演習（実習含む）なので、上記単元を組み合わせて行う。 

 



授業科目名 

[英文名] 

イ ン タ ー ン シ ッ プ  

[Internship] 
単位数 ２ 

担当教員名 
河 合 一 武 ・ 茗 荷 尚 史 ・ 太 田 あ や 子 ・ 杉 山 仁 志 ・

桂 和 仁 ・ 高 橋 琴 美  

授業の方法 実 習 （ 学 外 実 習 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

実習的・研修的な就業体験を行うことにより、実際的な知識や指導技術の習得が可能になり、

指導者としての自覚を高め、就業意識を育成することを目標とする。 

授業の概要 
短期大学で学んできた知識や指導技術を活かす場として、企業や団体において、生涯スポーツ

に関する実習的・研修的な就業体験を行う。 

学生へのメッセージ 

事前授業は木曜日 5 時限目に実施する。参加は原則スーツとする。連絡のない欠席、遅刻、  

提出物が間に合わない場合は履修を中止することとなる。実習前に人工心肺蘇生法の講習会に 

参加することが義務付けられている。 

教科書及び 

参考図書等 
インターンシップの手引き，インターンシップ実習日誌 

授業内容 

テーマ 内容 

実 習 時 期  

実 習 期 間  

実 習 日 程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 習 施 設  

原則として、春季休業中（２月下旬から３月下旬） 

原則として、２週間（実質１０日間以上） 

後学期オリエンテーション：ガイダンス 

事前事業 

１回目：実習施設内容紹介、先輩の体験談、希望調査（11 月） 

２回目：個人調書、誓約書の作成（11 月） 

随  時：実習希望学生と担当教員との面談 

３回目：書類提出、マナー研修（12月） 

冬季休業中：必要に応じて実習施設訪問と面接 

４回目：コミュニケーショントレーニング（12 月） 

５回目：人工心肺蘇生法講習会（1月、補講期間） 

２～３月：実習（就業体験） 

３月下旬：最終レポートの作成、お礼状発送 

実習終了後：実習日誌（含む最終レポート）提出、最終指導 

 

原則として短期大学が紹介する施設の中から選択する。他に実習を希望する施設がある場合

は相談に応じる。実習施設は以下のとおりである。 

(１) フィットネス・スポーツクラブ業務 

① フィットネス・スポーツクラブ 

② サッカースクール 

③ 公的スポーツ施設 

(２) 野外活動団体 

(３) 学童保育所 

(４) 知的障害者授産施設 

(５) その他 

① スポーツショップ 

② 総合型地域スポーツクラブ 

③ スポーツ少年団 

④ 鍼灸マッサージ治療院、接骨院等 

成績評価の 

めやすと方法 

以下の３項目による総合評価とする。 

(１)準備の姿勢に対する評価（20％）  (２)実習施設の指導担当者による評価（40％） 

(３)実習終了後の提出物（実習日誌）についての評価（40％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ 医 学 実 習  

[Practice of Sport Medicine] 
単位数 １ 

担当教員名 丸 山 正 董 ・ 高 橋 琴 美 ・ 田 中 忍 ・ 小 泉 和 史  

授業の方法 講 義 ・ 実 習 （ 集 中 授 業 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

到達目標 

 事故を防止し，緊急時に必要な手当ができるように 

 正しい救急法の知識と技術を身につける 

授業の概要 

スポーツ現場における救急対策を中心に 

1） 一次救命処置 

2） 外傷等に対する予防・及び応急処置 

3） テーピング，及びストレッチ等についての実習 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 
プリント・資料を適宜配付 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 救急法とは 救急法を学ぶ目的，一次救命救急処置について 

2 止血法 きずの種類と止血法 

3 包帯法 1 三角巾を用いた包帯法 

4 包帯法 2 三角巾を用いた包帯法 

5 包帯法 3 巻軸帯を用いた包帯法 

6 固定法 三角巾・副子を用いた固定法 

7 搬送法 一人，または複数名で搬送する方法 

8 心肺蘇生法 1 心肺蘇生法の手順 

9 心肺蘇生法 2 心肺蘇生法に伴う副損傷・同時処置について 

10 心肺蘇生法 3 乳児・幼児に対する心肺蘇生法 

11 心肺蘇生法 4 AED を用いた心肺蘇生法 

12 応急処置 傷害発生時の応急処置について 

13 コンディショニング1 アイシング・テーピング・ストレッチ・マッサージ 

14 コンディショニング2 アンチドーピング 

15 まとめ  

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 20％ 実技 70％ レポート 10％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

水 泳  

[basic swimming] 
単位数 １ 

担当教員名 太 田 あ や 子 ・ 阿 部 太 輔  

授業の方法 実 技  

授業の到達目標 

及びテーマ 
四泳法の 25ｍ完泳能力と水中運動の基礎技能を習得する。 

授業の概要 

クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの四泳法の技能を習得し、100ｍ個人メドレーの完泳をめざす。

水中運動指導の基礎技能を身につける。 

５月末からプール練習がはじまり、夏季休業中に２日間の集中授業がある。 

学生へのメッセージ 
履修者全員が四泳法の習得をめざす授業で。四泳法のテスト合格と 10 分間の距離泳における規定距離を

泳ぐことが単位取得条件となる。欠席や見学に関しては、プールでの欠席等回数分の距離泳補講を行う。

教科書及び 

参考図書等 
「基礎からの水泳（ＤＶＤ付き）」、柴田晴夫、ナツメ社、1,500 円 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 個人カード作成、能力判定表の作成 

2 プール清掃 プール清掃をとおして、プール管理の方法を実践的に学ぶ 

3 試し泳ぎ チーム分けのための泳力判定 

4 クロール(1) チーム練習：キック、プル、息継ぎの練習、25ｍ泳 

5 クロール(2) チーム練習：ターン練習と 50ｍ泳、100ｍ泳 

6 背泳ぎ(1) チーム練習：キック、プル、呼吸法の練習、25ｍ泳 

7 背泳ぎ(2) チーム練習：ターン練習と 50ｍ泳 

8 平泳ぎ(1) チーム練習：キック、プル、息継ぎの練習、25ｍ泳（伸びをとった９動作で） 

9 平泳ぎ(2) チーム練習：ターン練習と 50ｍ泳 

10 バタフライ(1) チーム練習：キック、プル、息継ぎの練習、25ｍ泳 

11 バタフライ(2) チーム練習：キック、プル、息継ぎの練習、25ｍ泳 

12 水中運動(1) その場、歩いて、走って行う水中運動基礎プログラム 

13 水中運動(2) 水中でのレジスタンストレーニング 

14 個別練習 実技テストにむけた練習 

15 実技試験・レポート 四泳法の 25ｍ泳（泳ぎ方とタイム）、100 個人メドレー、10分間泳、レポート 

成績評価の 

めやすと方法 
実技試験 70％、レポート・平常点 30％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

エ ア ロ ビ ク ス １  

[Aerobics 1] 
単位数 １ 

担当教員名 池 田 美 知 子  

授業の方法 実 技 （ 演 習 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

講義及び実技もそれぞれ演習形式で行い、必ず演習ノートを提出する。各単元毎に目標を明確にし、積み

上げ学習とする。実技では、エアロビックダンスの様々なプログラムを経験し、正確に手本となる動作を

身につける。基本的プログラムを理解して覚え、指導（キューイング）できるようにする。 

授業の概要 

フィットネスについての基本的概念とエアロビクスについての基礎知識を学ぶ。特にエアロビックダンス

について取り上げ、今までの歴史的背景と現在の状況を理解した上で、実際に指導者になっていくためには

何が必要であるかを演習形式で学ぶ。グループで実習課題に取り組みながら指導者として必要な最低限の

知識と実技を身につける。 

学生へのメッセージ 
グループエクササイズの楽しさを理解しましょう。 

演習ノートを利用して、しっかり自己観察しましょう。 

教科書及び 

参考図書等 
エアロビックダンス基礎理論ハンドブック  池田美知子 等  （有）教育インフォメーションサービス 

授業内容 

回 テーマ・内容 

1 ガイダンス、運動実施の準備（アップ、ダウン） 

2 フィットネス概論 実技 エアロビクス基礎 １（ウォーキングエクササイズ１）

3 エアロビックダンスの生理的効果 〃            ２（ウォーキングエクササイズ２）

4 エアロビックダンスの特性 〃       ３（ジョギングエクササイズ１） 

5 エアロビックダンスのプログラムとは？ 〃        ４（ジョギングエクササイズ２） 

6 ウォームアップとクールダウン  エアロビックダンス基本      基本１ 

7 メインエクササイズ 〃             基本２ 

8 コンディショニング 〃          基本３ 

9 エアロビックダンスと傷害 〃             応用１ 

10 エアロビックダンスと栄養 〃             応用２ 

11 実技テストプログラム練習 

12 実技テスト 

13 実技テスト、演習ノート提出 

14 理論テスト 

15 まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
１．平常点（25％） ２．演習ノート（25％） ３．実技テスト（25％） ４．理論テスト（25％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

エ ア ロ ビ ク ス ２  

[Aerobics 2] 
単位数 １ 

担当教員名 池 田 美 知 子  

授業の方法 実 技 （ 演 習 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

講義及び実技もそれぞれ演習形式で行い、必ず演習ノートを提出する。各単元毎に目標を明確にし、積み

上げ学習とする。実技では、エアロビックダンスの様々なプログラムを経験し、正確に手本となる動作を

身につける。自分で基本的にプログラムが組み立てられ、指導できるようにする。 

授業の概要 

現在フィットネスの現場で要求されている「エアロビックダンスインストラクター」として最低限必要な

知識及び技術の獲得を目指す。さらに目的にあったプログラムの作成、安全性を考慮した明確で、分かり

やすい指導ができることを目標に実技技能をステップアップしていく。 

学生へのメッセージ 
グループエクササイズの楽しさ、コミュニケーションの大切さを学びましょう。 

明るく元気に出席してください。 

教科書及び 

参考図書等 

エアロビックダンス／エクササイズ実技指導  （社）日本フィットネス協会 

フィットネス基礎理論  （社）日本フィットネス協会 

授業内容 

回 テーマ・内容 

1 ガイダンス 

2 講義（30分）  フィットネス 実技  基本プログラム １ 

3 エアロビックダンスの目的          〃          ２ 

4 エアロビックダンスの特性 応用プログラム １ 

5 エアロビックダンスの実施効果       〃       ２ 

6 エアロビックダンスの指導者の役割①       〃       ３ 

7 エアロビックダンスの指導者の役割② 指導法 １（プログラム） 

8 安全性に関する注意   〃   ２ 

9 プログラム①  ウォームアップ   〃   ３ 

10 プログラム②  メインエクササイズ 〃   ４ 

11 プログラム③  筋コンディショニング   〃   ５ 

12 プログラム④  クールダウン   〃   ６ 

13 実技テスト（プログラム発表） 

14 理論テスト 

15 まとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
１．平常点（25％） ２．演習ノート（25％） ３．実技テスト（25％） ４．理論テスト（25％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

レ ク リ エ ー シ ョ ン ス ポ ー ツ 実 習  

[Recreational Sports] 
単位数 １ 

担当教員名 福 島 邦 男  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 単に技術やルールの習得にとどまることなく、その指導方法について学習し、模擬授業を担当

することで指導技術も身につけたい。 

授業の概要 

 現在、生涯スポーツの一手段として、また健康づくりを目的として、様々なレクリエーション

スポーツが行われるようになってきた。本授業では、それぞれの種目や活動が持つ特性や心理的、

身体的、あるいは社会的な効果について考えながら、対象にあわせて指導を展開する際に必要な

コミュニケーションスキルについても学習する。 

学生へのメッセージ 
 本授業はレクリエーションインストラクター、障害者スポーツ初級指導員、ピアヘルパー資格

取得のための必修科目となっています。 

教科書及び 

参考図書等 

参考図書 レクリエーション支援の基礎 （財）日本レクリエーション協会 

その他   必要に応じて資料を配付します。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 実習ガイダンス レクリエーションスポーツの特性とその目的 

2 コミュニケーションワーク1 ホスピタリティについて 

3 コミュニケーションワーク2 ホスピタリティとアイスブレーキング 

4 コミュニケーションワーク3 アイスブレーキングとしてのレクリエーションゲーム１ 

5 コミュニケーションワーク4 アイスブレーキングとしてのレクリエーションゲーム２ 

6 目的に沿ったアクティビティ 障害者スポーツをはじめ、様々な目的に合わせたアクティビティを体験する 

7 アクティビティの展開 協調性を必要としたゲームの展開 

8 相互作用の活用法 1 イニシアティブゲームについて 

9 相互作用の活用法 2 イニシアティブゲームの実際と体験学習プログラムとしての活用方法 

10 対象に合わせたレク 1 障害者スポーツ 1 障害の理解及びアクティビティの長所を活かす方法 

11 対象に合わせたレク 2 障害者スポーツ 2 障害の程度別の指導について 

12 対象に合わせたレク 3 誰もが楽しめることを主題としたニュースポーツの展開 

13 指導実習 1 指導案作成 

14 指導実習 2 当番グループによる模擬授業 1 

15 指導実習 3 当番グループによる模擬授業 2 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 70％、提出物と発表課題についてのレポート 30％、 

 



授業科目名 

[英文名] 

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 １  

[Healthy sports training Ⅰ] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 合 一 武  

授業の方法 実 技  

授業の到達目標 

及びテーマ 
トレーニング器具の使い方を覚え、指導できるようにする。 

授業の概要 トレーニング器具の使用に慣れ、セットの組み方、指導法を身につける。 

学生へのメッセージ 体力的にはつらいですが、充実感は 120％あります。 

教科書及び 

参考図書等 
ウイダートレーニングバイブル  

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 球技 各種球技のトレーニング、ウォーミングアップ、クーリングダウンについて 

2 球技 各種球技の技術 

3 球技 各種球技の実戦 

4 レジスタンストレーニング 有酸素マシーンの使い方 

5 レジスタンストレーニング 筋力マシーンの使い方 

6 レジスタンストレーニング フリーウエイトの使い方 

7 レジスタンストレーニング ダンベルの使い方 

8 レジスタンストレーニング 自体重を用いたトレーニング 

9 レジスタンストレーニング レジスタンストレーニングの回数、セット数の決め方 

10 レジスタンストレーニング スーパーセット法を行う 

11 レジスタンストレーニング トライセット法を行う 

12 レジスタンストレーニング ジャイアントセット法を行う 

13 さまざまなトレーニング バランスボールを用いたトレーニング 

14 さまざまなトレーニング バランスディスクを用いたトレーニング 

15 さまざまなトレーニング ストレッチポールを用いたトレーニング 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 50％ 実技テスト 50％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

健康スポーツ実習２（ウォーキング＆ジョギング） 

[walking and jogging] 
単位数 １ 

担当教員名 太 田 あ や 子  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

健康作りのための正しいウォーキングやジョギングの方法を学び、実習を通して各自の能力に

応じたプログラムを作成する。 

授業の概要 
ウォーキングやジョギングによる体力測定と評価、その結果を活かした運動プログラム作成を

学ぶ。また、ウォーキングイベントに参加して、健康ウォーキングを実践する。 

学生へのメッセージ 健康運動実践指導者をめざす学生のための授業です。学びながら健康づくりを実践します。 

教科書及び 

参考図書等 
健康運動実践指導者用テキスト 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 ガイダンス 授業計画の作成 

2 ウォーキング基礎知識 健康づくりとウォーキングの基礎知識テスト 

3 ウォーキングテスト１ 自然に、やや速く、もっと速くの 3段階のスピードでの 3分間歩行テスト 

4 ウォーキングテスト２ 自然に、話しながら、最速の 3段階のスピードでの 3分間歩行テスト 

5 ウォーキングテスト３ ロックポートの 1600ｍ歩行テスト 

6 スリーデーマーチ１ ウォーキングイベント「スリーデーマーチ」の 10km 以上のコースを歩く 

7 スリーデーマーチ２ ウォーキングイベント「スリーデーマーチ」の 10km 以上のコースを歩く 

8 スリーデーマーチ３ ウォーキングイベント「スリーデーマーチ」の 10km 以上のコースを歩く 

9 運動メニュー作成 ウォーキングによる健康づくりプログラムの作成と実践 

10 ポールウォーキング ポールウォーキングを体験する 

11 ジョギング基礎知識 健康づくりとジョギングの基礎知識テスト 

12 ジョギングテスト 5 分間ジョギングテストと運動プログラム作成 

13 ジョギング１ 1,000ｍジョギング 

14 ジョギング２ 12 分間走の測定と評価 

15 まとめ 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 70点、レポート 10 点、筆記テスト 20点 

 



授業科目名 

[英文名] 

健 康 ス ポ ー ツ 実 習 ２  

[Sport for health 2] 
単位数 １ 

担当教員名 山 村 伸 ・ 中 村 達 也  

授業の方法 実 技  

授業の到達目標 

及びテーマ 

健康づくりのために必要な技能・知識を習得するとともに、自らが生涯スポーツの一つとして

選択した種目を継続的に楽しめることができるようにする。 

授業の概要 自分の関心や能力にあった種目を選択し、基本技術を習得し、ルール、マナーを学習する。 

学生へのメッセージ スポーツを上達して楽しみたい学生の受講を希望する。 

教科書及び 

参考図書等 
特になし 

授業内容 

テーマ 内容 

 

健康づくりのトレーニング 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ 

 

トレーニングは強度、量、頻度などを留意しながら行う必要がある。 

自転車運動、ランニング運動やウエイトトレーニング等の実技を通して、

トレーニングの基本的な原則を学び、効果的で安全なトレーニング法を学習

していく。 

 

 

 

ゴルフをする際のマナーやルールを学び､ゴルフを通して生涯スポーツに 

対する考えを深める。基本的には本学のゴルフ練習場でアイアン･ドライバー

のスウィングの技術習得を中心に授業を展開する。また、アプローチ練習の 

一環として､本学校舎前の芝生を利用し､ターゲットバードゴルフを体験する。 

成績評価の 

めやすと方法 
技能 ５０％ 受講態度・意欲 ５０％  を参考に評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ 実 習  

[Scuba diving] 
単位数 1 

担当教員名 太 田 あ や 子  

授業の方法 集 中 授 業 （ 学 外 実 習 含 む ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

スクーバダイビングの知識と知識を身につけ、希望者はオープンウォーターのＣカードを取得

することをめざす。 

授業の概要 

スクーバダイビング指導団体（ＤＡＣＳ）の教程に従って、安全潜水のための講義講習と  

プール実習を学内集中授業で受講した後、２泊３日の海洋実習を行う。教材や実習にかかる経費

の負担がある（８万円程度）。 

学生へのメッセージ 
安全で楽しいスクーバダイビングの知識と技能を獲得する授業である。仕事に就くための第一

歩となるオープンウォーター資格にも挑戦できる。マリン関係の仕事をめざす学生は参加しよう。

教科書及び 

参考図書等 
スクーバダイビングオープンウォーターテキスト（ＤＡＣＳ） 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 授業計画の確認、経費の確認 

2 プール講習１ スキンダイビング１（シュノーケルクリア、マスククリア、潜水）：７月学内 

3 プール講習２ スキンダイビング２（潜水のドリル）：   〃 

4 プール講習３ スクーバダイビング１：７月集中授業 

5 プール講習４ スクーバダイビング２：    〃 

6 講義講習１ 安全潜水の知識：８月集中授業  

7 講義講習２ 潜水の物理、生理：   〃 

8 講義講習３ ダイビングの障害とその予防：   〃 

9 講義講習４ 海洋環境：   〃 

10 プール講習５ ４ｍプールでのスクーバダイビング：９月 海洋実習 

11 海洋実習１ シュノーケルクリア、マスククリア、中性浮力：   〃 

12 海洋実習２ バディブリージングアセント、スイミングアセント：   〃 

13 海洋実習３ 水中機材脱着：   〃 

14 海洋実習４ 計画潜水：   〃 

15 筆記試験 筆記試験：   〃 

成績評価の 

めやすと方法 
実技試験 30％、筆記試験 30％、レポート 30％、平常点 10％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

夏 季 ア ウ ト ド ア 実 習  

[Summer Outdoor Activity] 
単位数 １ 

担当教員名 福 島 邦 男 ・ 桂 和 仁 ・ 安 藤 福 光 ・ 山 村 伸  

授業の方法 実 習 （ 集 中 授 業 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 今日、価値観の多様化や直接体験の減少等が指摘され、生きる力が重要視されて来ている中に

あって、野外活動の重要性が高まってきています。ここでは、３泊４日のキャンプを体験するこ

とで、共同生活の中で望ましい人間関係を築き上げます。 

授業の概要 

 新潟県妙高高原の笹ヶ峰キャンプ場を利用して、夏季休業中（８月上旬）に３泊４日の実習を

行います。本実習では、キャンプを実施する上で必要な基礎知識および技術について実習します。

集団生活を通して参加者相互の交流を深めながら、人間を取り巻く環境への関心を高め、人間関

係を重視した生活を体験します。 

学生へのメッセージ 
 自然の中での合宿形式の集中授業です。キャンプ初心者でも参加可能です。 
 本授業はキャンプインストラクター及びレクリエーションインストラクター資格取得のための
選択必修科目の一つとなっています。 

教科書及び 

参考図書等 

参考図書 野外活動 その考え方と実際、日本野外教育研究会編、杏林書院 

     キャンプテキスト、日本野外教育研究会編、杏林書院 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

学内ガイダンス 

 

実習初日 

 

 

 

 

 

２日目 

 

 

３日目 

 

 

 

４日目 

 

 

 

 

受講上の注意 

 

 

授業概要と参加費等の説明およびグループ分け 

（６月から２回実施します。） 

開講式  

テント設営と環境整備  

工具及び道具の使用法  

野外炊の実際  

自然の気象 

テントでの就寝準備 

グループワーク 

課題解決活動としての野外ゲームとハイキング 

読図とコンパスワークの実際 

キャンプクラフト 

焼き板制作または手打ちうどんづくりなど 

高原の自然観察  

キャンプファイヤー 

撤収 

閉講式 

学内での片付け 

 

 

合宿形式の集中授業なので実習費が必要です。 

 

成績評価の 

めやすと方法 
学内ガイダンスと実習への積極的な参加（70％）、記録記載内容・レポート（30％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

冬 季 ア ウ ト ド ア 実 習  

[Winter Outdoor Activity] 
単位数 １ 

担当教員名 
福 島 邦 男 ・ 河 合 一 武 ・ 玉 木 啓 一 ・ 太 田 あ や 子 ・  

桂 和 仁 ・ 高 橋 琴 美 ・ 安 藤 福 光 ・ 山 村 伸 ・ 田 中 忍  

授業の方法 実 習 （ 集 中 授 業 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

 ３泊４日の共同生活の中で望ましい人間関係を築き上げ、ここで取り上げるスキーを体験する 

ことで、安全に滑走を楽しむ基本技術を身につけます。 

授業の概要 

 ウインタースポーツの代表はスキーであり、冬季の自然の中で素晴らしい満足感・達成感をわれ

われに与えてくれます。 本授業では、スキーを安全に楽しむために必要な基本的技術・知識を身

につけます。さらに、生涯スポーツの一つになるよう、受講者のレベルにあわせて指導します。さ

らに、指導者として必要な知識・技術も身につけます。 

学生へのメッセージ 
 ３泊４日の合宿形式の集中授業です。初心者でも参加可能です。 
 キャンプインストラクター及びレクリエーションインストラクター資格取得のための選択必修
科目の一つとなっています。 

教科書及び 

参考図書等 
必要に応じ、資料を配付します。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

学内ガイダンス 

 

 

技術の習得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識の習得 

 

 

理解 

 

 

受講上の注意 

 

 授業概要と参加費等の説明および用具合わせ 

 （１０月から２回実施します。） 

 

 参加者のスキー技術レベルに応じてグループを編成し、練習をします。 

 初心者はスキーに慣れることから練習を始め、初日からプルークボーゲンをでき

る様にし、リフトを使い様々な斜面を安全に滑ることを通して、パラレルターン習

得を目指します。経験者はスキーと身体の操作能力を高める練習をし、技術のレベ

ルアップを図ります。 

 個人の技能の向上をはかりながら、より安全で確実な技術を身につけ、スキーと

いうスポーツを楽しめる様にします。 

 また、冬季の自然に目を向け、日常との違いや、雪国生活についても考えるよう

にします。 

 さらに、指導者として身につけておくべき指導法についても学習します。 

 

 夜の講義で「スキーと安全」「スキーが上手になるために」「スキー指導法」を行

い、スキー技術と安全管理について学びます。 

 

 講習内容をどれだけ理解したかを実習の記録に記載し提出します。 

 

 

 合宿形式の集中授業なので実習費が必要です。 

 

成績評価の 

めやすと方法 
学内ガイダンスと実習への積極的な参加（70％）、記録記載内容・レポート（30％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

ア ロ マ テ ラ ピ ー  

[Aromatherapy] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 澤 智 子 ・ 波 多 野 由 利  

授業の方法 講 義 ・ 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 
アロマテラピー検定１級・２級の受験に必要な知識を学ぶ。 

授業の概要 アロマテラピーの基礎について学んだ知識を応用して実習を進める。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 

教科書：アロマテラピー検定 1級・2級 AEAJ 認定アロマセラピスト 木田順子著 高橋書店  
必要に応じてプリント配布 
参考文献：アロマテラピー検定テキスト 2級・1級  社団法人 日本アロマ環境協会 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 アロマテラピーの基本 アロマテラピーとは、アロマテラピーの活動分野 

2 アロマテラピーの利用法 精油の利用方法、注意事項、基材、関連法規 

3 アロマテラピーと環境 植物との共存、地球が抱える問題、アロマ環境 

4 精油のプロフィール① アロマテラピー検定 2級対象の 10 精油 

5 実習Ⅰ：ルームスプレー 精油の人体への作用、精油の復習＆ルームスプレー作りの実習 

6 精油の基礎知識 精油とは、精油の作用、精油の製造方法 

7 精油のプロフィール② アロマテラピー検定 1級対象の 10 精油 

8 アロマテラピーの歴史 古代から現代の歴史的背景 

9 実習Ⅱ：保湿ジェル 精油のプロフィール①②の復習＆保湿ジェル作りの実習 

10 アロマテラピーのための健康学 栄養、運動、休養・睡眠、生活習慣病、女性の健康、ストレス 

11 実習Ⅲ：バスソルト 
セルフスキンケア（手作り化粧品）、 

精油の復習＆バスソルト作りの実習 

12 精油のプロフィール③ アロマテラピー検定 1級対象精油 10 種、学期末試験説明 

13 実習Ⅳ：ブレンドオイル 
アロマテラピーによる症状別ホームケアの活用方法、 

身体、心、肌の側面からセルフチェック、自分に合ったブレンドオイル作りの実習

14 アロマテラピー検定対策 アロマテラピー検定の対策、試験概要、資格制度 

15 まとめ・試験 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験 50％、平常点 50%、レポート等を総合評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

ス ポ ー ツ マ ッ サ ー ジ  

[Sports Massage] 
単位数 ２ 

担当教員名 長 谷 川 倫 一  

授業の方法 実 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

本授業ではスポーツマッサージの理論や作用、施術時の注意事項を理解し、基本的な手技の  

習得を目指す。 

授業の概要 実技を中心とした授業を行い、スポーツマッサージに対する理解を深めていく。 

学生へのメッセージ 動きやすい格好(ジャージ等)が望ましい。 

教科書及び 

参考図書等 
特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 定義･概要 講義形式 

2 基本的な手技 マッサージの基本的な手技の紹介 

3 うつぶせのマッサージ 背部のマッサージ 

4 うつぶせのマッサージ 腰背部・臀部のマッサージ 

5 うつぶせのマッサージ 下肢のマッサージ 

6 仰向けのマッサージ 上肢・頸部のマッサージ 

7 仰向けのマッサージ 下肢のマッサージ 

8 仰向けのマッサージ その他の部位のマッサージ 

9 側臥位のマッサージ 上肢のマッサージ 

10 側臥位のマッサージ 下肢・臀部のマッサージ 

11 側臥位のマッサージ 腰背部・臀部のマッサージ 

12 全身のマッサージ 総合的なマッサージ 

13 全身のマッサージ 総合的なマッサージ 

14 全身のマッサージ 総合的なマッサージ 

15 試験 筆記試験 

成績評価の 

めやすと方法 
試験および平常点により評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

ヨ ガ ・ ピ ラ テ ィ ス  

[Yoga/Pilates] 
単位数 １ 

担当教員名 池 田 美 知 子  

授業の方法 実 技 （ 演 習 ）  

授業の到達目標 

及びテーマ 

ヨガ・ピラティスを体験する事で、呼吸法、ストレッチング、コアトレーニング、リラクゼー

ションのスキルを獲得し、自分自身のコンディショニング方法を身に着ける。試験はいくつかの

ヨガのポーズやピラティスのプログラムを自分で組み合わせポイントを説明しながら発表する。 

授業の概要 
ヨガ・ピラティスの基本を毎回、テーマを決めて学ぶ。 

体調、実技内容、感想を毎回演習ノートに記入する。 

学生へのメッセージ 基本的に休まないで自分の体をしっかり観察しましょう 

教科書及び 

参考図書等 
 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 オリエンテーション ヨガ・ピラティスの説明と授業の目的 

2 アライメントについて 姿勢チェック 

3 呼吸法 腹式呼吸他 

4 リラクゼーション 体ほぐし、足もみ 

5 ヨガ基本１ 座って行うアサナ 

6 ヨガ基本２ うつ伏せで行うアサナ 

7 ヨガ基本３ 立って行うアサナ 

8 ピラティス１ 基本姿勢 

9 ピラティス２ ローリングライカボール、ロールアップ、ハンドレッド・・・ 

10 ピラティス３ ハンマー、シザース、ブリッジ、プーリー・・・ 

11 プログラム作成 ヨガのプログラム 

12 プログラム作成 ピラティスのプログラム 

13 実技発表  

14 演習ノートまとめ  

15 まとめ  

成績評価の 

めやすと方法 
平常点：50％ 実技発表：30％ 演習ノート：20％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

フ ィ ッ ト ネ ス 基 礎 理 論  

[Basic Fitness Facts] 
単位数 ２ 

担当教員名 高 橋 琴 美  

授業の方法 講 義  

授業の到達目標 

及びテーマ 

到達目標 

 健康運動指導者として必要な知識を身につけ、ＡＤＩ （エアロビックダンスエクササイズ

インストラクター）及び、健康運層実践指導者の筆記試験合格を目標とする。 

授業の概要 
これまで様々な授業で学んできた内容を．この授業の中で一つにまとめ，テキストに沿って復

習し、再確認をしていく。 

学生へのメッセージ  

教科書及び 

参考図書等 
最新フィットネス基礎理論 （社）日本フィットネス協会 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 ガイダンス 授業展開・評価についての説明，授業においての注意事項 

2 フィットネス概論 日本人の健康問題，我が国の健康づくり対策 

3 機能解剖学 1 骨格筋の分類・構造・特徴と役割 

4 機能解剖学 2 骨・関節の分類と構造 

5 運動生理学 1 呼吸器系・循環器系の仕組みと働き，血液循環と運動 

6 運動生理学 2 エアロビクスとアネロビクス，運動と骨格筋，筋収縮の生理学 

7 運動生理学 3 メッツ・エネルギー計算，運動と骨，運動と血圧 

8 体力学 体力の概念，新体力テスト，身体組成，年齢と体力 

9 運動処方 運動処方とは，有酸素盛運道の指導，運動指導における注意点 

10 運動傷害 運動傷害とは，運動傷害の発生要因，フィットネスエクササイズと傷害 

11 トレーニング法 トレーニングの原則，レジスタンストレーニングの重要性，ストレッチング 

12 
エアロビックダンス
エクササイズ 

エアロビックダンスエクササイズの特徴，プログラムについて 

13 基礎栄養学 1 栄養と健康，栄養と栄養素，日本人の栄養状態 

14 基礎栄養学 2 エネルギー消費量の計算方法，肥満対策，サプリメント 

15 筆記試験  

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 30％ 筆記試験 70％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ２  

[Career Design Program] 
単位数 １ 

担当教員名 進 路 支 援 委 員 、 ＊ ク ラ ス 担 任  

授業の方法 講 義 ・ 演 習  

授業の到達目標 

及びテーマ 

社会人として自立できるように、職業に対する意識を高め、自分に適した職業を選択し、就職

するために必要な知識、技能を身につける。 

授業の概要 

自分の適性を知り、各自の能力が活かせるような企業（進路先またはキャリア）を探す方法を学

び、インターネットでのアクセス方法（ナビ登録の仕方、エントリーシートでの応募の仕方など）、

就職（及び編入、進学）活動に必要な書類の作成、面接試験対策（模擬個人・グループ面接）など

を行い、就職活動等のキャリアデザインに役立てるようにする。 

学生へのメッセージ 
受講者は、日常生活の中で常に、ニュース・新聞・雑誌などのメディアや色々なジャンルの書籍

を通して、就職（または進路）活動に関して情報の入手、及び一般常識等の習得を心がける。 

教科書及び 

参考図書等 
就職活動テキスト、及び必要に応じて教材用のプリントを配布。 

授業内容 

回 テーマ 内容  

1 受講上の注意、その他 就職活動に役立つ PDCA を学ぶ、就職活動情報（企業説明会・採用状況他）収集法 

2 就職活動の現状、情報収集 エントリーの仕方など（パソコン利用法） 

3 企業説明会① 企業の人事担当者に聞く（業界・企業の採用人物像など） 

4 企業説明会②          〃 

5 面接特訓セミナー① 模擬グループ面接                        ＊（担任参加） 

6 面接特訓セミナー② 模擬個別面接                          ＊（担任参加） 

7 グループディスカッション グループディスカッションでの役割やポイントなど         ＊（担任参加） 

8 筆記試験対策、その他 公務員、編入学、進学試験など 

9 説明会、その他 編入学希望者のための説明会など 

10 エントリーシート完成 魅力的なエントリーシートの書き方のポイントなど  (1 年次の控え持参のこと) 

11 履歴書完成セミナー 魅力的な履歴書の書き方のポイントなど       (1 年次の控え持参のこと) 

12 就活スキルアップセミナー① まとめ(パソコン講習会、最終模擬面接、書類の書き方最終確認など)、その他 

13 就活スキルアップセミナー② まとめ(パソコン講習会、最終模擬面接、書類の書き方最終確認など)、その他 

14 就活スキルアップセミナー③ まとめ(パソコン講習会、最終模擬面接、書類の書き方最終確認など)、その他 

15 直前セミナー、まとめ 就活で活かせるマナー(電話編・メール編・手紙編他） 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点（受講態度）70％、提出物 30％として総合的に評価する。 

 



 



 
 
 
 
 

教職に関する専門教育科目  

 



 



授業科目名 

[英文名] 

教 師 へ の 道  

[Introduction to Teacher-Training] 
単位数 ２ 

担当教員名 安 藤 福 光  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（教職の意義等に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 

・教職の意義及び教員の役割  ・教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。） 

・進路選択に資する各種の機会の提供等 

授業の到達目標 

及びテーマ 

この講義の到達目標は、教職履修学生が「なぜ教師になりたいのか」、「どのような教師になり

たいのか」を、教職に関する知識を用いて深く考察できるようにすることである。 

授業の概要 

本講義は、「教師」そのものを対象とする。このため、履修学生の教師像を把握した上で、教師

という職業に関するテーマを取り上げ、その理解を深めていく。教育、学校、教師をめぐる状況は

複雑さを増しているので、理論的な知識だけでなく、実践的な知識も取り入れて講義を進める。 

学生へのメッセージ 
１． 教員志望であることを自覚して講義に臨むこと。 

２． 全講義回数の１／３以上を欠席した場合は、評価しない。 

教科書及び 

参考図書等 
参考文献：小島他 『教師の条件』 第３版 学文社 2008 年 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 講義の進め方、教師を目指すにあたって、教師像を考える上でのヒント 

2 目標とする教師像とはⅠ グループごとのディスカッション、発表会 

3 教職への道 教師になることの意味、大学での教員養成の意義 

4 教職の歴史 教職＝聖職者、師範教育、教師教育 

5 教員養成と採用 教員養成制度、教員採用制度 

6 教員研修 研修の意義、研修の種類、研修の課題 

7 教職員の多様性 教諭、養護教諭、栄養教諭、司書教諭等 

8 教師の職務 授業者としての教師、学級担任としての教師、組織の中の教師 

9 教師の日常 新任教師の日常、教師文化、多忙感 

10 教師の成長 葛藤、成長・発達、教師を支える学校組織 

11 教師の専門性 専門性とは何か、教師の資質、指導力不足教員 

12 学校経営 学校力、学校経営と組織、意思決定 

13 目標とする教師像とはⅡ グループごとのディスカッション 

14 発表会Ⅰ 目標とする教師像をグループごとに発表する 

15 発表会Ⅱ 目標とする教師像をグループごとに発表する 

成績評価の 

めやすと方法 
レポート（100％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

教 育 原 理  

[Principles of Education] 
単位数 ２ 

担当教員名 安 藤 福 光  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（教育の基礎理論に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 
・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  ・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

授業の到達目標 

及びテーマ 

教育学の知識を理解するとともに、これら知識を現在の学校教育の状況と関連付けられること

を目標とする。 

授業の概要 

この科目は教職の導入科目の一つとして、教育学の諸領域を横断的に扱う。教育学は多岐にわ

たる学問のため、すべての領域を扱うことはできないが、学校の教員を目指す者として最低限習

得しておくべき知識を扱う。これらを現在の教育の状況との関連や比較を通して講義を行う。 

学生へのメッセージ 
１． 教員志望であることを自覚して講義に臨むこと。 

２． 全講義回数の１／３以上を欠席した場合、評価しない。 

教科書及び 

参考図書等 
講義資料は適宜配布する 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 講義の進め方、教員免許について、教育とは 

2 教育の理念 人間と教育、教育の目的 

3 学校論Ⅰ 学校とは、学校の起源、近代学校の起こり 

4 学校論Ⅱ 現代日本の学校改革 

5 学校論Ⅲ 学校知、脱学校論 

6 西洋教育史Ⅰ 近世・近代の教育（コメニウス、ルソー、ペスタロッチ） 

7 西洋教育史Ⅱ 紀現代の教育（ヘルバルト、デューイ、ブルーナー） 

8 日本教育史Ⅰ 近世・明治の教育 

9 日本教育史Ⅱ 大正・昭和の教育 

10 社会教育・生涯学習 社会教育と生涯学習の理念・意義 

11 教育法規 日本国憲法、教育基本法、学校教育法 

12 教育課程Ⅰ 教育課程とは、カリキュラムの類型 

13 教育課程Ⅱ 学習指導要領、学習指導要領改訂の歴史 

14 まとめ 期末試験対策 

15 期末試験  

成績評価の 

めやすと方法 
小テスト（50％）、期末試験（50％）で評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

発 達 と 学 習 の 心 理 学  

[Educational Psychology] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 井 英 子  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（教育の基礎理論に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 （障害のある幼児、児童及び生徒の心身の

発達及び学習の過程を含む。） 

授業の到達目標 

及びテーマ 

教育の対象である幼児・児童及び生徒の心身の発達の様相を知ることと、基本的学習のメカニ

ズム及び学習の過程を理解して、教育活動に応用していくことを目的としている。 

授業の概要 

幼児・児童及び生徒の心身の発達の様相を知る。また発達に及ぼす様々な要因を知り、教育と

の関連も理解する。さらに、学習とは何か、学習に及ぼす様々な条件などを理解し、教育場面へ

の適用を考える。 

学生へのメッセージ 教職必修科目であるから、教職への目的意識を持って授業に臨んで欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 

教科書は特に使用しない。資料や教材は毎回配布する。 

参考図書： [教育心理学] 佐藤泰正他編 、[学習と教育の心理学] 市川伸一著 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 発達段階とその特徴 発達段階の区分、発達段階の様相 

2 成熟と学習 遺伝と環境、臨界期・刻印付け・初期学習、レディネス 

3 教育と発達 新しいレディネス観、学校教育の影響、発達の二つの水準 

4 学習の理論 学習の理論、刺激と反応理論、認知理論、新しい動向 

5 学習の動機付け 内発的動機付け、外発的動機付け、達成動機、原因帰属 

6 学業不振と学習障害 学業不振、学習障害 

7 個人差の理解（１） 知能の理解、知能の発達、知能の診断 

8 個人差の理解（２） 性格とは、性格の構造、性格の診断 

9 授業の過程 授業の過程と学習の過程、プログラム学習 

10 学習の評価 評価の目的、評価の観点、評価の基準  

11 集団としての子ども 子どもにとっての集団、子どものフォーマル集団、子どもと教師 

12 学校社会と子ども 子どもの心の健康、子どもの不適応行動、学校カウンセリング 

13 
心身に障害を持つ子どもの発達 

と学習の過程 発達の過程、学習の過程、障害のとらえ方 

14 人間の発達の特質と教育 人間理解の必要性、発達課題、教育目標と発達の諸側面 

15 まとめと試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験（７０％）、平常点・レポート・提出物等（３０％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

道 徳 と 学 習 の 指 導 法  

[Moral Education and Teaching Method] 
単位数 １ 

担当教員名 安 藤 福 光 ・ 村 井 康 真  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修 授業の方法 講 義 

科目 教職に関する科目（教育課程に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 

・教育課程の意義及び編成の方法  ・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

・道徳及び特別活動に関する内容 

授業の到達目標 

及びテーマ 

学習指導要領に示される道徳教育および道徳の時間のあり方を理解するとともに、道徳教育を

実践するために必要な知識や指導法を身につけることを目標とする。 

授業の概要 

（道徳）基本的に学習指導要領解説の検討を中心とする講義であるが、理解を高めるために授業

 内容に関連する質問への応答、記述を積極的に求める。 

（学習指導法）教育課程の知識とそれに基づいた指導案作成を講義する。 

学生へのメッセージ 
（道徳）自分が過去に受けた道徳教育をふりかえり、その評価すべき点と改善すべき点を考えましょう。 

（学習指導法）教員指導であることを自覚して講義に臨むこと。 

教科書及び 

参考図書等 

文部科学省（2008）『小学校学習指導要領解説 道徳編』東洋館出版社、 

あるいは同（2008）『中学校学習指導要領解説 道徳編』日本文教出版 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 道徳教育の目標 道徳教育と道徳の時間それぞれの目標などを検討して、その違いを理解する。 

2 学校の教育活動全体を通じて 道徳教育を学校の教育活動全体を通じて行うということの意味を再考する。 

3 心情､判断力､実践意欲と態度 学習指導要領における道徳性のとらえ方を、他の諸理論と比較分析する。 

4 内容項目と指導計画 内容項目に含まれる道徳的価値を検討し、それと指導計画との関係を考える。 

5 学習指導案 読みもの資料を用いる授業案を、集団討議を通して作成してみる。 

6 教育課程 教育課程とカリキュラムの違い、学習指導要領とは 

7 授業指導案の作成 学習指導要領にもとづいた授業指導案の作成。情報機器及び教材の効果的な活用。

8   

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

成績評価の 

めやすと方法 

平常の授業への取り組み、および試験によって評価する。 

おおよその配分は、平常点 70％、試験 30％とする。 

 



授業科目名 

[英文名] 

特 別 活 動 指 導 法  

[Special Activities] 
単位数 １ 

担当教員名 福 島 邦 男  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（教育課程に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 
・道徳及び特別活動に関する内容 

授業の到達目標 

及びテーマ 

 特別活動の目標や各活動の目標及び内容を理解して、その学習指導に必要な知識や技能を身に

つけます。 

授業の概要 

 小学校及び中学校学習指導要領における特別活動の領域について、その特質・活動内容を学習

しながら、望ましい集団活動や望ましい人間関係について学びます。さらに、児童・生徒が集団

や社会における役割と責任を自覚して、人間形成して行くうえで必要となる教師の役割を十分に

果たすための基礎的知識と具体的指導内容・方法を、実際例をあげながら学習していきます。 

学生へのメッセージ 教師を目指す学生として、自覚を持って参加して欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 
小学校学習指導要領、中学校学習指導要領、各解説。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 特別活動の目標及び内容 授業の目的及び、計画・評価並びに、特別活動の主な活動内容について 

2 特別活動のねらいと変遷 特別活動の変遷と特別活動が目指すねらいについて 

3 各内容の特質 1 学級活動について 学級活動のねらい、望ましい集団活動について 

4 各内容の特質 2 児童会活動、生徒会活動、クラブ活動それぞれの活動のねらいについて 

5 各内容の特質 3 学校行事のねらいと指導の在り方について 

6 集団活動と教師の支援 ファシリテーターとしての教師の役割と指導計画作成の留意事項 

7 特別活動に求められるもの 指導上で必要とされる事柄について 

8 まとめ 講義のまとめと試験 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

成績評価の 

めやすと方法 
毎時間の提出物・レポート（60％）、試験（40％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

生 徒 指 導  

[Student Guidance] 
単位数 ２ 

担当教員名 安 藤 福 光  
履修 

学年 
２ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（生徒指導及び教育相談に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 
・生徒指導の理論及び方法 

授業の到達目標 

及びテーマ 

生徒指導の理論を理解するとともに、実際の生徒指導場面での問題の原因を追究し、実践に生か

すことのできる生徒指導の方法を身に付ける。 

授業の概要 

生徒指導は教科指導と並ぶ教育機能を有している。すべての学校段階において重視されるもので

あるが、とくに思春期の生徒を対象に教育を行う中学校では、生徒指導の多くの時間が割かれてい

る。本講義では、こうした教育現場における生徒指導の実際を視野に入れた講義を展開する。 

学生へのメッセージ 
  教員志望であることを自覚して講義に臨むこと。 

  全講義回数の１／３以上を欠席した場合は、評価しない。 

教科書及び 

参考図書等 
参考文献：江川玟成編 『生徒指導の理論と方法』改訂版 学芸図書 2000 年 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション 講義の進め方等、生徒指導のイメージ 

2 生徒指導とは？ 生徒指導の定義、生徒指導の領域と内容 

3 生徒指導の歴史 ヘルバルト、マカレンコ、デューイ、ロジャースの指導理論 

4 生徒指導と教育課程 各教科・道徳・特別活動との関連 

5 児童生徒理解Ⅰ 児童生徒理解の重要性、児童生徒理解の領域と内容 

6 児童生徒理解Ⅱ 児童生徒理解で用いる資料の収集方法 

7 生徒指導の方法Ⅰ 集団指導（１）：集団指導の意味と意義、集団指導の形態 

8 生徒指導の方法Ⅱ 集団指導（２）：集団指導の方法、集団指導の評価 

9 生徒指導の方法Ⅲ 個別指導（１）：教育相談の意義と目的、教育相談の理論 

10 生徒指導の方法Ⅳ 個別指導（２）：教育相談の進め方、教育相談の限界 

11 問題行動の理解と指導Ⅰ 問題行動とは、問題行動の種類、問題行動の原因 

12 問題行動の理解と指導Ⅱ 問題行動の早期発見、問題行動の治療と予防対策 

13 進路指導・キャリア教育 進路指導の目的と内容、計画と実践、キャリア教育の考え方 

14 まとめ 期末試験対策 

15 期末試験  

成績評価の 

めやすと方法 
小テスト（50％）、期末試験（50％）で評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

教 育 相 談  

[School Counseling] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 井 英 子  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 教職に関する科目（生徒指導及び教育相談に関する科目） 

科目に含めること 

が必要な事項 
・教育相談 （カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。） の理論及び方法 

授業の到達目標 

及びテーマ 

児童・生徒に関わる問題の実態を知り、それらへの対処の仕方、援助の仕方などの基本的な

知識と態度を理解する。 

授業の概要 

学校教育の中では個性を生かし、個に応じた教育が必要である。にもかかわらず、集団への不適応

や人の命の大切さをないがしろにするような行為や様々な問題が多発し、それらへの対応が迫られて

いる。出来るだけ具体的な事例の中から、対応のあり方や支援・援助のあり方を考えていきたい。 

学生へのメッセージ 教職必修科目であるから、教職への目的意識を持って授業に臨んで欲しい。 

教科書及び 

参考図書等 
教科書は特に指定しない。毎回必要な資料教材を配布する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 教育相談の課題と内容 教育相談はなぜ必要か、教育相談の課題と内容 

2 児童・生徒理解 児童理解・生徒理解とは、 児童理解・生徒理解の方法 

3 問題行動の理解と対応 問題行動の意味するもの、問題行動の早期発見 

4 教育相談(カウンセリング)とは 個別指導としての教育相談、教育相談の基本的態度 

5 教育相談(カウンセリング)の方法と進め方（１） 教育相談(カウンセリング)で用いられる諸理論、諸技法 

6 教育相談(カウンセリング)の方法と進め方（２） 教育相談の進め方 

7 教育相談(カウンセリング)の方法と進め方（３） 教育相談における家族の役割 

8 教育相談(カウンセリング)の方法と進め方（４） 教育相談における関係機関との連携 

9 最近の児童・生徒の問題事例から（１） 小学生の不登校について 

10 最近の児童・生徒の問題事例から（２） 中学生の不登校について 

11 最近の児童・生徒の問題事例から（３） いじめ問題について 

12 最近の児童・生徒の問題事例から（４） 非行問題について 

13 最近の児童・生徒の問題事例から（５） 学習の問題、集団への適応・不適応 

14 他の教育活動との連携  

15 まとめと期末試験  

成績評価の 

めやすと方法 
試験レポート（５０％）、平常点・小レポート・その他提出物など（５０％） 

 



授業科目名 

[英文名] 

教 職 実 践 演 習 （ 栄 養 教 諭 ）  

[Seminar on teaching practice] 
単位数 ２ 

担当教員名 河 井 英 子 ・ 安 藤 福 光  
履修 

学年 
２ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 演 習  

科目 教職に関する科目（教職実践演習） 

科目に含めること 

が必要な事項 
教職実践演習 

授業の到達目標 

及びテーマ 

本演習の到達目標は、①教師としての使命感や責任感を持つことができる、②教育的愛情をもっ

て生徒を指導できる、③社会性を身につけ、他者とコミュニケーションを図ることができる、④カ

ウンセリングマインドをもって生徒を理解できる、⑤円滑な学級経営ができる、⑥カリキュラム開

発と授業を一体化して実践できる、の６つである。 

授業の概要 

実践的指導者の育成という観点から、教職履修学生の教員としての資質・能力を育成する。その

ため実習での経験や体験をもとに演習を進める。具体的には、教育実習の振り返りを行い、教員の

職務・職責、学校の役割、学校栄養指導の方法、栄養指導と各教科内容との関連、学級経営の方法、

子どもの発達、カウンセリング等について議論を深める。 

学生へのメッセージ 
演習形式であるため、討論には積極的に参加すること。 

この演習は、栄養教育実習の履修者のみ履修できる。 

教科書及び 

参考図書等 
適宜配布する。 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 オリエンテーション オリエンテーション、教育実習の振り返り 

2 子ども 子どもの発達と子ども観 

3 生徒理解・カウンセリング 生徒理解の方法、学校相談とカウンセリングマインド 

4 生徒指導 生徒指導の方法 

5 教員・学校 教員の職務と職責、学校の意味と役割 

6 栄養指導１ 学校栄養指導の方法（小学校） 

7 栄養指導２ 学校栄養指導の方法（中学校） 

8 栄養指導３ 各教科での指導と栄養指導との関連 

9 学級経営 学級経営の方法 

10 見学実習１ 近隣学校の見学 

11 見学実習２ 見学実習の振り返り 

12 指導案の作成１ 指導案の作成と発表 

13 指導案の作成２ 指導案の作成と発表 

14 発表会１ 模擬授業およびロールプレイ発表会１ 

15 発表会２ 模擬授業およびロールプレイ発表会２ 

成績評価の 

めやすと方法 
演習への参加態度、模擬授業の発表で評価する。 

 



授業科目名 

[英文名] 

食 教 育 実 践 論  

[School Nutrition Guidance] 
単位数 ２ 

担当教員名 小 板 由 美 子  
履修 

学年 
１ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 講 義  

科目 栄養に係る教育に関する科目 

科目に含めること 

が必要な事項 

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

・食生活に関する歴史的及び文化的事項  ・食に関する指導の方法に関する事項 

授業の到達目標 

及びテーマ 

児童・生徒の栄養指導・管理の現状と課題を捉え、社会的、法的、歴史的、文化的観点から

検討する。児童・生徒の栄養指導・管理の意義を明らかにし、栄養教諭の職務・役割を学ぶ。 

授業の概要 指導に係わる全体的な計画の作成と模擬授業を実施し、指導の効果的評価方法を学ぶ。 

学生へのメッセージ 栄養教諭になることを自覚して臨んでほしい。 

教科書及び 

参考図書等 

栄養教諭(理論と実際) 金田雅代 編・著建帛社  小中学校学習指導要領 文部科学省 

栄養・健康データハンドブック 藤沢良知 編・著同文書院 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 栄養指導・管理の意義 児童・生徒の食生活の課題、社会的状況に対応した食の指導及び発達・発育段階の指導 

2 栄養教諭の職務と給食 栄養教諭の職務・使命・役割と学校の組織・教育的意義及び学校給食の歴史・意義・役割

3 児童・生徒の栄養指導 食教育指導の取組状況、課題、児童・生徒の食生活の実態、心身の状況把握、分析方法 

4 法令・行政・諸制度の関連 児童・生徒の栄養指導・管理に係わる社会的事情と関係法令・行政・諸制度の関連 

5 児童・生徒に係わる課題 児童・生徒の栄養に係わる諸問題(国民の栄養をめぐる諸事情) 

6 食生活の歴史・文化的事情 食生活に関する食物及び食事の歴史と文化的事情(郷土食・行事食・食文化・食習慣等) 

7 食に関する指導１ 食生活の実態・心身の状況把握・分析等による指導計画の年間計画作成、指導成果と評価

8 食に関する指導２ 給食時における食の指導方法と学校給食における地場産業の活用と家庭、地域との連携 

9 食に関する指導３ 食物アレルギー等の食の個別指導を要する児童・生徒の栄養に関する自己管理能力の育成

10 各教科との関連指導 各教科学習指導要領の目標・食に関する事項との指導方法 

11 実習演習１ 食に関する指導の作成方法と指導案の作成 

12 実習演習２ 学生が作成した指導案の発表、相互批評 

13 実習演習３ 模擬授業、指導効果の評価 

14 実習演習４ 模擬授業、指導効果の評価 

15 まとめ 栄養教諭としての指導方法と全体のまとめ 

成績評価の 

めやすと方法 
平常点 50％  レポート 50％ 

 



授業科目名 

[英文名] 

栄 養 教 育 実 習  

[Teaching Practice of Nutritional Education] 
単位数 ２ 

担当教員名 安 藤 福 光 ・ 小 板 由 美 子  
履修 

学年 
２ 

履修区分 教 職 必 修  授業の方法 事前・事後指導、学外実習 

科目 教職に関する科目（栄養教育実習（事前及び事後の指導の１単位を含む）） 

科目に含めること 

が必要な事項 
栄養教育実習（事前及び事後の指導の１単位を含む） 

授業の到達目標 

及びテーマ 

学校現場において、教育実習を行うことにより、学校教育の実際を知る。あわせて自己の教職適

性を測り、今後の課題を明らかにすることを目標とする。 

授業の概要 

学校給食を実施している小・中学校において、１週間の栄養教育実習を受ける。そのための事前

指導、事後指導を含む。事前指導においては教育実習の心構えや学校制度などの理解と、児童生徒

に接するための基本的態度や技術を身に付ける。さらに食を通しての身体作りや、食と地域社会と

の結びつきなどの視点から、具体的な指導方法や指導技術を習得させる。 

学生へのメッセージ 
１．事前・事後指導における遅刻および欠席は原則として認めない。 

２・教員として、小・中学生の前に立つという自覚を持って参加すること。 

教科書及び 

参考図書等 
栄養教育実習の手引き 

授業内容 

回 テーマ 内容 

1 事前指導１ 栄養教育実習の意義と目的 

2 事前指導２ 教師の役割、仕事 

3 事前指導３ 教科および特別活動との係わり 

4 事前指導４ 
学級活動および総合的な学習の時間等への係わり、給食時間等の係わり、 

およびその他教育活動との係わり 

5 事前指導５ 学校組織の理解、小学校・中学校の組織、役割、家庭、地域との関連 

6 事前指導６ 栄養に関する指導の意義と位置づけ、栄養に関する指導のねらい 

7 事前指導７ 栄養教育実習の課題別指導計画の立案 

8 事前指導８ 栄養教育実習の課題別指導計画の立案 

9 事前指導９ 指導計画案に基づいた教材作り 

10 事前指導 10 模擬授業 

11 小学校又は中学校において栄養教育実習 

12 事後指導１ 栄養教育実習を振り返っての反省 

13 事後指導２ 問題点の整理 

14 事後指導３ 今後の課題の検討 

15 まとめ・報告会 レポート作成および教育実習の報告会 

成績評価の 

めやすと方法 

実習校における評価（50％）、 

事前・事後指導への参加態度、教職関連行事への参加状況、および提出物など（50％） 
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